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序章







　茫ぼう漠ばくとした平野へ、剣けんと槍やりがかたちづくる銀色の波が押おし寄よせる。

　同じ色の波は濤とうが迎むかえ撃うち、激げき突とつが渦うずを生み出だす。

　鋼と鋼が打ち合わされる響ひびきに雄お叫たけびと痛苦の悲鳴が混じる。

　槍に胸を突つかれた兵が倒たおれても、彼かれに肩かたを貸して支える者などいない。ただ、欠けた穴を左右の僚りよう友ゆうが埋うめて戦列の瓦が解かいを防ぐ。

　前進し、あるいは後退するいくつもの靴くつが、動けなくなった者の身体を単なる障害物として踏ふみつけていく。敵の足も、味方の足も入り交じりながら。

「退くな！　何とか持ちこたえろ！　我らの役目は戦線を保つ事だ！」

　攻せめ手側──ラウフラム軍を先導し、指揮を執とるフィルゲンが声を張り上げる。

　散さん漫まんな一対一の戦いを繰くり返かえすのではなく、陣じんを組み、各部隊を有機的に運用する戦術はラウフラム軍が嚆こう矢しだ。しかし、優すぐれたものは即そく座ざに他国にも模も倣ほうされる。

　いや、模倣という言い方さえ適切ではない。

　特異な歴史を持つガルムガクスでは普ふ及きゆうしなかっただけで、異世界──ウーティシオからの来訪者にとっては当たり前の戦法なのだから。事実、連れん携けいではラウフラムに譲ゆずるものの敵軍も隊列を組み、数の利を活いかすように押し込んでくる。

　千に達する兵士による激突。

　物量に劣おとるラウフラムでも士気と練度は上だ。無理に押し返そうとせず、戦線の維い持じに専念すれば均きん衡こう状態は保てる。それだけでいい。敵の主力を引きつけるだけで。

　ガルムガクス人であっても力を合わせ、数を活かし、技わざを尽つくせばウーティシオ人に充じゆう分ぶん対たい抗こうできるのだから。

　懸けん命めいに剣を振ふるうフィルゲンを、影かげが過よぎった。

　獣けものが、頭上高くを通過したのだ。

　それは純白の天馬ペガサス。

　均整の取れた身体の左右から伸のびた翼つばさは、異形でありながらなお美しい。

　そして、その背には武装した若者が騎き乗じようしている。

「うぉおおおおおっ！」

　馬上で雄叫びを上げたのは、ラウフラムの総指揮官にして「新たなる統一者」を名乗る者──神かみ和わ住ずみ大たい駕がだ。

　互たがいの主力部隊が拮きつ抗こうしている間に上空を通り過ぎて敵の本ほん陣じんを強きよう襲しゆう、一気に大将を落として勝負を決めるのが大駕の、そしてラウフラムの常道だ。

　この世界において自由に空を飛ぶ天馬ペガサスを阻はばめるものは、ほとんど存在しない。

　敵軍の頭上を飛とび越こえ、大駕は一気に相手の本陣へと肉にく薄はくする。

　フィルゲンたちの奮ふん闘とうのおかげで、充じゆう分ぶんな後ご詰づめを控ひかえさせておく余よ裕ゆうは敵にない。敵将の周囲を守るのは、数人の近衛だけだ。

　その近衛の中から、矢が放たれる。

　大駕の名も天馬ペガサスを駆かる姿も、既すでに知しれ渡わたっている。数少ない弓兵を本陣に配して備えるのは当然と言えた。

　しかし、弓の質も射手の腕うで前まえも決して高くはない。

　ほとんどの矢は緩ゆるやかな山なりの軌き道どうを描えがいて落ちていく。大駕に届いた数矢も、左手の剣であっさりと払はらい除のけられる。

「うぉらああっ！　死にたくない奴やつぁ退きやがれっ！」

　威い嚇かくのために敢あえて大声で怒ど鳴なって急降下──しそうになり、咄とつ嗟さに天馬ペガサスの首を上げる。

　下方から炎ほのおの線が三条、噴ふき上あがってきたからだ。

「あんたが神和住大駕か？　噂うわさには聞いているぜ。けどな、強い〈武具〉と統とう率そつされた軍を持ってるのが自分だけだと思うなよ！」

　敵将が高笑いする。

　名前は聞いている。

　毛利という、大駕と同じ年とし頃ごろの若者だ。向こうの世界でもスポーツをやっていたのか、体格も野球部エースの大駕に見み劣おとりしない。

　彼の傍かたわらには、怪かい物ぶつが出現していた。

　牛ほどもある黒い巨きよ体たいに備わったのはみっつの首。尾おの代わりに生えているのは鱗うろこをぬめぬめと光らせる毒どく蛇へび。大駕の天馬ペガサス同様にギリシャ神話に語られる幻げん獣じゆう。

　生者と死者の世界を厳密に分かつ獰どう猛もうなる番犬──ケルベロスだ。

　敵将も大駕同様〈武具〉を顕けん現げんさせる異能の持ち主、シャムリーだ。しかもありふれた剣や槍ではなく、生き物の姿をした〈武具〉の使い手。

「統一者を名乗る奴とは、いずれやり合う事になるとは思ってたんだ。俺おれだって、こんな世界に来た以上は天下を取りたいからな」

「だったら最初から俺と一いつ騎き打うちで勝負すりゃあいいだろうが！」

　上空で間合いを計りながら、大駕は叫さけぶ。

　開戦に先がけて大駕は毛利に書状を送っていた。互いの損害を抑おさえるため、将と将の決闘で勝敗を決する。負けた側はおとなしく相手の軍門に下る、と。

　当然だが、この申し出を毛利が拒こばんだために双そう方ほうの軍勢が激突する事になったのだ。

「普ふ通つうに戦えばこっちの方が大軍なんだよ！　だけどな、そっちが提示した条件、残りの半分は気に入ったぜ。負けたら部下になるってのはな！　統一者だとか、大たい言げん壮そう語ごする奴を配下にするってのは気持ちよさそうじゃねえか！」

「その言葉、そっくり返すぜ！」

　毛利の言葉に答え、大駕は天馬ペガサスを急降下させる。

「そっちは飛べるかも知れねえが、こっちのブレスは空まで届くってのを忘れるな！」

　毛利の声に合わせ、ケルベロスが再び炎の息い吹ぶきを吐はく。

　空気を裂さいて真っ赤な線が引かれる。

　降下を中断し馬体を捻ひねって躱かわしたが、熱波が大駕の顔を炙あぶる。激しい羽ばたきの弾はずみではぐれた白い羽う毛もうが炎に飲まれて黒く炭化する。

「くっ！」

　大駕の〈武具〉は天馬ペガサスと剣。どちらも間合いは短い。みっつの口から自在に炎を放つケルベロスには接近するのは難しい。

「ははは、どうしたぁっ！　ご大層な事を言って、いざとなったら逃にげるだけか？　降参するなら受け入れてやるぜ、統一者様！」

　距きよ離りを保って上空を旋せん回かいする天馬ペガサスに向け、くるくる回りながらケルベロスが火を噴く。嘲あざけるように毛利が笑う。ラウフラムからの挑ちよう戦せんを受けたのも大駕の戦術を知りながら本陣に少数の警護しか置かなかったのも、己おのれの〈武具〉への自信があればこそか。

　だが──。

「生あい憎にく、ただ逃げてんじゃねえんだよ！」

　急角度で進路を変える。

　追つい尾びしようとしたケルベロスだが、側にいる毛利自身が邪じや魔まになって上う手まく方向転てん換かんできない。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきに天馬ペガサスが翼を畳たたむ。

　ほぼ垂直に、黒い怪かい犬目がけ剣が降ふり注ぐ。

　戦いながら大駕はケルベロスの限界を見切っていた。

　三本の首は横の射界は広い反面、真上は死角になる。使い手から離はなれられる距離は短い。反応も動きも速いものの精密さは高くない。射角の広さに頼たよってあちこちへ無む駄だな炎を吐きまくっているだけだ。

　つまり、上方が死角。

　土ど壇たん場ばで天馬ペガサスの背を離れて飛びかかる。

　無防備な背中に、刃はが深々と突き刺ささる。

「Ｇａｇｒｗｆｏｏ！」

「うぉあっ！」

　獣と人の悲鳴が重なる。〈武具〉が受けたダメージはシャムリーにも伝わるのだ。

　ケルベロスの背に跨またがったまま、大駕はまず尾の蛇へびを斬きり落とした。更さらに広い背に、何度も剣を叩たたきつける。傍らを飛ぶ天馬ペガサスも激しく蹄ひづめの蹴けりを浴びせ続けた。真っ先に蛇を斬ったのは、後方から攻こう撃げきする天馬ペガサスの安全を確保するためだ。

　火を吐く能力はもちろん爪つめも牙きばも持たぬ天馬ペガサスだが、強きよう靭じんな足から繰り出される蹄の蹴りは充分な威い力りよくを持つ。

　分厚い毛皮も剣撃を完全に阻む事は出来ない。体毛のせいで刃が滑すべっても、腕わん力りよくに任せた打だ撃げきが皮ひ膚ふを裂き、噴ふん出しゆつした真しん紅くの鮮せん血けつが黒い毛皮を汚よごす。

　シャムリーの精神が生み出したものであっても、顕現している間は実物と同じだ。

　現実には存在しない怪物であっても生物を模している以上、生身と同じ反応を示す。

「Ｇａｆ！　Ｇｏｆ！」

　ダメージを受けた怪物は四し肢しを折り、地面に這はいつくばる。

　断続的に繰り返される喘あえぎと同時に熱気が吐き出されるが、炎の威力は持たずにただ陽かげ炎ろうを生んで空気を揺ゆらめかせるだけだ。

「ま、待て……わかった！　降参する……っ！」

　尻しり餅もちを突いた毛利の宣言と同時に、ケルベロスが消失する。

　大駕はそのまま着地し、切っ先を相手の喉のど元もとに向ける。

「俺に言うだけじゃない。全軍に伝えろ！」

「も、もちろんだ！　おいっ！」

　毛利の合図で停戦を告げる喇らつ叭ぱが鳴なり響き、白地に円を描いた旗が掲かかげられる。

　前線で戦う毛利軍が武器を下ろす。それに応じてフィルゲンが合図を出し、ラウフラム軍も攻撃を止めた。両軍とも、統率の度合いは高い。

「じゃあ、これでこの戦いは終わりだ」

　本来なら宣言と同時に鞘さやに収めたいところだが、この剣は天馬ペガサス同様大駕の〈武具〉だ。だから、代わりに右手を差さし伸べる。

「あ……ああ……」

　座すわりこんでいた毛利が恐るおそる右手を伸ばし、数瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後に握にぎり返す。

「じゃあ約束だな。あんたも、あんたの軍も俺の配下に加わってくれ。これで、俺の国はもっと強くなれる。ガルムガクスの戦乱を治めるのに、一歩近づける」

　既にラウフラムは谷間の小国ではない。繰り返す戦いで打ち破った敵を併へい合ごうし、あるいは大駕の名声を聞いて参じた仲間を加えて西亜あ大たい陸りくでも有力な国へと成長を遂とげていた。

　いや。今回の戦いでやはり拡大を続けていた毛利の軍を打ち破った事で有力どころか屈くつ指しの存在になったとも言える。

　まだ唯ゆい一いつ最強ではないし、東の亜大陸にある古くからの有力国家群に比べればまだまだ一歩も二歩も譲る力ではあるが。

「……ああ。承知してるよ。俺も啖たん呵か切った身だ。その約束を反ほ故ごにはしねえ。そっちこそ約束通り、部下の命も助けてくれるんだろうな？」

「勿もち論ろんだ。俺は、相手を殺すために戦ってるつもりはない。敵だった奴であっても、ひとりでも多く救いたいと思ってる。甘あまい考えかも知れないけどな」

　毛利の手を握る力を強め、大駕は微び笑しようする。

「最初っから器で負けてたって事か。わかった。じゃあ、これからは俺の力、あんたの目指す道のために存分に使ってくれ」

「おうよ。まずは〈武具〉の使い方だな。あんたのアレ、使い方次し第だいでもっと強くなるぜ」

　握あく手しゆを解き、そのまま手の甲こうで毛利の胸むな板いたをぽんと叩く。

　勝てたのは、相手が〈武具〉本来の能力に頼り切きって戦術の検討と研けん鑽さんを怠おこたっていたからだ。

　例えばどうせ離れられないのなら、毛利が自分で騎乗してしまえばよかったのだ。そうすればケルベロスが動く邪魔にはならないし、攻められやすい背中を守る事も可能だった。本陣に引きこもるのではなく最前線で暴れられたら味方の被ひ害がいも増えて、かえって手を焼いた。強襲で敵の頭を潰つぶし、速そつ攻こうで戦いを終わらせるという大駕のやり方は通用しなくなり、毛利軍は数の優位を活かせる。

　毛利は「この程度」の対策だけだったが、大駕の性格を知り尽くし、能力戦力を把は握あくし、勝利のための布石を怠らず、不測の事態に備え十と重え二は十た重えの対策を張はり巡めぐらせる者が敵だったら──。

　そんな敵は確実に存在する。

　そして大駕の勢力が大きくなればなるほど、逃のがれ得ぬ対決の時は近づいてくるのだ。




　大駕たちがガルムガクスに来てから、既に一年半が経過していた。







第一章　　打ち寄せる戦線







　実際に剣を交える戦いが終結しても、それが即座に終わりではない。

　全土に伝令を飛ばして毛利の降こう伏ふくを通達して各地域を守護している部隊にラウフラムへの恭きよう順じゆんを要求し、そのまま国内の治安を確立。更にこの機に乗じて近きん隣りんの勢力が火事場泥どろ棒ぼうと化して侵しん攻こうしてこないよう警けい戒かいしなければならない。

　安全を確保したら勢力下に置いた土地の人口、生産力なども掌しよう握あくし、必要ならば指導改善する必要もある。

　しかし何よりも早さつ急きゆうに実行しなければならないのは、負傷兵の手当だ。

　ラウフラム軍の本陣後方には糧りよう食しよくなどの物資を集積する倉庫と一いつ緒しよに、仮設の小屋や大型の天幕などを用いて野戦病院が置かれている。

　倒した敵を味方として取り入れるという戦略以前に、救える限りの人間を救うというのが大たい駕がの方針だからだ。

「負傷者、お願いします！」

　担たん架かで小屋に届けられたのは毛利軍の若い歩兵だった。左右の瞳ひとみが色いろ違ちがいで、耳じ朶だに宝ほう珠じゆ状の器官、髪かみの色は鮮あざやかな緑──ガルムガクスの人間である。

　左の肩に大きく傷口が開き、あふれ出た鮮血が破損した鎧よろいや衣服を深しん紅くに染めていた。

「そこに寝ねかせて！」

　答えたのは、水みず沢さわ真ま羽う。

　長めの髪はまとめられた上に白い布で包つつみ、身に纏まとっているのも同じように白く、膝ひざ丈たけもある飾かざり気けのない作業着だ。もっとも、そのどちらも今は赤く汚れているが。

　汚れた手て袋ぶくろを脱ぬぎ捨すてると、蒸気とアルコールで殺さつ菌きんした替かえを填はめる。

「や、や……やめろ……。俺は……」

　勝敗は決したとは言え、さっきまで戦っていた敵軍の施し設せつに運び込まれたのだ。不安と憔しよう悴すいに支配された兵士はガルムガクス語で訴うつたえる。しかし痛みと失血のせいでその叫びは弱々しい。

「意識があるなら大だい丈じよう夫ぶね！　手当てするからおとなしくしていて！」

　きつい口調で、相手の反発を抑え込む。

　元々野球部のマネージャーとして、元気の有り余っている男子を相手にしてきたのだ。それにガルムガクス語も会話に困らない程度には習熟している。

「お湯は？　足りないなら沸わかして！　アルコールもお願い！」

「はい！」

　真羽の声に同じ白衣の者たちが答え、忙せわしなく、しかし丁てい寧ねい着実に作業を始める。小屋の中に湯気の熱気が立ちこめる。

　自ら戦う力を持たず、戦う事を素す直なおに肯こう定ていする事もできない。しかし目の前の現実から目を逸そらすしかできない無力な存在でいたくない真羽は、負傷者の手当や看護を自らの仕事として選んだ。

　大駕の側にいるために。

　しかし、戦いが激化すると共に衛生兵の役目も大きくなっていく。

　幸運にも真羽がこの世界に迷い込んだ時には救急箱を持っていた。しかし、そこに収められていた程度の傷薬や湿しつ布ぷ薬やく、包帯などはとっくに使い切っている。今はガルムガクスで調達、製造可能な薬に頼るしかない。

　幸運なのは、真羽たちが訪おとずれる前からラウフラムを仕切っていたシャムリーの斎いつき彩あや芽めが持つ〈武具〉が〈参謀本部ヘツドクオーター〉という特異なものだった事だ。

　彩芽が過去に読み、本人さえ明確には覚えていない膨ぼう大だいな本の内容を潜せん在ざい記き憶おくから呼び起こし、異なった観点で活用する四体の疑ぎ似じ人格。その能力は戦略や戦術だけでなく、さまざまな知識の面でも活用される。

　例えばガルムガクスで知られていた薬用植物を、より効率的に活用した薬などもそのひとつだ。ただし彩芽と〈参謀本部ヘツドクオーター〉には知識だけがあっても、実現する余力がなかった。大駕たちによってラウフラムを脅おびやかす射い水みずの脅きよう威いが除かれ、防戦で精せい一いつ杯ぱいの籠ろう城じよう状態から解放され、更に彩芽の意を受けて積極的に現場で働く真羽の力があって、初めて様々な事が可能になったのだ。

「ちょっと滲しみるわよ」

　止血点を押さえた後、傷口の血を洗い流し、アルコールで拭ふき清める。

「ひっ！　な、何だ、これ？」

　初めて味わう揮発の感覚に、兵士が甲かん高だかい声を上げた。蒸留の技術はあるが、消毒用に純度の高いアルコールを用いる事もラウフラム以外ではほとんど普及していない。

　真羽は相手の驚おどろきを無視して、軟なん膏こうを傷口へ塗ぬり込んでいく。

「な、何だ、それ？　毒か？　毒なんだろ？　血止めは焼くもんだろ？」

「こっちの方が治りが早いの！」

　従来この世界で行われていたのは、灼やいた鉄てつ鏝ごてや煮にえた油で傷口を焼き潰すという荒あらっぽい方法だ。止血と消毒を兼かねるが代わりに熱傷を負い、下手をすればよりダメージが大きくなる。元の世界──ウーティシオでは一六世紀には使われなくなった手法である。

　外部から進んだ知識を持ち込める者がいたとしても、断続的にひとりずつ、しかも断だん片ぺん的てきな情報で、おまけにその人間に求められるのが前線で戦う事だけとあっては劇的な変化など訪れない。

　基き礎そになる医学、薬学、化学、工作技術が不ふ充じゆう分ぶんでは実行できる事は限られる。

「もう黙だまってて！」

「むごっ！」

　手近な──もちろん消毒済みの清潔な布を若者の口にねじ込む。ただ黙らせるためだけではない。万一にも作業中に舌を噛かんだりしないようにだ。

　用意していた絹糸で傷口を縫ぬい止とめる。

「んんんんんんっ！」

「この程度の痛み、我が慢まんしなさい！　さっきまで剣けん振ふって殺し合いやってたんでしょ！」

　白衣や頭ず巾きんで隠かくしきれない目元に、赤い飛沫しぶきが飛び散る。

　麻ま酔すいも、現在のガルムガクスの技術ではどうしようもないもののひとつだ。四肢の切断など、よほど大がかりな手術をする時でも度数の強い酒を飲ませて意識を混こん濁だくさせるのがせいぜいで、局所麻酔など望むべくもない。

　負傷兵が藻も掻がかないよう、助手が手足を押さえつける。

　運針のたびに柔やわらかい肉の感かん触しよくが、針を通じて真羽に伝わってくる。流れ出る血のぬめりと熱が肌はだにまで染しみ通とおってくるような感覚。密に編んだ絹の手袋でもゴムのように液体を弾く訳ではない。武器を取っての戦いとは違ちがい、負傷の手当は間合いを広く取ったり出来ない仕事なのだ。

　真羽たちとガルムガクスの人間が、生物学的にどの程度異なっているのかはわからない。外見からでも判別できるいくつかの違いと、基礎体力の差は存在する。そして両者の間に子供が生なされた例がない事も。行こう為い自体は可能らしいが。

　それでも基本的な身体のつくりは同一だし、同じ薬品が同じように作用する。だからこそ彩芽や真羽が知っている治ち療りよう法ほうが使える。

「はい、これで終わり！」

　縫った傷口の上を包帯でしっかり固定すると、真羽は兵士の口から布を引っ張って外す。

「は……ほが……」

　布の味が残る、涎よだれでぐちゃぐちゃの口の中から間の抜ぬけた声が漏もれる。

「貴方あなたの仲間も向こうの小屋にいるわ。一緒に安静にしてなさい。血を失っているから、水分は遠えん慮りよしないでたっぷり補給する事！」

「あ……ありがとよ」

「わかったらさっさと行って」

　ようやく感謝を示した兵士だが、ゆっくり交こう歓かんしている暇ひまはない。

　彼かれほどの重傷でないにせよ、真羽の治ち療りようを待つ負傷者はまだ何人も控えているのだから。




　戦いそのものが決したのは昼下がりだが、医い療りよう班はんの仕事が一段落ついたのは西日が深く傾かたむき、空が赤から黒へと染まり始める頃ころだった。勿もち論ろん全すべての治療が終わった訳ではなく、緊きん急きゆうを要する負傷者の処置が終わったというだけの事だ。

　医療技術が未熟だからこそ、助かる者と助からない者のボーダーラインは早々と、しかもくっきりと引かれる。

　四肢の負傷ならまだ手の施ほどこしようはあるが、心臓や肝かん臓ぞうなど重要な臓器が深く傷つけばほぼお手上げだ。現代の日本ならば可能な人工心肺などの機器や長時間の手術、あるいはもっとシンプルに大量輸血だけでも助かる命も、ガルムガクスでは死ぬしかない。

　事実今日だって腹を貫つらぬかれて大量失血した兵士が運ばれてきた時は、黙って首を振るしか出来なかった。

「ふぅ……」

　野戦病院の外に出て頭巾を外し、更に髪も解いて真羽は大きくため息をつく。

　戦えないこの身が現状から目を背そむけないために選んだ道だが、目まの当あたりにする人の死にはまだ慣れない。

　慣れてはいけない、とも思う。

　自分たちはこの戦乱の世界から、いつかは平和な日本に帰き還かんするのだから。

「真羽」

　声をかけられて振ふり向むくと、大駕の姿があった。

　鎧を外しただけの姿で、衣服には赤い汚れが付着している。

　同じように他人の血で汚れてはいるが、大駕のものは討うち取とった敵の返り血であり、真羽のそれは手当した怪け我が人にんのそれだ。

「大駕君？　どうしたの？」

「どうしたのも何も、これから会議だからな。真羽も出てくれよ」

「え？　会議って？　わたし、聞いてないけど」

「ああ。伝令が回ってなかったか？　いつもの奴だよ」

　合戦が終われば投降した、あるいは捕とらえた敵から様々な情報が手に入る。それに基もとづいて制圧した毛利領の管理や、今後の戦略方針について話し合うのがラウフラムの常だ。

　リーダーである大駕や参さん謀ぼう役やくの彩芽、戦せん闘とう隊長であるフィルゲンらに加え「戦わない人間」の代表として真羽が列席するのがいつものパターンとなっている。

「さっきまで怪我人が多くててんてこ舞いだったから、伝言が伝わる暇がなかったんだと思う」

　資材置き場になっている小屋の壁かべに背を預け、真羽は答える。

「……そうか」

　大駕の表情が曇くもった。

　天馬ペガサスを駆く使しして一気に本ほん陣じんに迫せまり、敵将をピンポイントで撃げき破はする。

　この戦術は、可能な限り一いつ般ぱん兵の損そん耗もうを防ぐ効果を狙ねらってのものだ。それでも軍と軍が激げき突とつする以上、誰だれも死なせないのは難しい。規模が大きくなれば尚なお更さらだ。

「なかなか上手くいかねえもんだな」

「戦わないわたしがこういうのは傲ごう慢まんかも知れないけど……大駕君は充じゆう分ぶん頑がん張ばってるよ」

　真羽は知っている。

　己が最大の危険に晒さらされるのを知りながら敵の本陣を強きよう襲しゆうするのも、驕きよう慢まんの誹そしりを受けるのを承知で「新たなる統一者」を名乗って喧けん伝でんするのも、敵の関心を引きつけて少しでも人死にを減らすためだ。

「だけどまだ万ばん全ぜんじゃねえ。もっといいやり方がねえか、考えないとな」

　いかにも大駕らしい物言いに、真羽の口くち唇びるに笑えみが浮うかんだ。

　己が最善を尽つくし、相応の結果を出だすのは必ひつ須す。自己ベストの更こう新しんは当たり前で、全すべての他者と比べて最高でない限りまだまだ改善の余地、努力の必要はある。目指した理想が完全に達成されていない限りは満足出来ない。

　圧あつ倒とう的てきな才能とそれを活いかす機会に恵めぐまれ、しかも強い意志と崇すう高こうさを持った人間ならではの思考だ。

「征まさ臣おみ君は……どうしてるかな……」

　呟つぶやいた後で、真羽は思わず己の口を手で覆おおった。

　袂たもとを分かち去っていったもうひとりの幼なじみ。

　なるべく彼の事は話題に出すまいと思っていたのに、大駕の強すぎる眩まぶしさや正しさに触ふれるとつい彼の事を連想してしまう。

「噂うわさじゃ、メルクアルラムって国で重職に就ついているらしい」

　東方の大国。ガルムガクス諸国和わ睦ぼくの要──そのメルクアルラムが現在の戦乱を治めるべく挙兵して各地の平定を進めているという情報は、既すでに遠くラウフラムまでも聞こえてきている。

「あいつは、約束した。俺おれの敵になる、俺にアンチテーゼを突つきつけるってな。だからメルクアルラムの動きは、あいつなりの考えが反映されているんだろう。だから再び見える時まで、俺も約束を守らなきゃいけない」

　真羽も覚えている。

　決別の日、大駕は誓ちかったのだ。

　折れず、曲がらず、堕だ落らくせず──征臣が命と尊厳を賭かけて戦うに相応ふさわしい存在であり続けると。

　その時、真羽が寄りかかる小屋の中からごそごそと物音がした。

「ん？」

　警戒の表情で、大駕が扉とびらを開ける。

　穀物を収めた袋ふくろや水樽だるなどが積まれている中、セーラー服の小さな影かげが膝ひざを抱かかえて蹲うずくまっていた。

「何だ、杏あん？　ここにいたのか？」

　東とう条じよう杏──かつて大駕と戦ったシャムリーの少女だ。

　彼かの女じよ自身に戦う意志や強い動機があった訳ではない。寄る辺ない異世界に放ほうり出され、ただ「シャムリーとして高い戦せん闘とう力りよくがある」というだけの理由で、手を血に染める事を望まれ、生きるためにその要求に応こたえてきた、か弱い娘むすめ。

　大駕が声をかけると、杏は座ったまま小さく頷うなずいた。

「そんなところにじっとしてないで、向こうの宿舎行ったらどうだ？　もう非戦闘員の女はほとんど休んでるしな」

　軍の遠えん征せいは、兵員だけで済むものではない。真羽たちのような医療班や食料の炊たき出し、物資の運うん搬ぱんや装備の修しゆう繕ぜんなど、さまざまな人員が必要となる。だが、杏は何かの仕事を受け持っている訳ではない。ただ本人の希望で一緒に来ているだけだ。

　一応は真羽の下で医い療りよう衛生班の雑務要員という事になっているが、これは同行を希望する杏を連れてくるための方便に過ぎない。

「いや……いいの。あたし、ひとりがいい……」

「ンな事言ったって、メシだって喰くわなきゃいけないだろ？」

　そっけない答に、大駕は眉まゆをしかめる。

「杏ちゃん」

　真羽が歩み寄り、膝を折って視線の高さを合わせる。

「大駕君の言う通り、ご飯食べなきゃ身体が持たないでしょ？　宿舎に寝ね床どこの割り当てがあるんだから、そっちで横になった方が休まるし。何なら、わたしが一緒に行こうか？」

「……ううん、いい。ひとりで、行ける」

　静かに立ち上がり、逃にげるような小走りで去っていく。

「あの子もなぁ……。戦いが嫌いやなら前線にくっついて来る必要はないんだし、本国でおとなしくしてりゃいいのに」

　元々のラウフラムは山間の小国だが現在の首都機能はレフ平原の一角、大きな河に近いあたりに移してある。指導者たる大駕と彩芽が前線に出向いているため、行政面は元々のラウフラム人官かん僚りように任せているが、今のところ特に不具合は出ていないし、治安も保たれている。

　杏が戦いを忌き避ひしているのなら、戦場に近づかなければいいという大駕の意見は正論だ。

　だが──。

「大駕君は、やっぱり強いよ」

「ん？　何だ、いきなり？」

「強いのが悪いって事じゃないんだけど、どうしても弱い人の気持ちがわかってないところがある」

「どういう意味だ？」

　怪け訝げんな表情で、大駕はぼりぼりと頭を掻かく。

「あの子、戦場に近づくのは怖こわいけれど、大駕君やわたしから離はなれるのはもっと怖いんじゃないかな？　国元に残ると、こっちの世界の人たちばかりだし。彼女、こっちの言葉も全然覚えようとしないしね」

　大駕の配下には少なからぬ数のウーティシオ人が存在する。

　ほとんどはシャムリーとしての能力を持たないが、腕わん力りよくや強きよう靭じんさがガルムガクス人に優まさる事もあって男性はほとんどが兵士となっている。女性は実戦向けの能力を持つシャムリーがいない事もあって、従軍している者も真羽同様支し援えん要員だ。

　もちろんこれには、能力を活かすという積極的な面もある。

　専門家でなくても、現代人の方が医療や衛生の知識は高い。「清潔さを保って細さい菌きんの感かん染せんを防ぐ」という常識が身についているだけでも、野戦病院では有益なのだ。

　ただしやはり一般市民よりも、貴族でもある戦士階級の方が日本語が通じる者は多い。それにウーティシオ人が軍に多いので、後から加わった者は自然と「仲間」がいるところに居場所を求める。そのため、戦わない者でも支援要員として軍に加わるのが当たり前になっているのだ。

「ガルムガクスの人間ばっかりって言っても、役人や教師は普ふ通つうに日本語が通じるんだし、別に不自由はねえだろ？　それに無理に戦場にくっついてきて、何にもしないで居い心ごこ地ち悪い思いするくらいだったら……」
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　畑を耕したり、子供たちの面めん倒どうを見たり、教育を施したり、あるいはそういう仕事をする人たちを助けたり──戦場以外でも人手はいくらでも必要なのだ。現代日本の常識を引きずっていると見落としそうになるが、読み書きや計算などの基礎が身についているだけでも充じゆう分ぶん役に立つ能力なのである。

「杏ちゃんにとって、大駕君が自分を助けてくれた人──こっちの世界で唯ゆい一いつ頼たよれる人なんだよ。シャムリーとして戦ってた時、味方はみんな自分に人殺しを強要してきた。自分以外は全員敵だって教えられてたあの子に、唯ゆい一いつ戦わなくていいって言ってくれたのが大駕君なんだもん」

　セーラー服は彼女が向こうの世界から着てきた、いわば一いつ張ちよう羅らだ。既にあちこちがすり切れて接つぎを当てられているし、杏自身が育ち盛りな事もあって丈たけは既に短めになってしまっている。

　それでもあの服を好んで身につけるのは、ガルムガクスに馴な染じみたくないという、無言のアピールだ。

　真羽も彩芽も、そして大駕もそうであるように、ほとんどのウーティシオ人は元の服がすり切れたり傷いたんだりすれば、拘こだわらずにこちらで入手できる衣類に着き替がえる。そもそも食べ物はガルムガクスのものを口にするしかないのだから、衣装にだけ拘っても意味がないと感じる方が自然ではある。

「そんなモンかなぁ……」

　大駕は、まだ納なつ得とくできない表情だ。

　彼にとって己おのれの弱さ、至らなさとは自らを鍛きたえて乗のり越こえるべきものだ。

　だから誰かに縋すがりたい──縋るしかない人の気持ちを肌で理解する事はやはり難しいのだろう。

「まあ、杏の事は彼女が自分で何とかするしかないだろうな。そろそろ会議の時間だ。行こうぜ」

「……うん」

　吹ふっ切きったように笑う大駕に続いて、真羽も歩き出した。




　敵軍を倒たおし、国を併へい呑どんするという事は、その地域の問題を抱え込むという事だ。

　新たな占せん領りよう地ちの産業や経済、行政の管理も必要だし、人の掌握もある。

　特に国が大きくなるほど面倒なのが、投降した元敵兵の扱あつかいだ。充分な礼節を以もつて遇ぐうさねばならないという習慣や倫りん理りの問題もあるし、味方の戦力として活用したいという実利上の必要もある。

　新たに傘さん下かに治めた国に元々存在していた組織を活かせばスムーズに運用できる反面、一歩間ま違ちがうと軍の内部に派は閥ばつが出来て汚お職しよくや内ない紛ふんの火種になってしまう。それ以前の単純な問題として、人数が増えれば大駕が直接会って話した事のない者の比率も増す。どうしても士官任せにしなければならない事も多くなる。

「例えば今回仲間にした毛利軍と、ふた月前に参じてくれたフィウラムの軍隊はかなり仲が悪いんです」

　会議の席。ため息まじりに、疲つかれた声を漏らしたのは彩芽──元々ラウフラムをまとめていたシャムリーであり、現在は大駕の下で作戦参さん謀ぼう兼けん行政担当という地位にある女性だ。

　こちらの世界での生活が長いせいもあって、ガルムガクス風の衣装が大駕や真羽以上に馴染んでいる。

「そういう事もあるか……」

　大駕は口をへの字に曲げて、頭を掻いた。

　会議が行われているのは、野戦病院などと同様後方に設置された天幕の司令部だ。

　地図などを広げた大きなテーブルを大駕、真羽、彩芽、フィルゲンが囲んでいる。

　最初が少数であり、リーダーでもあり主戦力でもある大駕の性しよう分ぶんもあってラウフラムは本国にどっしり腰こしを据すえて軍を動かすという形にはなっていない。拡大するたび、新たに獲かく得とくした領土に拠きよ点てんを構える。いわば総司令部や政府が前衛部隊と一いつ緒しよに移動し続けているのだ。

『モウリラムは、フィウラムの国土の半分を奪うばい取って建てられた国じゃからな』

　説明したのは、彩芽の胸に抱だかれた縫いぐるみの熊くま──彼女の〈武具〉である〈参謀本部ヘツドクオーター〉の一体だ。

「ラム」はガルムガクス語で「国」を意味する。従来から存在するのではなく、近年現れたシャムリーによって建てられた国は、率いる者の名に「ラム」を付けて呼ぶのが通例だ。

　フィウラムはこの亜あ大たい陸りくの東南地方ではかなり有力な国家だったが、国内に強いシャムリーが現れなかったために周辺の新興勢力から切り取られるばかりだった。そんな中、二か月前に付近まで進出してきた大駕に接せつ触しよくを求め、ほとんど吸収されるのに近い同盟を申し出てきたのである。

『フィウラムとモウリラム──敵として憎にくみ合っている間はむしろ簡単だっただろうね。互たがいに相手を攻こう撃げきする以外の選せん択たく肢しはない。だけどどっちも大駕の配下で仲間づきあいするとなれば話はややこしくなるよ。フィウラムの連中にしてみれば大駕の力を借りて本来の国を取り戻もどした気になるだろうし、モウリラムに言わせれば自分たちでは大した力もない負け犬のくせに勝ったような顔をしている事になる』

　彩芽の頭上に座すわった狐きつねが、皮肉っぽい口調で肩かたを竦すくめる。

「全員仲良しって訳にはいかねえか……」

　さすがの大駕も頬ほお杖づえをついてぼやいた。

　なるべく敵を殺さず仲間にするというやり口を続けてきたから、こういう諍いさかいは初めてではない。だが、今度は毛利軍の規模が大きく、過去にいくつもの国と戦ってきたから影えい響きようは大きい。

「あの……しばらくは内政に専念した方がいいんじゃないかな？」

　真羽が控ひかえめに手を挙げてから発言する。

「みんなの傷や疲れを癒いやすのも必要だし、仲間になった同士が馴染むのにも少し時間をかけた方がいいと思うの」

『かったりぃけど、今はそうするっきゃねえかな』

　テーブルの上に座りこんでいた虎とらが、面倒くさそうに伸のびを打った。

〈参謀本部ヘツドクオーター〉の四体は彩芽の無意識から生まれた存在で、彼女の人格のいろんな一面をそれぞれ反映している。最も短気で好戦的な虎でさえこう言うのだから、今は拡大よりも安定の時期というのは確かなのだろう。

「まあ、それが妥だ当とうか。ちょっと歯がゆいけどな」

　苦い言葉を、大駕は吐はき出した。

　敵の犠ぎ牲せいさえ減らすべく将同士の一いつ騎き打うちを挑いどむにも、それを可能にする状じよう況きようづくりが無傷で済むはずもない。軍の規模が大きくなればなるほど、ひとりで決着するのは難しくなる。

　今のガルムガクスは、戦乱の世界なのだ。

　だから大駕はベストを目指しながら、ベストを得るのには固こ執しつしない。己の手が血で汚よごれる事を恐おそれず、同時にそれを当たり前と慣れる事も拒こばむのだ。

「俺やフィルゲンはこっちに残って軍の再編。真羽と彩芽さんは都に戻って、政治や産業の方の面倒をしばらく見てもらうって事で。毛利に勝ったから、この近くには急いで戦わなきゃならない相手もいねえしな」

『その事なんだけど……』

　彩芽の背中にしがみついていた兎うさぎが、ひょこんと肩かた口ぐちから顔を出した。声が、不安で微かすかに震ふるえている。

『毛利軍の人たちからいろいろ話を聞いたら、ちょっと嫌な噂があったんだ。山の向こう、東亜大陸との海かい峡きようの近くで、この半年くらいで急に勢力を伸ばしている国があるんだって』

　四体の〈参謀本部ヘツドクオーター〉の中でも、臆おく病びようであるが警けい戒かい心しんが強く、情報に敏びん感かんなのが兎だ。

「東亜大陸からメルクアルラムが進出してきてるってのとは違うのか？」

『ううん。僕ぼくが聞いた限りじゃ確かにメルクアルラムも結構な規模の軍隊を派は遣けんしているけれど、まだ海峡を越えていない。まるっきり別の勢力だよ』

「って事は……新しいシャムリーが現れたのか？」

　この世界において、シャムリーの能力差こそが明白な戦力差となる。例えば大駕が最初に相まみえたイミズのように強力な〈武具〉を持つシャムリーが出現すれば、それだけで勢力図は書かき換かわる。

『断だん片ぺん的てきな噂だけだから、詳くわしい事は全然分かんないよ。はっきりしている事は二つだけあるんだ。ひとつは、その国が他の国に属ぞくしていたシャムリーもどんどん好条件で迎むかえ入いれているって事』

　兎の説明に、大駕の眉が強こわ張ばる。

　シャムリーやそれ以外のウーティシオ人を結集し、組織化したというとどうしてもイミズ軍を連想してしまう。

「もうひとつは、その国の名前です」

〈参謀本部ヘツドクオーター〉ではなく、彩芽自身が緊きん張ちようの面おも持もちで口を開いた。

「彼らはこう名乗っているそうです──ヒューマン・ネイション、と」




　西亜大陸とは違ちがい、諸国の盟主たるメルクアルラムの威い光こう轟とどろく東亜大陸においては激しい戦乱は起きていない。

　しかし、それもあくまで比ひ較かくした上での程度問題だ。

　メルクアルラム本土から離れれば離れるほど統制は弱まり、亜大陸の西岸付近ではガルムガクスの伝統を重んじない新参のシャムリーが支配する国々が周囲を巻き込む覇は権けん戦争を繰くり広ひろげている。

　ジグラムは、その中でも大きな勢力を持つ国だ。

　国号からわかる通り、シャムリーが建てた新参国ではない。ガルムガクス人の国王が出現したシャムリーを救国の英えい雄ゆうとして持ち上げ、挙げ句に国そのものを乗っ取られた──今では珍めずらしくもない経けい緯いを辿たどった一国だ。

「メルクアルラム派は遣けん軍ぐんは、諸王の長ちよう姉したるシェナ・ルラ・メルクアルの名においてここに布告する！」

　平原でふたつの軍隊が睨にらみあう中、メルクアルラムの軍旗を掲かかげた使者は古来の作法に則のつとり大だい音おん声じようで宣言する。

「バロラム、モンデラムなど近きん隣りん国こくに対するジグラムの国境侵しん害がい、諸国民への危害など
〈統一者〉以降定められた約定に背くものである！　よってメルクアルラムは諸国の要として違い約やく者たるジグラムを誅ちゆう罰ばつする事を決定した！」

　広々とした戦場に響ひびき渡わたる声は交こう渉しようですらない一方的な宣告だが、ジグラム軍からは反応らしい反応はない。

「……ったく。面倒くせえなぁ」

　機械仕じ掛かけの巨きよ大だいな剣けんを肩に担かついだ若者がかったるそうに呟いた。

「仕方がないでしょう。こっちは大義名分を背せ負おった『正義の味方』です。作法は守るに越した事はない」

　舘たて征臣は、淡たん々たんとした声で答える。

「まあその理り屈くつは俺だってわかってるよ？　だけど、せっかく俺様がこうして参戦してるのに、ほとんど出番がないってのはストレス溜たまるよ。舘君、参さん謀ぼう長ちようなんだからもっとこう俺様の活かつ躍やくの場を作ってくれてもいいんじゃねえの？」

　口元を緩ゆるめた若者──桐きり枝え迅じんは馴なれ馴れしい態度で、征臣の肩をポンポンと叩たたく。

　メルクアルラムで「我わが国くにの正統なシャムリー」──即すなわち、当代の救世主として扱われている戦士だ。かつてはよく言えば秘蔵っ子、悪く言えばお飾かざり扱いで城の奥おくで厚こう遇ぐうという名の軟なん禁きん状態だった彼かれも、今は最前線に赴おもむいている。

　ただし相も変わらず、実戦の機会はほとんどないのだが。

「桐枝さんが加わっている事が、今の宣告と同様に我々の正しさの証明になる。けれど同時に、万一にも戦死させる訳にもいきません。まあ、ゆったりと構えててくださいよ」

「だけどなぁ。その救世主が毎度毎度お客様ってのもつまんねえぜ。やっぱ華はな々ばなしく活躍させてくれよ」

「見てくださいよ、ジグラム軍の連中を」

　征臣は、平原の反対側に列を成す敵軍を指差す。

　客分扱いであるシャムリーは別にして、全軍が部隊や兵科ごとの制服で統一されているメルクアルラムに対し、ジグラム軍は明らかに洗練されていない。

　装備は不ふ揃ぞろいで、衣服も鎧よろいもバラバラのために遠目にも隊列が斑模様に染まって見える。ウーティシオ人らしき兵士も数だけは多いものの、剣を持つ者も槍やりを構える者も混在し、合理的な戦闘単位として編成されてはいない。

　シャムリー個人の威い名めいと数に頼たよった単純な力押おしだけで、周辺諸国を荒あらしてきたのだ。

「あんな連中は救世主が剣を振ふるうべき敵じゃありません。僕が組織した部隊だけで充分対処できます」

「しかしだな、舘殿どの」

　声をかけてきたのは、四角い顎あごに髭ひげを蓄たくわえた巨きよ漢かんだった。左右色いろ違ちがいの瞳ひとみはガルムガクス人の証。

　メルクアルラム軍の総指揮官であるガラハン将軍である。

　迅同様、彼の参陣じんがこの遠えん征せい軍ぐんに諸国の盟主による正当な行こう為いという大義名分を与あたえる。

「ジグラム軍を率いているのは凡ぼん百ぴやくの者とは異なる強力なシャムリーらしいぞ。何でも巨大な鉄のカラクリを〈武具〉として出現させるという話だ」

「手に負えないシャムリーの相手は、僕が引き受けます。それでも足りない時は、救世主の出番でしょう」

「おうよ。任せとけって」

　視線を向けられ、迅が胸を叩く。

「まずは敵の通常部隊を壊かい滅めつさせ、噂のシャムリーを戦場に引きずり出しましょう」

「うむ。おふた方とも頼たのんだぞ」

　征臣に応え、ガラハンが右手を高く掲げる。

　それを合図に、背後に居並ぶ兵士たちが一いつ斉せいに武器を構える。

　こちらの動きを臨戦態勢と見たジグラム軍が、一斉に前進してきた。手にした鋼の武器が陽光を受けてぎらぎらと輝かがやく。

　旧来の戦術であればメルクアルラム軍も前進し、迎え撃うつところだ。

　しかし、こちらは仮設の防ぼう護ご柵さくの内側で隊列を整え、じっくりと敵を引きつける。

　ジグラム軍は徐じよ々じよに勢いを増して接近してくる。

　そして──。

「撃てーっ！」

　号令と同時にガラハンが腕うでを振り下おろす。

　一斉に鳴なり響いたのは、高らかな銃じゆう声せい。

　鉛なまり玉を浴びてジグラム兵は呻うめき、倒れる。

　運よく命中を逃のがれた者、あるいは傷の浅い者が果か敢かんに進軍を続けるが、そこへメルクアルラム軍の第二射が襲おそいかかった。

　更さらに近い距きよ離りでの命中弾だんが、確実に敵兵の動きを止める。

「あれは〈武具〉か？　メルクアルラムには何人シャムリーがいるんだ？」

「違う！　ガルムガクス人だ！　ガルムガクス人なのに〈武具〉と同じ事を！」

　未知の攻撃に恐きよう慌こうを来したジグラム兵の中には、振り返かえって退たい却きやくしようとする者まで現れた。元々粗そ雑ざつだった隊列が乱れ、混乱する。

「よし！　主力部隊、突とつ撃げき！」

　ガラハンの号令を受け、柵さくの内側からメルクアルラム兵が飛び出だす。

　金属板で補強された革鎧で身を固め、武器は剣と槍。基本的な装備はジグラム軍と同じだが、武装の品質と練度はこちらが上だ。足並みを揃そろえても進軍速度は落ちず、壊かい走そうする敵の背後から襲いかかり、確実に仕留めていく。

　征臣の発案で、メルクアルラム軍は小しよう銃じゆうの実用化に成功していた。

　命中精度や威い力りよくよりも充分な数を揃える事を優先したため、ライフリングも切っていない簡単な構造の先込め単発銃じゆうだが、革鎧よろい程度ならば容易たやすく貫かん通つうできる。この世界においては圧あつ倒とう的てきな力だ。

　白兵戦を行うのは従来からの戦士階級。銃じゆう器きを担当するのは元々弓兵だった者が半分足らず、過半数は新たに募つのられた市民兵だ。元々ガルムガクスでは直接剣を交える事が誉ほまれで飛び道具を軽視する文化があるため戦士が新しん奇きな兵器を好まなかったというのもあるが、何よりも大きかったのは征臣の進言だった。

『銃は、剣に取って代わるものではありません。これまで通りに剣を振るい前線を支える戦士と、遠えん距きよ離りからの射しや撃げきを組み合わせる事によってより強い軍隊が編成できるのです』

　シェナ女王とガラハン大将軍を納得させたこの提案に嘘うそはない。

　ただ、もうひとつ影かげの意図があるだけだ。

　この世界の万ばん人にんに、他人を殺し得る力を与えるという真意が。

「て、てめえら！　逃げるんじゃねえっ！　前向いて戦え！」

　ウーティシオ人のジグラム軍士官が叱しつ咤たするが、一度恐慌で瓦が解かいした戦線は容易には立て直せない。兵士の数が多く、士気が低ければ尚なお更さらだ。ジグラム軍は少数のウーティシオ人が恐きよう怖ふと暴力で元々のガルムガクス人を支配し、死地へと押し出しているのだから。

「僕が行きますから、将軍は部下を交代させて下さい。反はん攻こうする敵がいれば、小銃部隊で対応を」

「うむ。頼んだぞ」

　前線の様子を視し認にんし、征臣が駆かけ出す。

　彼に重なるように黒い影が滲にじみ、実体を顕あらわしていく。

　前ぜん肢しの代わりに皮ひ膜まくを張った翼つばさ、鋭するどい爪つめを備えた後こう肢し、長い首の先に備わっているのは牙きばを並べた爬は虫ちゆう類るいの頭、尾おの先せん端たんには刃やいばを思わせる鋭い棘とげ。

　顕けん現げんした漆しつ黒こくの飛竜ワイバーンは主を乗せて高らかに舞まい上あがり、高速で一気に戦場のただ中へと飛びこむ。着陸はしない。敵の剣や槍が届かないよう高度を保って旋せん回かいしたまま、背に負った銃を構える。携けい行こう性を重視し、銃じゆう身しんを短めにした征臣専用の品だ。

　上空から一射、敵兵が固まっているあたりに撃ちこむ。直ちよく撃げき弾だんはなくとも、音だけで敵兵を散らす効果がある。

「銃器は恐ろしい」という認にん識しきがジグラムの兵士たちにも広まっているからだ。

　単発銃なので一度上じよう昇しようして安全を確保。次弾を装そう填てんする。先込め式だが早合──弾だん丸がんと火薬をひと纏まとめにした一種のカートリッジ──を用いているので、一分もかからずに作業は完かん了りようする。

　異様な怪かい物ぶつの姿と銃声で三々五々逃にげ出すジグラム兵の流れの中心に、敵軍を統すべるシャムリーの姿を見つける。

　他の者のように、ガルムガクス風の軍服や鎧を身につけている訳ではない。着用しているのはヘルメットまで備えたパイロットスーツのレプリカだった。もちろんこちらの世界では調達不能だからあちこちくたびれ、解ほつれを繕つくろっているが。

「貴様がメルクアルラムの舘征臣か？」

　どうやらこちらの名前は伝わっているらしい。

　相手の誰すい何かには答えず、トリガーを引く。

　銃身も短いので、命中精度は低い。弾丸は相手の足あし下もとで土を撥はね上げるだけ。構わない。これも目的は威い嚇かくだ。

「けっ！　そんな豆まめ鉄でつ砲ぽうでビビるか！　こっちはガルムガクスの野や蛮ばん人じんじゃねえんだ！　見ろ！　俺おれの力を！」

　ドンっ！

　ジグラムのシャムリーが叫さけぶのと同時に轟ごう音おんが響いた。

　巨大な〈武具〉が瞬しゆん間かん的てきに実体化した事により、空気が押しのけられたのだ。

　巻き起こった風が、周りにいたジグラム兵を吹き飛とばす。中には地面に叩き付つけられた弾はずみに頭を打ったり首を折ったりして絶命した者までいる。

「どうだぁ！　見たか！　はぁはははははははははっ！」

　機械的に変調した声が高笑いする。

　さっきまで何も無かった平野に、巨大な機械が出現していた。

　二〇メートル近い全長、一三メートルに及およぶ翼幅、滑なめらかな機体表面を覆おおうのは空に溶とけこむライトグレーの塗と装そう──地上最強の戦せん闘とう機き、Ｆ－22ラプターがこの男の〈武具〉だったのだ。

　ガルムガクス人にとっては、乗り物や道具ではなく「建造物」としか思えないサイズ。

　存在するだけで多くの者を圧倒し、畏い怖ふさせる兵器だ。

『そんなトカゲと火ひ縄なわ銃じゆうで、戦闘機に太た刀ち打うちできるかぁ！』

「……馬ば鹿かが……」

　増ぞう幅ふくされた声で威嚇する男に対し、征臣は短く吐き捨すてただけだ。

　重苦しい響きを上げ、機き関かん砲ほうが火を噴ふく。

　しかし飛竜ワイバーンはそれを避さける機動をする必要さえなかった。

　ただ真正面に、真まっ直すぐ放たれるだけなのだから。

　ラプターの固定武装は機関砲一門のみ。その他、胴どう体たいのウェポンベイ内に収められた爆ばく弾だんやミサイルがあったとしても地上では使い道がない。地面に這はいつくばったままの猛禽ラプターなど鶏チキンにも劣おとる。

「ジグラムの人間をこき使うなら、離り陸りくするための滑かつ走そう路ろを造らせるべきだったな」

　ここは平原と言っても起き伏ふくもあるし、岩なども転がっている。Ｆ－22は短距離離着陸ＳＴＯＬ性能も重視しているが、それでも離陸には一〇〇〇メートル程度の距離を要する。整備された滑走路がなければ、世界最強の戦闘機も不格好な固定砲ほう台だいに過ぎない。

　己に与えられた力の上に胡座あぐらをかき、それを誇こ示じするだけで得られる賞賛や利益を甘かん受じゆするだけで満足し、実際に活用するための努力も準備も怠おこたった──そんな敵を恐れる必要などない。

　その力が、どれほど強くてもだ。

　敵の攻撃が絶対に届かない側面後方へと回る。真後ろでは、ジェットの噴ふん射しやを受ける恐おそれがある。飛竜ワイバーンの足に手て頃ごろな岩を掴つかませ、再上昇。ラプターの真上からそれを落とす。重力に引かれた岩石が機体に命中する。

　メルクアルラム製の小銃では、至近距離であってもラプターには通用しない。ならばより大質量の物体を、より大きな運動エネルギーで叩き付けるだけだ。

　金属と合成樹じゆ脂しの複合素材による強固なモノコック構造として顕現している機体も、あくまでシャムリー自身の精神の実体化。個人差もあるが大型で威力の大きな〈武具〉ほど維い持じが難しい傾けい向こうがある。

　征臣の飛竜ワイバーンがそうであるように持続時間などは修練と経験で鍛きたえ、向上させる事も可能だが、このラプターが飛んだという情報は記録にない。

　つまりほとんど実戦を経へていない。

　最初に戦ったツングースカ対空自走砲ほうがあれだけ自在に動き回れたのは、使い手である射水がプロの格かく闘とう家かとして並外れた体力と闘とう争そう心しんを持ち、何度も〈武具〉を駆く使しして戦っていたから──幾いく多たの戦いを経た征臣の結論だ。

「ひっ！　ひぎゃっ！」

〈武具〉に与えられたダメージはシャムリー本人の苦痛や消しよう耗もうとなり、意志が萎なえれば実体化は解ける。

　醜しゆう悪あくな悲鳴が何度か繰り返され、闇やみ雲くもに吐き出されていた機関砲の弾丸も途と切ぎれる。

　ラプターを維持する事ができなくなると同時に、シャムリー本人がコクピットの高さから地面に墜つい落らくした。

　既すでに無力なこの男にとどめを刺さすのは容易い。しかし征臣はそうせず、上空で旋回しながら飛竜ワイバーンの翼を振り、味方にサインを送る。指示を受け取ったメルクアルラム軍が無言で前進する。

　整然とした隊列、規則正しいリズムを刻む軍ぐん靴か。

「ま、待てっ！　誰だれか！　誰かいねえのか！　俺を守れ、守れよ！」

　全身打だ撲ぼくでまともには動けないシャムリーにメルクアルラム兵が襲いかかり、いくつもの剣けん先さきが突つき立たてられる。レプリカのパイロットスーツが噴き上がった鮮せん血けつで赤く染まる。断だん末まつ魔まの悲鳴を上げる余よ裕ゆうさえ与えない速すみやかさ。

　それは既に合戦の一部ではなく、単なる処しよ刑けいだった。

　これでいい──飛竜ワイバーンの上で、征臣は頷うなずく。

　飛竜ワイバーンの爪や牙で仕留めるのは簡単だ。しかし、それでは強力なシャムリーが他のシャムリーを倒たおすという従来の常識が繰り返されるに過ぎない。ガルムガクスの人間がシャムリーの命を奪うばうという実績を、実感を、出来るだけ多くの人間に持たせる事が重要だ。

「大将軍ガラハンが命ず！　本来のジグラム人の兵士が降こう伏ふくしたのであれば受け入れよ！　ウーティシオ人の命いのち乞ごいは許すな！」

　勝敗の決した戦場に野太い声が響き渡る。

　そして、指示通りの行為が粛しゆく々しゆくと実行される。

「ま、待てっ！　助けてくれ！　俺たちは上の命令に従ってただけで……っ！　降参する！　これからはそっちの国の兵士として働くから！　頼むっ！」

　シャムリーではない、普ふ通つうの剣で武装したウーティシオ人が跪ひざまずき、頭を地に擦こすりつけて懇こん願がんする。脇わき腹ばらと太ふと股もも、二箇か所しよに穿うがたれた銃じゆう創そうからはまだ血が流れている。

　まるで哀あい訴そが耳に届いていないかのように、メルクアルラム兵は晒さらされた首筋に剣を振り下ろす。

　無む慈じ悲ひ──というよりは事務的でさえあるその光景に、ガルムガクス人の敗残兵たちは我先にと武器を放ほうり捨て、恭きよう順じゆんの態度を示す。

　これまでは一時代にひとりだけだったシャムリーが複数同時に出現した事こそが、現在の戦乱を生んでいる。秩ちつ序じよを乱すウーティシオ人を厳しく罰ばつするのはメルクアルラムの責任とも言える。

「ひ……ひぃ……っ！　こ、殺されてたまるかぁっ！」

　自棄やけになったシャムリーのひとりが〈武具〉である戦せん斧ぷを振りかざし、闇雲にメルクアルラム軍に突撃してくる。

　パン！

　軽く、乾かわいた銃声が響く。

　若い兵士の小銃がシャムリーの太股を射い貫ぬいたのだ。

「ひぎっ！」

　悲鳴が上がる。

　片足が不自由になった男は自らの勢いのせいでそのまま地上を転がり、零こぼされていた誰かの血に塗まみれる。

「負けた時の覚かく悟ごも出来てねえ奴やつが、ひょいひょい戦場に出てくるんじゃねえよ。せめて潔いさぎよく死ぬのが、戦士の最後の見せ場だろ？」

　倒れている男の前に、迅が躍おどり出でた。

　Ｂｗｗｗｗｗｗｗｗｗ……

　無数の歯車やクランクで構成された剣が作動音を上げる。

「た、助けてくれよ！　お、同じ日本人だろ！　同じあっちの人間じゃねえか！」

　血と泥どろの中でのたうちながら、男が迅を見上げて懇願する。

「バーカ。お前、そういう立ち位置で戦争してたか？　ジグラムって国に属してるつもりだったんだろうが。都合で日本人とか切きり替かえんなよ、タコ。それに俺、日本人っつーよりこっちの世界の救世主様だし、仕事はきっちりやらなきゃな」

　唸うなる機械剣が振り下ろされた。

　無慈悲で非人間的なベルトコンベアに巻き込まれたが如く、無様な男は無様な肉にく片へんへと分解され、赤い霧きりと汚お泥でいとなって散布される。

　返り血の飛沫しぶきが、僅わずかに迅の袖そでと胸むな元もとを汚よごした。

「やっぱこういう仕事はつまらねえ。ゴミ掃そう除じじゃなくて、早く大物と戦いたいぜ」

〈武具〉を消して顔を上げてぼやく。

　上空には、引き返してきた征臣が──飛竜ワイバーンがいる。

「言ったでしょう。貴方あなたの手を煩わずらわせるほどの相手ではないって」

　征臣も飛竜ワイバーンの実体化を解き、地上に降り立つ。

「けどよ、まるっきり暇ひましてんのも嫌いやなんだよ。少しは現場で格かつ好こいいところ見せないと、救世主らしくねえだろ。お前が編成した小銃部隊が優ゆう秀しゆうなおかげで、俺の出番がちっとも来ねえ」

「そのうち大魔ま王おうでも出てくるのを期待してください」

「征臣ちゃん、お前、冗じよう談だんはあんまり上う手まくないぜ。こっちの世界、国と国の戦争はあるけど魔王とかモンスターとかいないじゃん。お前の〈武具〉みたいなのは別だけどよ。それとも征臣ちゃんがドラゴンつれた魔王の役でもやってくれるかい？」

「ドラゴンじゃない。飛竜ワイバーンです」

「こだわるねぇ。似たようなモンなんだからどっちでもいいじゃん」

　血に汚れたままで軽口を叩く迅から、征臣は思わず目を逸そらした。その視界に、ひとりの兵の姿が映る。

「あ、あの……っ！」

　小銃を大事そうに抱かかえたメルクアルラム人で、まだ少年と言っていい年とし頃ごろだ。知的で真しん剣けんだがあどけなさを残した面おも差ざしは、恐おそらく一二か一三というあたりか。

「君はさっき、斧おので襲いかかってきた敵兵を狙そ撃げきしていたな」

「そ、そうですっ！　舘様に直々にお声をかけていただけるなんて光栄ですっ！　僕ぼく……あ、いえ。自分はゼートと言います」

　緊張と歓かん喜きの入り交じった表情で少年兵は背筋を伸のばした。名前に続き、素す性じようや経歴も簡潔に語る。

「あれは、最初から脚あしを狙ねらったのか？」

「は、はいっ！　頭は骨が厚くて銃じゆう弾だんが止められる恐れもあると教本にも書かれていましたし、鎧のない部分なら、脚を打てば止められるかと思って……」

「いい腕だ。その調子で励はげむように」

　ゼートの肩かたに手を置き、征臣は笑え顔がおを向けた。

　激情に駆られた敵の予期せぬ動きに素す早ばやく反応しただけでなく、動く標的に対して狙った場所にきちんと当てるだけの腕もある。集団戦の運用を重視しているため、銃の威力も命中精度も後回しにしている中で、この技量は大したものだ。

　ゼートは元々戦士の家系ではなく、メルクアルラムの国民ですらない。半年ほど前、メルクアルラムが部隊を派は遣けんして暴君の支配から解放した土地で、義勇兵の徴ちよう募ぼに応じて小銃兵を務めているのだという。

　この世界は文明レベルの割には識字率は高い。ただ、都市部では本来のガルムガクス語は八割以上、日本語の基本的な読み書きでも五割を超こえるのに対して、農村部では日本語の会話が出来る人間は珍めずらしくなくても、読文の方は三分の一を切る。

　小銃の手引き書はもちろん征臣が主導して作成した。ガルムガクス語だが「引き金」「銃身」「照星」などこれまでこちらの世界に存在しない概がい念ねんが多いため、どうしても新しい造語が増えて難解なものにならざるを得なかった。

　それを充じゆう分ぶんに読み込んでいるという事からも、ゼートの熱心さが窺うかがえる。

　征臣の言葉は形だけではなく、率そつ直ちよくな賞賛が漏もれ出たものだった。

「ありがとうございますっ！　自分がこうして戦えるのも、舘様が銃を作り、与えてくださったからです」

「舘様には、ご家族がいらっしゃいますか？」

「両親は向こうで健在……のはずだ。もう会う事もないだろうが」

　もうひとり。既に存在しない、最も大切な人の事は口には出さない。

「あっ！　そ、そうでしたね。申し訳ありません。不ぶ躾しつけな事を……」

　何度も何度も、ゼートが頭を下げる。

「別に気にしていない。君はどうなんだ？　自分の家族の事を、話したかったんじゃなかったのか？」

「は、はい。そうです」

　ゼートが言うには、大工だった父も、姉も、非道なシャムリーの手で殺されたという。

「姉さんは優やさしく、美しい人でした。早くに死んだ母さんに代わって僕を育ててくれたんです。それを……奴らは僕の目の前で姉さんを……。そのまま首を絞しめて……」
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　曖あい昧まいに言葉を濁にごしたが、それ自体が何が起きたかを雄ゆう弁べんに物語っていた。

　姉の死。

　その言葉は、征臣にも否いや応おう無なしに己おのれの境きよう遇ぐうを思い起こさせる。

「若い女性は、ほとんどが同じ目に遭あいました。姉さんみたいに手にかけられるだけじゃなく、連中の慰なぐさみ者ものとして生かされた女の人もいます。それなのに、街の人たちはシャムリーの力には逆らえなかった。いえ、他人事みたいに言うのは卑ひ怯きようですね。僕も、結局奴らの好き放題にさせるしかなかったんです。あいつらは本当のシャムリー……戦乱を治める英えい雄ゆうなんかじゃない。ただ〈武具〉を出す力を持ったならず者だっていうのに」

　単にシャムリーが強いという事実だけではない。異世界からの来訪者は救世主であるという常識が、抵てい抗こうの意思を抑おさえ込んだのだ。

「何も出来ない、世界はこのままなんだって諦あきらめかけていました。だけど、そこへメルクアルラム軍が来てくれた！　そして僕らにも戦えるって教えてくれたんです！」

　まだ熱い小銃を大切そうに抱だきしめたゼートは、きらきら輝く眼まな差ざしで征臣を見上げる。

　その肩に、征臣はそっと触ふれた。

「その心がけは立派だ。けど、与えられた事に満足していてはいけない。それを君たち自身の力にしていくべきだ」

　単に銃器を使いこなすという意味ではない。

　ガルムガクス人の手で改良を加え、自在に生産出来るようにするべきという願いを込めて告げる。

「はいっ！」

　元気よく答えてもう一度礼をして、ゼートは隊列へと戻もどっていった。

　ひゅう──と迅が口笛を鳴らした。

「人気者だねぇ、舘君。俺よりも君の方がよっぽど英雄みたいじゃないの。こりゃ俺も、本当の英雄としてはうかうかしてられないな。少しはああいう子供にもウケるよう活かつ躍やくして実績積んどかねえと」

「違ちがいますよ。僕は、英雄なんて器うつわじゃないし、そんなものになる気もありません」

　英雄と征せい服ふく者しやは同じカードの表おもて裏うら──いや、写る影が異なるだけで同じひとつの立体だ。角度によって円柱の影かげ絵えが丸になったり四角になったりするのと同じで。覇は者しやの圧政を拒こばむ社会は、同時に救世主が存在する余地もない。

　征臣の視線が、西の山さん嶺れいへと向けられる。

　派は遣けん軍ぐんの使命はジグラム討とう伐ばつで終わった訳ではない。あの山を超えた沿岸地帯では、シャムリーに率いられた、あるいは押おし立てたいくつもの勢力が覇はを競きそっている。

　そしてその先の海かい峡きようの向こうでは、英雄という呼び名に相応ふさわしく、自らその呼び名に胸を張る男が自分を待っているのだ。







第二章　　人間の国







　メルクアルラム派遣軍は、当分の間ジグラムの地に駐ちゆう留りゆうする事になった。

　現地の治安を回復するという名目に加え、兵士たちの心身を回復させるための休息も必要だ。

　最初の〈統一者〉が残した武士道が規き範はんとして尊ばれている事もあり、この世界の戦士のモラルは高い。打ち破った敵地でも過度に羽目を外す事はないし、掠りやく奪だつや暴行などは以もつての外ほかとされている。

　近年それを知らぬ一部のシャムリーが欲望のままに暴れた訳だが、メルクアルラム軍は諸国の盟主という誇ほこりに加え、女王の訓示が徹てつ底ていされているので兵士たちの規律は維持されている。もちろん不満が出ないように酒や休養、報ほう奨しよう金きんなども充分に与あたえるようにしているからでもあるが。

　電話や無線といった通信手段がないせいもあり、最高位の武官であるガラハン大将軍が自ら遠えん征せいし、いちいち本国の裁可を仰あおがずとも現地の判断である程度の方針を定め、実行する形となっている。

　ひとつの目標を攻こう略りやくした後、いちいちメルクアルラムには戻らない。派は遣けん先さきで前線司令部として確保した街で補給と再編を進めながら情報を収集し、そのまま新たな敵地へ歩を進めるのも可能。事実、ジグラムへもそうやって進軍してきたのだ。

　そうして次戦の準備を進めている中、降伏した敵兵から興味深い話が聞こえてきた。

　ここ半年ほどで数人のシャムリーが国を離はなれ、行方ゆくえ知れずになっているという。噂うわさでは山の向こう、海峡地方で勢力を伸ばしている新興国ヒューマン・ネイションに合流しているのだとも。

　それ以外にも、かの国に関して不ふ愉ゆ快かいな情報がいくつか。

「ヒューマン・ネイション？　何とかラムってのじゃねえのか？」

　白いクロスに覆われたテーブルに肘ひじを突き、焼いた鳥腿ももにかぶりつきながら迅じんが尋ねた。言葉にくちゃくちゃという咀そ嚼しやく音おんが混じっている。

　ここは拠きよ点てんとしている街で、将官の宿舎兼けん司令部として借り上げている屋や敷しきの食堂だ。総指揮官であるガラハン大将軍と数名の参さん謀ぼう、そして征まさ臣おみと迅というふたりのシャムリーが昼食会を兼かねて状じよう況きようを確かく認にんしている。

　ジグラムを下して三日。

　前線には兵力の一部だけを残して残敵の掃そう討とうに当たらせ、旧ジグラムの高官たちをメルクアルラムの武官文官が指導して体制回復を進めている。

　状況だけを見れば、ジグラムの土地を全すべてメルクアルラムが占せん領りようしてしまうのも容易たやすい。しかしそれでは負担が大きくなるし、ジグラム人の反発を招く恐れもある。何より、征せい服ふくという形を取ればメルクアルラムの正当性が揺ゆらいでしまう。

　銃じゆう器きの使用や民兵の募ぼ集しゆうなど手段は新しくても、あくまで〈統一者〉以来の伝統に則のつとって本来の秩序を取とり戻しているだけというのが、諸国の盟主でるメルクアルラムの立場である。

　もっとも額面通りではなく、新たなジグラムはメルクアルラムの方針に従う事実上の属国となるように誘ゆう導どうはしているのだが。

「奇き妙みような名だの。まあ、何やら胡う散さん臭くさい国らしいが、どうせまた新参のシャムリーが建てた国であろうて。まずは調査し、秩序と伝統に従うよう勧かん告こくする。それを聞き入れず我らに刃は向むかい、ガルムガクスの民草に害を成すようであれば例の通り我わが軍が然しかるべき罰を与えてやればよいだけの話だ。わははは」

　ガラハンは豪ごう快かいな見た目にそぐわず、フォークとナイフをちまちまと動かして綺き麗れいに骨から肉を剥はがしていく。武家の名門出身なので、上流社会のマナーは完かん璧ぺきに身につけているのだ。

　最上席で笑う大将軍の言葉に、他ほかの幕ばく僚りようたちも笑顔で頷く。

　単なる追従ではない。元々国力が大きい上に小しよう銃じゆうという新兵器の量産もあって、メルクアルラム軍はこれまで大した苦労もせず、連戦連勝で東亜あ大たい陸りくを横切ってきたのだ。

「しかしその国に関してはいろいろとよからぬ話も聞こえてきます。我々が諸国の盟主であり、最大の大国としての務めを果たすのであれば、民草を苦しめるような国には然るべき罰を下さねばならんでしょうな」

「その通りだ。今の我が軍には充分な力があるからな。正直、最初はどうかと思ったがあの銃じゆうという武器はよいな。遠えん距きよ離りから一方的に敵を射るというのは武人の道にそぐわぬものの、そもそも道に外れたシャムリーとその軍相手にこちらが礼を尽つくさねばならぬ道理もない。我が方の損害を減らし、諸国の盟主としての務めを果たせるならばそれが最良」

　参謀たちが、僅かな媚こびを含ふくんだ視線を征臣に向ける。

　メルクアルラムが旗印に立てる「正統なシャムリー」である迅は別格扱あつかいとして、征臣は正式な階級役職はないものの軍内部では事実上ガラハンに次ぐ第二の地位にある。銃生産の提案と指導の功績はもちろん、唯ゆい一いつの飛べるシャムリーとして戦場での偵てい察さつや誘導、更さらに本国との連れん絡らくなど征臣しか出来ない仕事も多い。

　それに何より、シェナ女王からの信しん頼らいが篤あつい。

「注目すべきはヒューマン・ネイションとやらだけではないぞ。西亜大陸ではラウフラムという国が勢力を伸ばし、海峡近くにまで迫せまっているというではないか」

「しかしその国は、逆に民草を手厚く扱っているそうだ。それならば我らメルクアルラムが諸国の盟主として命ずれば恭順するかも知れん。場合によっては西方の護まもり手として取り立ててやれば無む駄だな争いは避さけられよう」

「我が国くにの権けん威いに従うつもりならば『新たなる統一者』などという不ふ遜そんな自じ称しようはすまい。いずれ討うち倒さねばならぬ相手には変わりない」

　参謀たちの話題が、もうひとつの注目対象へと移る。

　感情を抑えているつもりだが、征臣は眉まゆのあたりが強こわ張ばるのを自覚してしまう。

「おお、そういえばラウフラムというのは舘たて殿どのが最初に降り立った国ではないか。確か、旧友を残してきたとか」

「お？　そうなの？　じゃあその『新しい統一者』とかって奴、舘君の友達な訳？　だったら正統派救世主の俺おれに喧けん嘩か売ってるって事？」

　さすがにガラハンはラウフラムという国名を記き憶おくしていた。さらに迅も興きよう味み津しん々しんの表情でテーブル上に身を乗り出だす。

「……彼かれがそう名乗りだしたのは、僕がラウフラムを離れてからですからね。真意はわかりませんよ」

　興味のなさそうな態度を示して、口をナプキンで拭ぬぐう。

「ヒューマン・ネイション、ラウフラム両国の情報をもっと集めておいた方がいいでしょうね。ある程度まとまったら、僕が王都へ報告しましょう。場合によってはこの地で補給と再編を済ませ、すぐさまその国を誅ちゆうする沙さ汰たが下るかも知れません」

「うむ、頼たのんだぞ。何しろ並の伝令の三倍も四倍も速いからな、飛竜ワイバーンは」

「少々用事もありますので、これで失礼します」

　ガラハンに会え釈しやくし、一大は席を立った。

　屋敷を出ると、一いつ般ぱん兵の訓練場へと足を向ける。

　上層部に届く話だけでは不足や偏かたよりが生じる。なるべく一次情報に近いものを直接収しゆう集しゆうした方がいいし、顔を売る意味もある。

　将軍たちが広くて豪ごう奢しやな屋敷を使っているのに対し、一般兵は民家や納な屋やなどに押し込められている。健康管理や士気の維い持じという点から考え、なるべくよい待たい遇ぐうをとは征臣もガラハンも主張はしているのだが、どうしても大人数が移動すると住まいはままならない。

「構えーっ！　撃てっ！」

　号令に続いて、銃じゆう声せいが響ひびく。

　訓練場になっているのは、戦争のあおりで放ほう棄きされた牧場だった。

　兵士たちが隊列を組み、修練を繰くり返かえしている。銃そのものの性能の限界もあって精密な狙撃などは元から期待していない。数を頼んだ一いつ斉せい射しや撃げきなら、誰だれかの弾がどこかに当たるだけで充分なストッピングパワーとなる。

　ガルムガクスでは鎧よろいは革かわ製せいが主流だし、装そう甲こうされた兵器を〈武具〉にするシャムリーにはどうせ通じないから別の手段を講じるしかない。

　だからこそ数を揃そろえる事を優先し、弾だん薬やくの安定供給を重視したのだ。

「あ、舘様！」

　休きゆう憩けいしていた若い兵が、征臣を見つけて駆かけ寄よってくる。

　まだあどけない顔には見覚えがあった。先日の戦せん闘とうの後で話をしたゼートという少年だ。

「ご視察ですか？」

「……ん」

　はっきりと言葉にはせず、曖昧な肯こう定ていを返す。

「自分のような者がいきなり声をかけたりして、ひょっとして失礼でしたでしょうか？　申し訳ありません」

「別にそれは構わない。僕は異い邦ほう人じんだし、ガルムガクスの人たちからいろんな話を聞くのは重要な事だ」

「そうなんですか。やっぱり舘様は広い視野でいろんな事を考えてるんですね。仲間の中には桐きり枝え様よりも舘様の方が本当のシャムリーとして、この時代の戦乱を治めるに相応ふさわしいと言ってる奴も沢たく山さんいます」

「そうじゃない！」

　賞賛したつもりだったのだろう。

　語気を強めて叫さけんだ征臣に、ゼートは驚おどろいて身を強張らせる。

「あ……、悪い。別に君を咎とがめた訳じゃない。ただ、君たちのような若者には、そういう考えそのものを改めてほしい」

「そういう考え、とは？」

　ゼートがきょとんとした表情で尋たずねる。

「シャムリーが戦乱を治めるという考えだ。多くのシャムリーが出現した以上は、今までの常識は通じない。悪いシャムリーと正しい本当のシャムリー、本当のシャムリーと紛まがい物もののシャムリーがいるのではなく、シャムリーに頼たよらない世界をガルムガクスの人間が自分の手で作っていくんだ。この世界は、本来ここで生まれた人間のものだ。僕たちのように外からやって来た連中に命運を左右されるのは、間ま違ちがっている」

「わかりました。自分たちが銃を手にしているのも、そのためなんですね。ウーティシオから来る人の態度に左右されず、シャムリーの〈武具〉にも対たい抗こうできるように。今はメルクアルラムから供給されるしかありませんけど、いずれ自分たちも祖国を立て直して銃や弾薬を生産できるようになります！」

　征臣は頷うなずく。

　ゼートという少年は単に射しや撃げきが上手いだけでなく、聡そう明めいで理解力も高い。その知性や判断力が銃の腕うで前まえを高めているのだろう。

　こういう若者が何人かでも現れているのなら、それだけで銃器を量産し、普ふ及きゆうさせてきた意味がある。

　ささやかな満足を胸に立ち去ろうとした征臣のポケットから、畳たたんだ羊皮紙が落ちた。

「舘様、落とし物ですよ」

　ゼートが拾い上げた拍ひよう子しにそれが開く。

「これ？　何ですか？　変な絵と記号みたいなものが沢山並べてありますけど？」

　ゼートにとっては意味不明の何を描えがいているのかもわからない抽ちゆう象しよう的てきな図形と、その隣となりに並べられている記号の列。日本語でもガルムガクス語でもない。辛かろうじて読み取れるのは日付と思おぼしき数字だけだ。

「気にしないでくれ」

　言った後で、征臣は息を継つぐ。

　ゼートという少年は知的だ。

　こちらの僅わずかな動どう揺ようを鋭えい敏びんに読み取るかも知れない。

「ちょっとした書き付けみたいなものだ。それと、この事については他言無用で頼む」

　顔に平静さを貼はりつけ、厳しい口調で告げる。自分を尊敬している相手には、不相応に柔やわらかい態度で丸め込もうとするよりもきっぱりと命じた方がいい。

「舘様にとって何か大事なものなんですね。わかりました。絶対に他の人に喋しやべったりしません」

　口くち唇びるを結んだまま一度頷き、征臣はゼートに背を向けて歩き出した。




　内政に注力し、これまでに手に入れた地域の安定を図はかるべき──それが正論なのは大たい駕がにもわかっていた。

　最初に戦った射い水みずの支配地域がそうであったように、西亜大陸では元々の小国が戦乱で消しよう滅めつし、過去の統治機構が利用できない事例が多い。それ故ゆえに元々の支配者が余計な嘴くちばしを挟はさまず、大駕たちがスムーズに受け入れられているという一面もあるのだが、どうしても大駕と彩あや芽めが前線に出向きがちになるために内側の事には目も手も届きにくい。

　国境線が長くなったのでその防備も重要だし、参集した者同士の諍いさかいもある。幸いにして今のところは発生していないが、ラウフラム領内に新たなシャムリーが出現して内乱の起点になるというケースも想定しなければならない。

　だが、そこまで理解した上で決めた大駕の方針を翻ひるがえさせる者が現れた。

　毛利を破ってから十日ほど過ぎた頃ころに訪たずねてきたひとりの難民である。

「お噂に聞く〈新たなる統一者〉の神かみ和わ住ずみ大駕様がこちらに陣じんを張っていると聞き、何としても伝えねばならぬ事があり……」

　襤褸ぼろを纏まとい、折れた木を杖つえ代わりによろめきながら現れた壮そう年ねんのガルムガクス人はそう訴うつたえた。今はやせ衰おとろえてはいるものの、鍛きたえられた心身が仕草や眼差しから窺える。

　保護され、温かいスープを与えられてようやく人ひと心ごこ地ちついた男──ギオンは自らを小国の戦士だったと名乗った。

　名指しされた大駕に加え、彩芽と真ま羽う、更にこの地域の情勢についての知識不足を補うために毛利が同席して彼の話を聞く運びとなった。

「こうして大駕殿どのに救いを求めるのも、既すでに我が祖国が完全に消滅してしまったため。あの……おぞましきヒューマン・ネイションによって滅ほろぼされてしまったのだ」

「おぞましきってのは？」

　戦士の言葉に引っかかりを覚えた大駕が訊ねる。

　今は戦乱の時代だ。強国が弱者を討ち滅ぼすのは、肯定し難がたい事ではあるがありふれている。これまでいくつもの敵と戦い、多くの難民や敗残兵を受け入れてきたが、敵に対して憎にくしみを越こえた嫌けん悪おと侮ぶ蔑べつを耳にしたのは初めてだ。

「かつての我が国でも、到来したシャムリーを旗はた頭がしらに戴いただいて近きん隣りんの国と戦っていた。その時は私もひとりの誇りある戦士としてシャムリーの力には及およばぬまでも剣けんを振ふるっていたのだ。だが、そのシャムリーはヒューマン・ネイションの首しゆ魁かいであるあの女……ナタリ
ー・アーバネッドに唆そそのかされて祖国を売うり渡わたした！」

　叫ぶギオンの手が、怒いかりで小刻みに震ふるえている。

「売り渡した？　奪うばい取ったとか、制圧したとかじゃなく？　それにナタリーってのは日本人じゃないのか？」

「日本人というのはウーティシオ人という事か？　よくわからぬ。私が直接あの女を目にしたのは、一度か二度だからな。ただウーティシオの言葉は普ふ通つうに使っていた」

　微び妙みように話がかみ合わない。

　四〇〇余年前を最初の一例とし、その後も幾いく度どとなくガルムガクスに現れたシャムリーは全員が日本人だったという。だからこの世界の人間は向こうの世界に複数の国や民族があるのをちゃんと認にん識しきしていない。だからナタリーという日本人らしからぬ名前にも違い和わ感かんを覚えなかったのだ。

「あの……髪かみや目の色はどうでしたか？」

「私が知る他のシャムリーとは違っていたな。髪は金色だった。目は……遠かったのでよくわからぬ」

　彩芽の質問は的確なものだったが、これでもまだそのナタリー・アーバネッドが外国人であると確定した訳ではない。最初の〈統一者〉が生きていた江え戸ど時代ならいざ知らず、今時髪を染めている若者など珍めずらしくもない。名前だって自称の可能性もある。

　もしも彼かの女じよが日本人でないシャムリーだとしたら、従来の常識を覆くつがえす存在だ。一度に多数が現れるばかりでなく、日本以外の──世界中からやってくるとしたら何が起きるのか。どんな理由があるのか。

「待って。そのナタリーっていう人が何者なのかは、ここで考えたって仕方ないでしょ？」

　些さ細さいなディテールに囚とらわれそうになっていた議論を、真羽が本来の道に引ひき戻す。

「そうだったな。まずその『売り渡した』って件について詳くわしく教えてくれ」

　大駕の言葉に頷くと、ギオンは説明を再開した。

　ナタリー率いるヒューマン・ネイションは周囲の国々に対し、開戦ではなく併へい合ごうを持ちかけてきた。それ自体は戦乱の現代ではよくある話だし、交戦で互たがいに疲ひ弊へいする事を考えれば合理的な提案でもある。しかもニューマン・ネイションは多数のシャムリーと、それ以外のウーティシオ兵を抱かかえていた。

「……普通ではないのはそこからだ。それまではシャムリーは別格に敬われていても、国を支えるのは多数のガルムガクス人だった。しかし奴やつらはガルムガクス人を皆みな奴ど隷れいに堕おとした！」

「奴ど隷れいだと？」

　まずギオンたち戦士が武器を取り上げられた。更に貴族や役人が地位を追われた。それらのある者は処しよ刑けいされ、他のある者は農場や鉱山での強制労働に駆り出された。

　全ての土地は新たな「貴族」と定められたウーティシオ人の保有となり、元来の農民は農地に付属する財産とされた。領内の自由な通行さえ制限され、家か畜ちくのように管理される事になったのである。

　元々この世界も、万ばん人にんの平等を保証している訳ではない。王が国を治め、代々受け継つがれる戦士階級は様々な特権を持っている。

　それでも農民や商人、工人なども己おのれの仕事に誇りを持ち、世を動かす要素として尊重される。かなり居い心ごこ地ちのいい社会だった。

　少なくとも奴隷制度などというものは遙はるかな過去、歴史の中にしか存在しない。

「我が国のシャムリーは、特権に目がくらみ我々を裏切った！」

「何だよ、そりゃ……」

　これまで大駕が知っている最悪の例は、ガルムガクス人を鎖くさりに繋つなぎ、自分が乗る輿こしを運ばせていた射水だ。

　だがあれは個人的な堕だ落らく、悪徳に過ぎない。多数のウーティシオ人を集めていた点もヒューマン・ネイションと同じだが、あくまでも射水元もと保やすという圧あつ倒とう的てきな強者が他人を従えていただけ。

　ヒューマン・ネイションは違ちがう。

　これは悪徳の制度化、構造化だ。

　個人の性格や倫りん理り観かんに拠よらず、そこに加わった者は自動的に悪を為なす事になる。それは自らの決心と判断で行うよりも遥はるかに容易い。全く無自覚のまま、他人の尊厳や生命を踏ふみにじるのさえ可能になる。

「……なるほど、そういう手があったか」

　思わず呟つぶやいてしまってから慌あわてて周囲を見回し、ばつの悪い半笑いで俯うつむいたのは毛利だった。

「あ、その……お、俺はよ。自分で戦って天下を取るってのにロマンとか感じる方だよ。だから大駕さんとだって正面切って戦ったんだしな。だけど危ない橋渡らなくても他人を支配できて、楽してふんぞり返れるなら、トップを目指すんじゃなくて貴族のひとりで満足する奴は沢山いそうだって……そういう話さ」

　慌てて言い訳する毛利に、他の皆みなが苦く笑しようする。

「って事はだ。大駕さんたちが来るタイミングがもうちょっと遅おそけりゃ、俺の部下だったシャムリーもそのヒューマン・ネイションとかに引き抜ぬかれてたって訳だな」

　毛利自身も自軍の戦力強化のためにおおっぴらにシャムリーを募集しているが、事実最近は集まりが悪くなっている事を付け加える。

『そんな奴ら、ぶっ飛ばしちまえばいいんだよ』

　ポン、と音を立てて彩芽の肩かたの上に虎とらのぬいぐるみ人形が現れた。

『確かにじっくり構えている余よ裕ゆうはなさそうじゃな』

　机き上じように胡座あぐらをかく形で出現したのは熊くま。

『私には、ちょっとしたアイディアがあるのだけどね』

　気取った狐きつねが彩芽の頭に腰こし掛かけて短い脚あしを無む理り矢や理りに組む。

「アイディアって？」

『メルクアルラムの派は遣けん軍ぐんが海かい峡きように近づいているんでしょ？　だったらそこに使者を送って、ヒューマン・ネイションを挟み撃うちにするの』

　背中をよじ登ってきた兎うさぎが肩かた口ぐちから顔を覗のぞかせ、真羽の疑問に答えた。

「あ、あの。メルクアルラムはガルムガクス全体の秩ちつ序じよを回復するっていう大義名分を掲かかげていますよね？　だったらウーティシオ人だけが支配階級になってガルムガクス人を虐しいたげる国なんて絶対許さないはずです」

　解説を加えたのは、彩芽自身の口だ。

「……確かに」

　大駕が目を伏ふせて考え込む。

　ここ数年、シャムリーの大量出現によってもたらされた混乱に対し、静観を決め込んでいた東方の大国メルクアルラムがようやく重い腰こしを上げ、諸国の戦火を終息させているという情報は大駕たちの耳にも入っている。

　舘征臣という新しく参じたシャムリーがその動きの中心であり、銃という新兵器が大量に投入されているという事。そして粗そ暴ぼうだったり短たん慮りよだったりするシャムリーや、その尻しり馬に乗った王の悪政に苦しめられていた人々はメルクアルラム軍の到とう来らいに感謝し、解放後は率そつ先せんして新兵の徴ちよう募ぼに応じている事も。

『戦士ではないガルムガクス人まで戦わせるか。わしらのやり方とはまるっきり違うな。もっとも、国力に余裕がなければ銃の生産など出来るものではないが』

『いや。元々国がでけえんだから、ちゃんとした戦士だけが戦えばいいじゃねえか。鉄てつ砲ぽうをやたらとばらまくってのは、俺は納なつ得とくできねえな』

　熊は感心して頷いているのに、虎の方は不満げに顔を逸そらす。

　虎の意見にも一理あるが、少なくとも表面上メルクアルラムと組まない理由はない。

『でも、メルクアルラムの方でこっちまで敵だって思う危険性はないかな？　向こうはシャムリーが主導する国を敵視してるんでしょ？』

『それは充じゆう分ぶん考えられるじゃろう。何しろこちらは〈新たなる統一者〉と名乗っておるのじゃ。向こうにしてみれば、自分たちの権威や伝統をないがしろにする不遜な反逆者という事になるからな』

『ンな話になったらメルクアルラムも敵としてぶっ飛ばしゃあいいんだよ！　あっちはあっちで、征臣や他のシャムリーを戦力に組み込んでるんだろ？　それで俺たちを敵扱いするなんて身勝手が通るかよ！』
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『戦力の違いを考えたまえ。極きわめて合理的に考えるなら、私たちが取るべき道はメルクアルラムとヒューマン・ネイションの交戦を静観。ヒューマン・ネイションが劣れつ勢せいならそのまま放置。逆ならばまずヒューマン・ネイションを滅ぼすのに協力してメルクアルラムに恩を売りつつ、次の手を模も索さくするというあたりだろうね。少なくとも、ヒューマン・ネイションに荷か担たんする手はない』

〈参謀本部ヘツドクオーター〉でも意見がまとまらない。

　単に四体の性格の違いだけでなく、彩芽本人が内心で迷っている証だ。ひとつの事象を複数の観点や価値観で評価できる反面、唯一の結論を選び取り、転進できない決断を下すのが苦手なのだ。

「あ、あの……どうしますか？」

　不安そうな眼まな差ざしが大駕に向けられる。

「やろうよ、大駕君」

　大駕が返答するよりも早く、真羽が身を乗り出した。

「あんな事を言って出て行ったけれど、征臣君だってどんな場合でも絶対に大駕君と戦いたい、対立しなくちゃいけないって決めてる訳ないもの。共通の敵がいるなら……一時的にでも一いつ緒しよに戦う事を考えるはず」

「そうだな……。真羽の言う通りだ」

『それじゃ同盟のための密使を送った方がいいね』

「いや」

　兎の言葉を遮さえぎり、大駕は地図の上に指で線を引く。

「俺たちの現在地はここ。メルクアルラム軍が進出しているのは、このあたりだったよ
な？　挟きよう撃げきするって事は当然、両者の間にはヒューマン・ネイションの本国がある。伝令を送っても途と中ちゆうで発見される危険はでかいし、時間も勿もつ体たいない」

　最も手っ取り早い手段は空を飛べる大駕が単独でヒューマン・ネイションの頭を飛とび越えて出向く事だが、さすがにそれは賭かけに過ぎる。

『しかしそれでは、どうやってメルクアルラムと連れん携けいを取るのかね？』

「決まってるだろ。ノーサインだ」

　狐の疑問に、大駕は不敵に笑った。

「メルクアルラム軍の中ちゆう枢すうが征臣でこっちが近くにいる事を知ってるのなら、俺がどう動くかなんて簡単に予想するだろうからな。それに期待する」

「そ、その……最悪の場合は舘さんがヒューマン・ネイションと組んで、誘さそい出したわたしたちの軍を殲せん滅めつするかも……」

　彩芽が、自らの言葉で警告する。

「そんな事は絶対ねえよ。俺おれが保証する。ヒューマン・ネイションが噂うわさ通りの国なら、征臣がそんな奴らと組むはずはない。逆に征臣と協力できるような国なら、俺たちとだって交こう渉しようの余地があるだろうからな」

「どうしてそこまで信じられるんですか？　確かに大駕さんと舘さんは幼なじみで、親友だったかも知れません。だけどあの人は、敵になるって言って出て行った人なんですよ？」

「敵だから、敵として信じるんだよ」

　大駕は笑え顔がおで、あっさりと答える。

「あいつが本当に腹ん底が黒くて、目的のためならどんな事しても構わないって人間なら、俺や真羽と決別する必要なんかなかった。俺という目立ちたがりのお調子者を前に立てて、後ろで美味おいしいとこを持って行くのが一番簡単だからな。だけどあいつはそうしなかった。それはつまり、征臣は征臣の譲ゆずれない理想があるって事だろ？　俺のやり方とは相あい容いれなくても。それがどんなものなのか、俺には断言出来ない。だけど、ヒューマン・ネイションのやり口を許すような考え方じゃない。それは、確信できる」

　大駕の言葉に、真羽も笑顔で頷いた。

　確かに征臣は敵になると断言した。

　けれど彼かれは最後にこう言ったのだ。大駕のアンチテーゼになると。

　それは大駕が掲げるシンプルな正義に対し、悪の道を走るという事ではない。

　大駕とは異なる、征臣の正義を打ち立てるという意味。

　その決意が、一年やそこらで変質するとは思えない。

「でも、それだと向こうのいいように利用されるだけなんじゃ……」

　彩芽の心配も当然だろう。幼い頃から一緒に時を過ごしてきた大駕や真羽と違い、彼女が征臣と直接会っていたのはほんの数日に過ぎないのだから。

「いいじゃねえか。利用できるモンなら、好きに利用してもらおうじゃねえか。その結果共通の敵を倒たおせるのなら望むところだし、罠わなにかけられて打ち破れないようなら、俺の方があいつの敵として立ちはだかる資格がねえって事だ」

「……わかりました。大駕さんがそう言うなら、わたしも従います」

「自分も同意です。主君として仰あおいだ以上、大駕殿の熟じゆく慮りよと決断を尊重するのが臣下というもの」

　それまで黙だまっていたフィルゲンが静かに頷き、彩芽の言葉を肯定する。

「そうと決まれば、偵てい察さつ隊たいを出ださなきゃな」

　メルクアルラムとヒューマン・ネイション、両軍の動きに注意し、開戦の機を見み逃のがさない。タイミングを外さずにヒューマン・ネイションの後背を突つけるように出しゆつ撃げきの準備を整える必要がある。

　踊おどらされる事を承知しているのなら、ちゃんと衣装を整え、鳴り出す音楽に遅おくれないようにしなければ。




　駐ちゆう屯とん地ちである街を離はなれ、街かい道どうから外れた森の中から飛竜ワイバーンが舞まい上あがる。

　目指すは南南西の方角にある、深い森に囲まれた山さん嶺れい。徒歩で何日も要する距きよ離りでも、飛竜ワイバーンの翼つばさで最短たん距きよ離りを突っ切きれば数時間で到とう達たつできる。

　深い森に囲まれた山嶺、複雑な形をした岩山の中腹にバルコニー状の平地が見下ろせた。サッカーの競技場が充分に取れそうな広さと平へい坦たんさだ。

　旅の商人に託たくされ届けられた地図は正確なものだった。ガルムガクス風の海岸線と大まかな高低、主な道だけを記したものではなく、向こうの世界の航空写真に近い精密さで、地形そのものを目印にするのに不自由はない。

　画風が全く異なるので、ゼートには地図である事さえわからなかっただろう。

　その平地に立つ人ひと影かげの一方が、こちらに気づいて大きく手を振った。

　周囲には身を潜ひそめるような藪やぶや林もなければ、洞どう窟くつやクレバスもない。それどころか麓ふもとから通じるルートさえ存在しない。安全で、しかも空を飛べぬ者には決してたどり着けぬ場所。

　それは即すなわち、待っている者が飛行能力を持つシャムリー自身か、それを仲間に持っているという事だ。たったふたりであっても油断はできない。

　ばさりと羽音を鳴らして着陸し、更さらに下りて自らの足で地に立つが〈武具〉は出したままだ。相手が何をしでかしても咄とつ嗟さに対応出来るよう、警けい戒かいは怠おこたらない。

「招待に応じていただいて嬉うれしいわ」

　笑顔で右手を差し出したのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女性だった。

　ポニーテール風に括くくられた長い髪が、山風に躍っている。

「ずいぶんと、凝こった事をする」

　少女の言葉に答え、ポケットから手紙を取り出す。

　宛あて名なのみ日本語で『メルクアルラム軍・舘征臣』で、本文や地図の添そえ書がきなどは全すべて英語だ。

「万一にもこの世界の連中には読んで欲ほしくなかったのよ。貴方あなたにならちゃんと通じるだろうと思って。わたしは、ナタリー・アーバネッド。アメリカ人で、ヒューマン・ネイションの指導者よ。こっちは弟のケヴィン」

　愛あい想そ良く笑うナタリーに対して、長身のケヴィンは値ね踏ぶみするような見下すような眼差しを征臣に向けている。

　外国人の年ねん齢れいは計りにくいが、白い肌はだの鼻筋に微かすかに雀斑そばかすが見える。自分自身と大差ない年齢だと、征臣は判断した。

　身に着けているのは白いシャツとフリンジのついた革のベスト、同じ素材の短いパンツというありふれたウェスタン風の服装だった。ケヴィンも似たようなスタイルで、こちらはガンベルトに二丁拳けん銃じゆうを収めている。

　しかし、己の第一印象の誤あやまりに征臣はすぐに気付いた。

　ナタリーの服は凡ぼん庸ようなものではない。着慣れた雰ふん囲い気きではあるがまだ新しく、布地も縫ほう製せいも向こうの世界で見慣れた品と同一ではない。例えば、一部の素材を染めている染せん料りようはインディゴの藍あいとは微妙に異なる、ガルムガクス独自のもの。

　つまり、わざわざ「向こうの世界風」に仕立てさせた一着だ。

　ケヴィンの拳銃も装そう飾しよく過多で、普通のリボルバーには見えない。恐おそらくはこれが彼の
〈武具〉。ならば彼はここにやって来た「何らかの飛行手段」の持ち主ではない。

「舘征臣だ」

　差し出された右手を無視して、征臣は短く答える。

「俺や姉さんの顔を見たんだから、少しはびっくりしろよ。こっちの世界に来てるのはみんな日本人ってのが常識だろ？」

　平静な征臣の態度が気にくわないのか、ケヴィンが不快そうな苦笑を浮うかべる。

　元々こちらを警戒しているのだろう。彼の両手はさりげなくだが、いつでも銃じゆうを抜き打うち出来るように構えられている。ナタリーの方は普通の剣さえ帯びていない完全な丸まる腰ごしなので、弟は護衛役というところか。

「外国人と言っても、君たちは日本暮らしが長いんじゃないか？　ガルムガクスに来たのも日本のどこかからだろう？　別に人種や国こく籍せきの条件で選別されているんじゃなさそうだし、国内にいる外国人の比率を考えれば、これまで前例がなかったのが不自然なくらいだ」

　単にふたりとも日本語が流りゆう暢ちようなだけではない。ケヴィンがナタリーを名前でなく「姉さん」と呼ぶあたり、言語習慣そのものが日本的だ。恐らくは物心付く前から日本で生活していたと征臣は推察した。

　これまで知った限りでは、ガルムガクスに召しよう喚かんされるのに特別な条件があるとは考えにくい。年齢は皆若いがそれ以外には立場も性格もばらばらで、シャムリーとしての能力が発動する者もしない者もいる。

　過去に日本人しかいなかったという事を考こう慮りよすると、単に両世界を結ぶ門のようなものがたまたま日本に存在しているというだけだろう。それなら江戸時代や戦前はいざ知らず、一度に大量のシャムリーが現れている現在なら、日本にいる外国人が巻きこまれる可能性は充分にある。

「その通りよ。父の仕事の都合で、五歳さいからずっと」

　風で乱れた長い髪をかき上げながら、ナタリーは笑う。

　だが、征臣は硬かたい表情を崩くずさない。

「まさか自分をレアケースとして紹しよう介かいするため、わざわざ僕ぼくを呼んだんじゃないだろう？　何が目的だ？」

「単刀直入に言うわ。メルクアルラムを捨てて、わたしたちの仲間に──ヒューマン・ネイションの一員になってほしいの」

「断る」

　征臣は即そく答とうした。

「そっちの国については多少は耳にしている」

　旅の商人から得たのは、ナタリーの手紙だけではない。当然、ヒューマン・ネイションに関する噂うわさ話ばなしもメルクアルラム陣じん営えいにもたらされていた。

　ウーティシオからの来訪者を絶対的な上位と規定し、ガルムガクス人を完全に奴隷として扱あつかう体制。彼らの伝統的な社会や文化を否定し、戦士階級からも武器を取り上げ、一いつ切さいの自由を奪うばう理り不ふ尽じんで非人道的な方針を掲げ、それに釣つられるようなシャムリーを積極的に呼び集めている国。

「そんな風に聞いているが、間ま違ちがいないか？」

「ええ。そうよ」

　征臣の問いに、ナタリーは悪びれもせずに答える。

「馬ば鹿かげた国だ。やっぱりＷＡＳＰワスプは人種差別が好きなんだな──とか、レベルの低い皮肉でも言って欲しいのか？」

「そんな事ないわよ。こう見えて、わたしにだって一六分の一はアジア人の血が入っているんだもの。人種差別には反対。そもそも同じホモ・サピエンスという単一種の中で、人種なんて概がい念ねんを作り出して格差を作るなんてナンセンスよ」

「なら、何な故ぜ──」

「でも、舘君。これは人種差別かしら？　ガルムガクスの連中とわたしたちの違いは『人種』の違いなの？」

　立てた人差し指をワイパーのように左右に振ふりながら、ナタリーは微び笑しようした。

「あなたも知っているでしょう？　ガルムガクス人と──まあこの言い方もどうかと思うけど──あいつらと人間の間には子供が生まれない。昔なら一時代にひとりのシャムリーだけだから、その個人の体質や機会の少なさが原因かも知れないと思えた。だけど今は違うわ。わたしが知るだけでも数百人の人間がこっちに来ている。そして男が人間、女の方が人間、どちらも複数のケースがあるけれど、子供が出来た実例はゼロよ」

　自分の身体で試ためした訳じゃないけどね、とナタリーは付け加える。

「……つまり、生物として根本的に種が異なると言いたい訳か？」

「その通り。犬は全て学名カニス・ファミリアーっていう同一種だから、毛並みや大きさが全然違うドーベルマンとプードルの間でも子供は作れる。実行は難しいけれどチワワとセントバーナードでだって原理的にはＯＫ。それどころか近きん縁えん種しゆならライオンと虎でライガー、馬と驢ろ馬ばでラバのような交雑種だってあり得るのに、人間とガルムガクス人の間にはそれがない」

　ナタリーの言葉を、奥おく歯ばを噛かみしめながら聞く。

　彼かの女じよが楽しそうに語る内容は、征臣もとっくに気づいていた。

　簡単に子を生なせるのなら、射水は自らをあんな狂きよう気きに追い込まなかっただろう。迅などは懐かい柔じゆうのために女性を宛あてがわれているが、いくら行こう為いに及およんでも相手が妊にん娠しんしない事をむしろ好都合と考えている程ほどだ。

　解かい剖ぼう学がくや遺伝学を駆く使しした精密な調査は出来ないので大おお雑ざつ把ぱな判断でしかないものの、ガルムガクスとウーティシオの人間は生物として同一ではない。生理機能が似ているから医学や栄養学では同じ扱いが可能でも、恐らくは見た目から受ける印象よりもずっと隔へだたった種。

　征臣も、そう結論づけていた。

「二種の異なる知的生物が、平和的に共存するなんて幻げん想そうよ。わたしたちの祖先は、ネアンデルタール人を滅ほろぼして地球に君臨したの」

「熱弁は結構だが、それはひとつの仮説に過ぎない」

　クロマニヨン人との争いに敗れたという説ばかりではない。環かん境きようの変化で緩ゆるやかに個体数を減じたという説もある。

「もちろん知ってるわよ。ホモ・サピエンスとの混血で吸収されたっていう見方もあるって事くらいね。だけど地球の人間とガルムガクス人の間に、それはあり得ない。わたしはこっちの世界で、二種の知性体が仲良しこよしでいられるかを実験してみて、失敗して死ぬのは御ご免めんなの。誰だれだって自分の命がいちばん大切。当たり前の話でしょ？」

　征臣の指し摘てきにも、ナタリーの言葉は滑なめらかさを失わない。

「今まで、四〇〇年の歴史で僕たちの世界からの来訪者と、ガルムガクス人は上う手まくやっていたみたいだが、その事実は都合よく無視か？」

「この世界の過去の歴史においては、人間は常にひとりきりだった。だからこっちの社会に依い存そんして生きていく以外に選せん択たく肢しはないし、子孫も残せないからたとえ世界を救っても自分の寿じゆ命みようが尽つきればそれでお終しまい。連中の都合に飲み込まれて、期待される救世主像を演じる以外に生きる道はなかった。でも、今は違ちがうわ。数百人の人間がいるのよ。それこそひとつの民族として、社会として成立する人数でしょ？　もちろんこっちでも人間同士の間でなら、ちゃんと子供が作れる事も確かく認にん済みよ」

　これも自分の身体で確かめた訳じゃないけど、とナタリーはまた付け加えた。

「わたしたちは強いけれど少数派。地球の人間が集まってひとつの集団を作り、多数派のガルムガクス人を支配する。その形を代々続けていく。それこそが安全かつ確実で、しかも安定したシステムじゃないかしら？」

「合理的なつもりかも知れないが、展望が甘あまいな」

　表情を変えず、征臣は反論する。

「なるほど。ウーティシオ人同士で子孫を残す事が可能だとしても、こっちで生まれた子供が僕たち同様に高い身体能力を持っている保証はない。ガルムガクス人との差が、遺伝的な資質よりも生育環境の違いに由来するとも考えられるからだ」

　敢あえて「ウーティシオ人」「ガルムガクス人」という言葉でナタリーに対たい抗こうする。

　こちらの世界に来て最初に感じた事のひとつが、各種の物理的な性質の違いだ。

　正確に測定した訳ではないが、向こうの世界に比べると重力が小さく、物体の密度や強度もやや劣おとる。しかし一年以上もガルムガクスで生活すると、初めのうちは気になった違い和わ感かんも覚えなくなっている。

　身体が、順応してしまったのだ。

　つまり、最初からこちらの世界で生まれた子供はガルムガクス人と同等の筋力しか持たない可能性が大だ。もしも今、征臣が向こうに帰き還かんしたら、己おのれの身体を重く感じて自由には振る舞えないかも知れない。

「それに、シャムリーとしての能力が発現する保証もないし、発現したとしても強力なものはどんどん少なくなっていく。こっちで生まれた子供が、戦車やドラゴンを出せると思うか？」

　シャムリーの〈武具〉は個人の本質と、無意識のイメージによって形成されると言われている。しかしガルムガクスで生まれ育った子供は、テレビやネットで兵器の映像を見る機会もなければ、怪かい物ぶつが躍やく動どうするフィクションに触ふれるチャンスもない。

「二世三世のシャムリーが現れたとしても、出せる〈武具〉は剣けんや槍やりといった単純な武器のバリエーションが増えていくだろうな。世代を経へてもウーティシオ人がガルムガクス人に対して優位を維い持じ出来る保証はない。隔かく離り政策が潜せん在ざい的てきなマンパワーを無む駄だにする愚ぐ策さくである事は、それこそ歴史が証明している。仮説ではなく事実でね。工業化自動化が進んでいない世界なら、なおさらだ」

「そんな事は、織り込み済みよ」

　ナタリーの返答は、征臣が予想していないものだった。

「だけど幸いこっちの連中は、個人の権利を主張するよりも秩ちつ序じよ志向で上下関係や前例を尊重する文化を持っている。多くのシャムリーが個人で国を乗っ取れたのもそのためよ。なら、人間が上位種でガルムガクス人は従順に従うという社会を一度構築してしまえば、連中は適応するわ。むしろ、そうしないとわたしたちが──わたしたちの子孫が危険。世界の発展よりも自分や家族の命を惜おしんで何が悪いの？　ここは、わたしたちの世界じゃないのよ。それともあなたは、帰れる当てでもあるの？」

　今は来訪者の身体能力が高く、シャムリーの数も多い。しかし世代が進めばその優位が崩れるかも知れない。そうなった時少数派であり、兵力としての価値も低下した地球人は厚遇ぐうされず、むしろ異物として排はい斥せきや弾だん圧あつ、抹まつ殺さつの対象となる恐おそれもある。

　異なる種が共存できないというナタリーの説に立てば、それは必然だ。

「大国メルクアルラムの中枢でいきなり頭角を現し、しかも単に前線で戦うのではなく、国力を活いかして強力な軍隊を作り上げ、自分の思うままに国を動かして、一年程度で東亜あ大たい陸りくの大半を掌しよう握あくした──貴方の才覚は大したものよ」

「褒ほめたつもりだろうが、別に感謝はしない」

「プライドが高いのね。いい事よ」

　征臣の返答の意味を、ナタリーはまるっきり逆に解かい釈しやくした。

「ただ、今の貴方がしている事はわたしのビジョンに反するわ。銃じゆう器きを普ふ及きゆうさせてガルムガクス人ひとりひとりの戦せん闘とう力りよくを上げる──いえ、それ以上に人間の優位という常識を覆くつがえすような方向に誘ゆう導どうされるのはね。あいつらに新しい常識を根付かせちゃいけない」

「要するに、自分の思おも惑わくに都合が悪いから、僕に苦情を申し立てているのか？」

　征臣は敢えて口元に笑えみを作ったが、ナタリーもまるで張り合うように大げさに肩かたを竦すくめて首を振る。

「言ったでしょ。わたしはあなたを評価しているの。メルクアルラムが大国でも、多くの強力なシャムリーを擁ようするわたしのヒューマン・ネイションと戦ったら勝ち目はないの。でも、わたしとしては優ゆう秀しゆうな地球人はなるべく多く仲間に引き入れたいのよ。わたしたちの息子むすこが、娘むすめが、子々孫々がこの世界で生きていくためにね」

　そこまで一気に話して、一度息を継つぐ。

「貴方が諸国の盟主メルクアルラムを動かしたのは、今の乱世を収束させる一番手っ取り早いやり方なのは確かよ。だけど、それは従来の社会構造を追つい認にんするだけ。だけどそれじゃあ歴史上何度も繰くり返かえされたように、またいずれ戦乱が勃ぼつ発ぱつするわ」

「例えば、新しいシャムリーが現れるだけで、か」

「わかってるじゃない。だから新しいシステムの秩序を構築した方がいいの。特権階級である地球人だけが集まって別べつ枠わくの社会を作り、ガルムガクスの連中を支配する形で全世界を統一する。新たな地球人がこの世界に迷い込んだら、速すみやかにヒューマン・ネイションで快適な生活を送れるようにすれば、世界が無駄に割れて戦火に包まれるリスクはぐっと小さくなるでしょ？」

　ナタリーの言葉は疑問系だったが、征臣は答えない。

　吹ふく風の乾かわいた音だけが、静せい寂じやくの気まずさを和やわらげている。

「おい。お前、わかってんのか？」

　沈ちん黙もくに耐たえられず口を開いたのは征臣でもナタリーでもなく、それまで無言で護衛に徹てつしていたケヴィンだった。

「姉さんがここまで話す事ってのは滅めつ多たにない。ひょっとしたらお前が初めてかも知れないんだぜ？　他ほかの奴やつには、もっとシンプルな誘さそいしかかけないんだ。国を支配して面めん倒どうな政治なんかしなくても、人間同士で手を握にぎればずっと楽が出来るとかな」

「ケヴィン、貴方は黙ってて」

　片手を上げ、ナタリーは弟を静かにさせる。

「構想全体を教えたのは、貴方が最初っていうのはその通りよ。説明しても理解出来ない人や、理解しても賛成しそうもない人には話していない。価値と有効性、それを理解できそうだと思ったからこうして呼び出したの。それは心に留とどめておいて。貴方は彼と違って『正義の味方』なんかじゃない。正しいヒーローだったら、みんなに銃を配るなんて危険な真ま似ねはしないでしょうから」

　ナタリーが口にした「彼」が誰なのか、敢えて問う必要はない。

　状じよう況きようを把は握あくしている事を誇こ示じし、こちらにプレッシャーをかけているのだ。

　ただ無言で、視線に意志を込めてナタリーを睨にらみ返す。その眼まな差ざしに、彼女は僅わずかも動じる気配を見せない。

「まあ、はっきり答える前には少し時間も欲しいでしょ。わたしたちはこれで失礼するわ。これから見せる『最後の材料』まで含ふくめて、じっくり考えてね。返事は、行動で示してくれてもＯＫよ」

　ナタリーはどこかから取り出した金属製のホイッスルを吹き鳴ならした。

　その音に続いて、轟ごう音おんが聞こえてきた。

　完かん璧ぺきに規則正しいリズムを刻みながら、一切のメロディを持たない単調な響ひびき。ただ延々と繰り返される重く不快な作動音。

　上じよう昇しようしてきた音源が、ナタリーたちの背後に姿を現す。

　激しい風が征臣の髪かみを乱し、控ひかえる飛竜ワイバーンの翼をばたばたと鳴らす。

「まさか……」

　濃のう緑りよく灰色の機体。鼻先に突き出でた曲面のノーズ、大きな尾び翼よくの中に組みこまれたフェネストロンという回かい転てん翼よく。

　哨しよう戒かい、人員輸送、そして武装次し第だいで対地や対艦攻撃までこなすフランス製の多た用よう途中型ヘリコプター・ＡＳ５６５パンテルだ。

　もちろん本物のヘリがここにあるはずもない。

　ナタリーに与くみするシャムリーが発現させた〈武具〉でしかあり得ない。

「あなたなら、この機体の意味がわかるはずよ！」

　激しい騒そう音おんに負けぬよう大声で叫さけびながら、ナタリーがケヴィンのエスコートで、ホバリングする機体の側面ドアから乗りこむ。
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　わざわざ念ねん押おしされなくても理解している。

　この世界では、パンテルは想像以上に強力な武器だ。

　Ｆ－22のような固定翼機と違って滑かつ走そう路ろ無しで運用できるし、地上部隊への攻こう撃げき能力も高い。射水のような自走対たい空くう砲ほうを持つシャムリー以外には天敵と呼べる存在もない。

　征臣の飛竜ワイバーンが空を飛べるとは言っても、ヘリに対抗するのは困難だ。剣や爪つめでもやりようで軽合金製のボディに傷をつけるのは可能かも知れないが、近づく前に20ミリ機き銃じゆうで粉ふん砕さいされる。

　そして何よりも、人を運べる。

　強力な攻撃ヘリであってもコブラやアパッチのように操縦士パイロツトと銃手ガンナーしか搭とう乗じようしない機種の方が、まだしも対処しやすい敵だ。

　この世界では、武装した多目的ヘリなら単機で機き甲こう部隊を空輸する事さえ可能。シャムリーという兵員を空輸し、対地攻撃で確保した場所に下ろしてから〈武具〉を実体化させればいいのだから。

「じゃあね。貴方の聡そう明めいさに相応ふさわしい返答を──言葉じゃなくて行動で示してくれる事を願っているわ」

　ナタリーがドアを閉めると、パンテルは急きゆう上じよう昇しようしていく。

　征臣は、視線だけでそれを追う。

　黒い飛竜ワイバーンは、また翼つばさを畳たたんだままだった。







第三章　　餌と罠







　ヒューマン・ネイションの噂うわさと、西から東へ進出してきたラウフラムとの接近──これらの情報に関してはガラハンの裁量で判断するのではなく、本国のシェナ女王の判断を仰あおぐ事になった。

　ジグラムや、それ以前に誅ちゆうしてきた国々とは異なる強敵であると予想されたからだ。

　報告に向かうのは、勿もち論ろん征まさ臣おみだ。普ふ通つうの伝令ならばどれだけ急いでも片道だけでひと回めぐりもかかる距きよ離りでも、飛竜ワイバーンが最短たん距きよ離りを突つっ切きれば二日か三日で済む。

「ジグラム軍は完全に制圧。我わが方の損害は──皆かい無むです。小しよう銃じゆう部隊の活かつ躍やくにより、敵主力部隊との接敵前に、一方的に勝利できました」

　文字通りの、皆無。

　死者はもちろん負傷者さえいない。単に弾だん薬やくを消しよう耗もうしただけだ。

「そうか。我が方に死傷者が出なかったのであれば、それは重ちよう畳じよう」

　メルクアルラム王城、謁えつ見けんの間。

　片かた膝ひざを突いて報告する征臣に答える口調には、微かすかな湿しつ度どが感じられた。

　玉座に腰こしを下ろすは、薄うす紅べに色の長い髪に金色の冠かんむりを戴いただく一五歳の若き女王。

　シェナ・ルラ・メルクアルが華きや奢しやな肩に担になうのは単に一国の命運ではない。メルクアルラムは諸国の盟主としてガルムガクス全土に広がる戦乱を治め、平和を回復する使命を担っているのだ。

　彼女の玉座の左右には、護衛を兼かねた女官長のルビエラと側近のシャムリーである慈じ恵けい院いん京みやこが控えている。

「陛下。差し出がましい事ではありますが、武力を用いた戦いである以上は敵兵にも一切の犠ぎ牲せいを出さずに事を治めるのは不可能。理想は、目指すべきものではあっても叶かなわぬからこそ理想と呼ばれるのです。今はまずメルクアルラムの権けん威いと武力を諸国に明示する事。そして各国が自らを治め、守る力を取とり戻もどせるよう助力する事でしょう」

「わかっておる。既すでに諸国への銃器の提供、生産技術の指導などの計画は進んでおるし、お主が進言した処しよ罰ばつの基準を容いれたのもそのためじゃからな」

　自国だけでなくガルムガクス全土に銃器を普及させて武力の底上げを図はかり、シャムリーという制せい御ぎよしづらい力への依存を改める。

　更さらに銃器も単に現物を与あたえるだけではない。メルクアルラムの指導の下、いくつかの国では既に小銃や火薬が生産されている。国土の広いメルクアルラムは鉄の生産量では諸国に優ゆう越えつするものの、加工技術では優すぐれた伝統を誇ほこる国もあれば硝しよう石せきや硫い黄おうをよく産する国もある。

　一国が技術を独どく占せんするのではなく各おの々おのが国情に合わせた工く夫ふうをし、更に交流する事でより技術は発展する。自国の利益のみならずガルムガクスの全すべての国、全ての民が力を増すように導くのはメルクアルラムの義務である──征臣はそう進言した。

　それは単に武力を増強するというだけではない。

　ガルムガクス人の力でシャムリーを倒たおしうるようにする。即すなわち、四〇〇余年に亘わたって形成されてきたこの世界の文化を改変するという事なのだ。

　恭きよう順じゆんの意を示したガルムガクス人は助命するが、ウーティシオからの来訪者は容よう赦しやなく処断するのも「シャムリーは救世主であり、世の乱れを治める」「ガルムガクス人はウーティシオの戦士には敵かなわない」という観念を葬ほうむり去さるためである。

　ただし、メルクアルラムが支配するのではなくあくまでも諸国の独立を尊重し、メルクアルラムはそれを支し援えんするという形は変わらない。

　銃器もまるっきりの無む償しようではなく、供きよう与よを受けた国が長期の分納で返済する約束になっているし、派は遣けん軍ぐんを駐ちゆう留りゆうさせた際の諸経費もその支し払はらいとして充あてられる。それにしたって生産以前の開発にかかった費用や手間を考えれば、メルクアルラムの負担は小さくはないのだが。

「ジグラムの件が片付いた以上、次の課題はヒューマン・ネイションです」

「奇き妙みような名の国じゃの」

「ウーティシオにも様々な国があり、多様な言葉が使われています。その一種に英語というものがあり、ヒューマン・ネイションとは『人間の国』という意味になります」

　京が説明する。

「向こうの言葉か。それにしても京や征臣が用いるものとは随ずい分ぶんと響きが違う」

　ガルムガクスでも国ごとの言葉の違いはあるが、ほぼ同一の文字体系を使用し、どれも文法は似ている。謂いわばドイツ語とフランス語といったヨーロッパ諸語のような差異であって、日本語やアラビア語のような全く構造の異なる言語ではない。

「偵てい察さつ隊たいが収しゆう集しゆうしてきた情報によると、かの国がガルムガクス人を差別し、ウーティシオ人至上主義の体制を構築しているのは事実の模様。統一者の範はんに倣ならう我がメルクアルラムとしては、諸国民の繁はん栄えいと幸福のためにも速やかにかの国に鉄てつ槌ついを下すべきかと」

「うむ。確かに座して見過ごす訳にはいかぬ悪あく辣らつさよの。そのような国ならば、兵の質は高くともどうしても数には限りがあろう。これ以上増強されぬうちに叩たたくのが得策であろうな」

　征臣の言葉だけではない。ガラハンがまとめた報告書に目を通しながら、シェナは考え込む。

「でも数という点から考えれば、そのヒューマン・ネイションとラウフラムが手を組んでこちらに対抗するという危険はないの？」

「それはあり得ない」

　京の疑念を、征臣は一言ではね除のけた。

　大たい駕がの性格を考えれば、手を貸すとは思えない。ヒューマン・ネイションの側でもガルムガクス人の兵士を組織的に活用しているラウフラムとの同盟は国こく是ぜに反する。

　同様に、メルクアルラムとヒューマン・ネイションの和解もあり得ない。

「しかしラウフラムのシャムリーである神かみ和わ住ずみ大駕が『新たなる統一者』を名乗っている以上、我が国くにとの衝しよう突とつは避さけられないでしょう」

　征臣の推測をシェナは静かに聞き流しただけだが、京は微び笑しようして頷うなずく。

「そして我らとヒューマン・ネイションは文字通りの不ふ倶ぐ戴たい天てん。向こうがウーティシオ人優越思想を捨て、国の有り様を全て変えない限りはこちらが滅ぼすか、向こうが滅ぼすかの二に者しや択たく一いつです」

「妾わらわも、それに異存はない。かの国がウーティシオ人の力に頼たより、民草を踏ふみにじるようなものであれば、決して許す訳にはいかぬ。全力を挙げて討うつに異存はあるはずもない。ただし──」

　言葉を切り、シェナは左右色いろ違ちがいの目で征臣を見つめた。

　それは少女の眼差しではない。

　歴史と、権威と、多くの命を双そう肩けんに担う、大国の主の視線だ。

「問題は勝機よの。ウーティシオ人を集めているという事は、当然多数のシャムリーを抱かかえているであろう。我が国の小銃部隊は歩兵相手には充じゆう分ぶん強力とは言え、強力な〈武具〉を持つシャムリーにはどこまで通じるかは不安じゃ。そもそもシャムリーの能力は千せん差さ万ばん別べつで予測しづらいものであるからな」

　シェナは元来が好戦的な質ではない。むしろ平和を愛し、血ち生なま臭ぐさい事を忌き避ひする方だ。

　それでもメルクアルラムの女王として各地の乱を力を以てしてでも治める責がある以上は、軍事に疎うといままではいられない。この一年余で彼かの女じよもそれなりの知識と見識は身に付けている。

「どうなの？」

　シェナの質問に即そく答とうしない征臣に、京が返事を促うながす。

「油断は禁物ですが、恐おそれる必要もないでしょう」

　征臣はジグラムで戦ったＦ－22の話を持ち出した。

　一見強力無比な兵器であっても、運用のための環かん境きようが整わなければまるっきりの役立たずになる。そもそもシャムリーの能力が無意識の反映として顕けん現げんする以上、欲ほしいものや必要なものの数を揃そろえる事は不可能で、組織的な運用は難しい。しかも車両や航空機、あるいは生物の形をした〈武具〉は極きわめて少数。大半は剣や槍などの白兵戦武器なのだから、銃じゆうの攻撃は有効のはず。

「ふむ。妾にはよくわからぬが、つまりお主の飛竜ワイバーンのような例外はあるにせよ、空を飛ぶ〈武具〉は飛ひ翔しようするのに広大な土地や諸もろ々もろの準備が必要なので、過か剰じように恐れる必要はないという事か？」

「ご明察です。むしろヒューマン・ネイションが勢力を伸のばせば、参じるウーティシオ人も増えます。そうなれば確率の問題としてシャムリーの〈武具〉も充分に揃い、孤こ立りつした単独の戦力ではなく、軍として有機的に動かす事も可能になります。飛行機などは脅きよう威いでないにせよ、車両の〈武具〉はそれなりにいるはず。敵を叩くのであれば、一日でも早い方が良いかと思われます」

「うむ。そうじゃな」

「加えて、ヒューマン・ネイションがあからさまな暴政を行っている以上、それを討つのは我が方の正当性を世に知らしめる事にも繋つながります。恐れながら、諸国の中には未いまだシェナ女王の若さを軽かろんじる者もおります。外交上の効果を考えれば、メルクアルラムという国や軍だけではなく、シェナ女王ご自身の存在感を誇示する好機にもなるかと」

　征臣の言葉に、京の眉まゆが微かに動いた。

　しかし手前に座すシェナはその表情の変化に気付く事もない。ただ、征臣の言葉に頷くだけだ。

「食えない男よ。要するに、妾にここで断を下す以上の仕事をせよと申すのじゃな？」

「御ぎよ意い。前線の士気が高まるのに加え、同盟諸国から参戦している兵たちがシェナ女王とメルクアルラムに寄せる信しん頼らいと期待もより強固なものとなるでしょう」

「そなたの提案、大筋では容れよう。しかしさすがに妾も、今日明日に王都を離はなれる訳にはいかぬぞ」

　笑いながらシェナは、不在時の諸事について実務面の手配をルビエラに命じる。

　幸い現在国内は安定しているし、大臣も皆みな有能で忠実だ。権力が女王に集中していると言っても、シェナがひと回りやふた回り不在でも政務が滞とどこおる恐れはない。

「ご高配、ありがとうございます。これでガルムガクスは平和と繁栄へ、また一歩近づく事でしょう」

「丁てい寧ねいなのは構わぬが、仰ぎよう々ぎようしく飾かざった物言いはお主には似合わぬぞ」

　苦く笑しようしながら、シェナは胸むな元もとで指を組む。

「世界中の平和と繁栄と言えば、そちらの世界には『最大多数の最大幸福』という言葉があるそうじゃな」

「ええ。正確には『最大多数の最大幸福こそが法と道徳の基き盤ばんである』というものですね。一八世紀──僕ぼくたちの世界で二〇〇年以上前にベンサムという学者が唱えた功利主義あるいは公益主義というものです」

　単純化すれば『個々人の幸福の総和がより大きくなるのが、より良い社会である』という考え方だ。立場や価値観の多様化と対立に馴な染じみにくいため批判も多いが、基本的な理念としては未だに支持者も多く、より改良された思想の土台ともなっている。

「うむ。仮に人の世の幸せを数字のように計るのであれば、単なる加算ではなく乗算であるのが望ましいと妾は考えておる。人を幸せにする事で自らの心も満たされる──そのような繰り返しで幸福が何倍にも何十倍にも膨ふくれ上あがっていくのが理想的だと思うのじゃ。もしも多数の幸こう福ふくを求めるとして、誰だれかひとりの幸せが『負の値』になってしまうのならば国全体、世界全体が最大の不幸に包まれているのと同じではないか──そう思うのじゃ」

「負の数と負の数を掛かけ合あわせれば正の数となりますよ」

「混ぜっ返すな。物の喩たとえじゃ」

　ベンサムの言葉もマイナスの概がい念ねんも、過去のシャムリーからもたらされたものだ。ただし体系的な学問ではなく、あくまでも断だん片ぺん的てきな知識に過ぎない。

「負の数──より不幸な人間を作り出してしまっては、より多数の幸福が達成されても誇るべきことではない。そのお考えは現実には難しくとも、将来的に目指していく理念としては心しておくべき事かと存じます」

「将来？　何を言うておる、征臣。妾は、今この時の話をしておる」

「は？」

　シェナが言う意味が理解できず、思わず征臣は顔を上げてしまう。

「世のために、そちが負になるほどの苦痛を自らに強しいておるように妾には見えるのじゃ」

「……それは、何かの勘かん違ちがいでしょう。僕は別に苦しんでなど……」

「ほれ。そうやって少し口ごもるのが、無理の証あかしじゃ」

　シェナの指し摘てきに、征臣は思わず口元に手を当てた。

「かつての友、一度は身を寄せた国と戦うやも知れぬ事、お主が口で言うほど納なつ得とくしているとも思えぬ。似たような事は、妾も経験しておるからな」

　かつてシェナは兄のように信頼していた宰さい相しようダルゼーを死に追いやった事がある。

　ダルゼーがシェナを弑逆し、玉座を奪うばおうとしていたのは事実だ。しかしその策さく謀ぼうを逆手に取り、ダルゼーを罠に填はめたのは征臣と京のふたりだ。

　その事実を、シェナは知らない。

「お主にはお主なりの信念や目標があるのじゃろう。それを全て妾に話せとは言わぬ。しかし誰かが引き受けねばならぬ苦しみを率そつ先せんして引き受けるのと、無用な苦く悩のうを自ら作り出すのは訳が違ちがう。突き詰つめすぎて焦こげつかぬよう、適度に自らを許す事も必要じゃぞ。まあ、これはルビエラの受け売りじゃが」

「……一いつ般ぱん論ろんのご忠告として受け取っておきます。では」

　征臣が深く頭を下げ、その日の会談は終わりとなった。




　その夜、征臣は城内にある京の私室へと招かれた。

　この城に征臣個人の居室はない。

　かつて押おし込められた賓ひん客きやく用の軟なん禁きん室は今の立場にはそぐわず、かといって前線での指揮や指導を常とする身では一室を設けても留守にするばかりだからだ。

「まずは任務、お疲つかれさま」

　京が掲かかげた杯さかずきの中身は、適度に薄うすめた果か汁じゆうに香こう料りようを加えたものだ。ガルムガクスでは十代も半ばを過ぎれば一人前と見なされるので飲酒を咎とがめる者などいないのだが、征臣も京も酒を嗜たしなまない。

　油断ならない相手が目の前にいるのなら尚なお更さらだ。

「元の貴方あなたの国──ラウフラムと近づいてしまったわね。思ったよりも早く」

　微笑ほほえんだ京の口くち唇びるの上を、僅かに覗のぞいた舌が一周する。

　何かを意図した行こう為いではないだろう。ただ、呷あおった杯の名残なごりをぬぐい取っただけだ。

　しかし、それを承知した上でなお、征臣は肉にく食しよく獣じゆうの舌なめずりを連想した。

「それだけ僕らの構想がスムーズに進んだし、ラウフラム側の勢力拡大も早いという事だろう。つまり、倒し甲が斐いがあるという事だ」

　危き惧ぐしていた最悪は直接刃やいばを交える以前に大駕が敗れ、落命する事だった。

　彼かれがどれほど強い肉体と精神を持っていても殺し合いには素人しろうとだ。こちらの世界に慣れ、充分な足場を固める前に死ぬ危険はいくらでもあった。

　それは征臣の側も同じだ。

　生き延び、力を蓄たくわえるためにあらゆる手を尽つくしてきた。

　今、こうして互たがいが見えるほどに近づいたのはそれぞれの行動の成果と、いくつもの幸運が重なった結果だ。

　全てを己おのれの力と信じるほど傲ごう慢まんでなく、全てを天命として受け入れるほど達観もしていない。

　中ちゆ途うと半はん端ぱとは、迷い、苦悩する材料があるという事。

「威い勢せいがいいわね。だけど、本当に戦えるの？」

　微笑のまま、京が尋たずねる。

「当然だ。彼と戦うのを忌避するくらいなら、最初から袂たもとを分かったりはしない。ただ天下を取りたいだけならずっと彼をサポートし、陰かげから操あやつっている方が楽だったんだからな」

　小学校以来、野球部ではそれが当たり前だった。

　周囲よりも高く、グラウンドの中心に位置するマウンドは大駕が脚きやつ光こうを浴びる舞ぶ台たい。自分はそれを踊おどらせる振ふり付つけ師しで演出家。

　しかし、己こそが真の支配者、単なる素材を芸術へと仕上げる作り手などという自うぬ惚ぼれは征臣には無む縁えんだ。

　大駕という最高の素材があればこそ、征臣の構想も実現できる。

　どれほど精密な配球を考え微び妙みような位置取りでミットを構えても、そこに正確に投げるコントロールやバッターを空から振ぶりさせる球きゆう威いがなければ机き上じようの空論、愚おろか者ものの妄もう想そうに過ぎないのだから。

　いや、この言い方さえ自分を甘あまやかした表現だ。

　現実には大駕という輝かがやける存在が先にあり、その相棒を務める事で征臣の資質が磨みがかれ、開花したのだから。

　小学校の頃ころだ。恵めぐまれた身体と、剛ごう胆たんな性格を持つ大駕がピッチャーを志願した。

　誰からも好かれる性しよう分ぶんだったから、友達みんながそれを受け入れた。ただし、難しい上に責任の重いキャッチャーをやりたがる者は誰もいなかったから、大駕の推すい薦せんもあって征臣が引き受けたのだ。

　大駕が投手にならなければ、自分は捕ほ手しゆにはなっていない。

　仮に大駕が他ほかの競技──サッカーやバスケットを選んでいたら、征臣もまた同じ種目で、彼の活躍をサポートするポジションに就ついただろう。

　そしてもし、大駕が例えばチームではなく個人で戦うスポーツの選手だったら──。

　今となっては無意味な仮定が頭に浮うかび、征臣は口元を歪ゆがめる。

　既に自分は彼のパートナーを辞やめた。ライバルですらない、

　単なる「敵」だ。

「男の子の意地って訳ね。かわいい」

　見み透すかしたように京が笑う。

　そっと伸ばされた指先が、征臣の頬ほおに触ふれた。

　細くしなやかだが、決して柔やわらかくはない。長年弓や剣けんで鍛きたえた上に、三年に及およぶガルムガクスの生活で京の指先は硬かたい皮ひ膚ふで覆おおわれている。

「……今いま更さらくだらない揶や揄ゆが必要か？　僕と君の間で」

「わたしが心配しているのは、あの天馬ペガサスのシャムリー──大駕の話じゃないわよ。どうなの？　あなたは、彼女と戦えるの？」

「……彼女は、前線に出てくる人間じゃない」

　直接名前を呼ぶのを避け、あくまでも「彼女」とだけ呼ぶ。それだけで充分に伝わる。

　そのぎこちなさこそが、割り切れない距離感の現れだった。

「離れている間に事情が変わっているかも知れないわよ。それに直接戦わなくても、彼女の居場所を壊こわす事になるわ」

「言っただろう。その程度の覚かく悟ごもないのなら、最初から大駕と決別などしない」

「それとも、ライバルを倒せば彼女が自分の元に駆かけ寄よってくるとか、そういう期待をしてる？」

「そんな夢を見るくらいなら、最初から離れたりしないさ」

　言い捨てると、征臣は自分の杯を一気に傾かたむけた。

　果汁水の冷たさが、言葉を吐はいた喉のどを冷やしていく。

「それならいいわ。貴方はわたしと同じ。居場所を自分から捨て、望んだ地じ獄ごくに立つ人間だものね。元の鞘さやに帰るなんて、生ぬるくつまらない夢なんか見る必要はない。間ま違ちがわないで。わたしと──」

　己が胸に触れた指を、今度は征臣に向ける。

「──貴方だけが、互いを理解しているんだから」

「そうだな」

　微笑む京に、征臣も笑え顔がおを返す。

　彼女も当然わかっているだろう。

　理解しているという事は、強く美しい、単純な信頼を意味しない。

　互いに必要とあらば他人を騙だまし、利用し、裏切る者だと知っているのだから。

　舘たて征臣と慈恵院京は友でも同志でもない。

　強いて言えば、共犯者だ。

「君の方こそどうなんだ？」

　空になった杯で、京の顔を指す。

「どうって？　貴方の感傷はわたしには関係がない事よ。それが、わたし自身の野心の邪じや魔まにならない限りね。もしもあなたの感情──憎にくしみや嫉しつ妬とや独どく占せん欲よくがわたしの得になるなら大歓迎よ」

　明あけ透すけに告げると、征臣が差し出だした空の杯の縁ふちをそっと指でなぞり、今度はその指を己が口くち唇びるに触れさせる。

「僕のじゃない。君の、感傷の問題だよ」

「どういう事？」

「僕にそういう質問をする君自身は、野望の邪魔になるのならどんな相手でも排はい除じよする覚悟は出来ているのか？」

「無意味な質問ね。わたしは貴方とは違うわ。たったひとりでガルムガクスに来きたし、向こうに心残りもない」

「こちらに来てからの縁──絆きずなはどうだ？　シェナ・ルラ・メルクアルは？」

　うら若き女王の名を、征臣ははっきりと口にした。

　京の表情が微かすかに強こわばる。

「必要ならば──いや、絶対の必要に迫せまられなくてもそうする事が有効だという選せん択たく肢しがあれば……。いや、曖あい昧まいな仮定の話はやめよう。現に今、僕たちはひとつの決断を迫られている」

　征臣が言葉を切る。京が唾つばを飲み込む。

「さっきの提案や、報告の意味がわからない君じゃないだろう？　その事実を踏まえて答えてくれ。大切な人を見捨てる事が、死地へと引きずり出す事が、自らの手に掛ける事が出来るか？　自分を信じ、頼り、期待する者を。自分の叶かなえたい理想をより穏おだやかで美しく成なし遂とげられるかも知れない可能性を？」

　征臣は知っている。

　名門の一子でありながら女だからという理由で軽んじられてきた京にとって、シェナは単に身を寄せた国の主というだけではない。国内の様々な勢力に翻ほん弄ろうされながら、自らがもって生まれた責務を果たし、理想を叶えようという彼女は、希望が具現化した存在でもあるのだ。

「要は、優先順位だ」

　感情を込めない声で、証明済みの数式や既すでに終わってしまった出来事を並べる年表を読み上げるように、征臣は告げる。

「苦く渋じゆうの決断だとか、崇すう高こうな犠ぎ牲せいだとか、人間は容易たやすく口にする。しかし、結局のところエゴイスティックに優先順位を決めて切り捨てているに過ぎない。例えば家族を見捨てる事で自分が生き残るのも、逆に家族のために自分が犠牲になるのも、当事者の中で己と家族の命を天てん秤びんにかけてどちらが重かったかというだけの、シンプルな判断だ。その事実から目を背そむける者は場と気分に流されるまま一いつ貫かん性せいのない決断をして果てしなく後こう悔かいするか、何も選べずに全すべてを失うかだ」

　自分の命がいちばん大切、という事すら万ばん人にんが共有する無条件の前提ではない。

　正義や良心、生命、あるいは人が信念と呼ぶものまで。

　この天秤の皿に載のらないものはないのだ。

「……出来るわ。やってみせる」

　気負った口調こそが、それが難事である事の証明だった。

　難事ではあるが、可能だという──。




　メルクアルラム女王にして諸王の長ちよう姉したるシェナ・ルラ・メルクアルの名において、ヒューマン・ネイションに対して布告が発せられた。

　奴ど隷れいとしているガルムガクス人の即そつ刻こく解放、ウーティシオ人とガルムガクス人の分ぶん離り政策の撤てつ廃ぱい、諸国合同の査察団の受け入れ、現指導者の退位などが要求されている。これを容いれぬ場合は武力を以もつて誅ちゆう罰ばつするとも。

　開戦の日付と戦場となる平原まで指定されている、ガルムガクスの古式に則のつとった宣戦布告の作法である。

「こういう古くさい、サムライめいたところがあるから、こっちの世界の連中は日本人と相あい性しようがいいのかね？」

　手にした羊皮紙をひらひらと振ふり、苦笑しながらケヴィンは姉に尋ねた。

「古き良き大西部の時代には、アメリカのガンマンだって似たような決けつ闘とうしてたじゃない。背中合わせで十歩、とかね」

「は。それもそうか」

　ロッキングチェアに背を預けつつ酒しゆ杯はいを傾けるナタリーの答に、ケヴィンは大げさに肩かたを竦すくめた。

　地球人による新興国と言っても、ヒューマン・ネイションも何もない荒こう野やにゼロから作り上げた訳ではない。元来この地にあったガルムガクス人の小国を強きよう襲しゆうで制圧し、乗っ取ったのだ。

　元の王城は完全に破は壊かいしたので、ナタリーは代わりに新たな住まいを建築させた。ガルムガクス風の城ではなく、アーリーアメリカンスタイルの屋や敷しきである。家具なども出来る限り「向こう」の品に似せて作らせてある。

　多少の不合理や非効率には目をつぶって、衣食住の全てにおいて地球人とガルムガクス人の間にはっきりとした差をつける。これはナタリーが構想する支配体制のために必要な事だ。

　酒も本当なら厚手のグラスでロックのウイスキーを味わいたいところだが、真しん鍮ちゆう製のマグで常温。麦を材料にした蒸留酒ではあるものの、技術が低いために風味や度数は物足りない。ガラス器製作の技術も、この世界はまだまだ未熟だ。

　ナタリーが望む快適な生活など望むべくもないが、無い物ねだりをしても始まらない。現状でベストを尽くすだけだ。

「しっかしまあ、こんな注文が通ると思ってんのかね？」

「まさか。無理な要求をして、相手に拒こばませる事で開戦の理由とするなんて、歴史上いくらでも例があるわ」

「じゃあどうする？　向こうが暢のん気きに日付を指定してるんだから、こっちはその前に奇き襲しゆうとか？」

「駄だ目めよ、ケヴィン。それは、賢けん明めいなやり方じゃないわ」

　単純すぎる弟の提案に苦笑しながら、ナタリーは窓の外に目を向けた。

　政庁を兼かねるアーヴァネッド姉し弟ていの屋敷の周りには、同様の様式で建てられた地球人の居住区。その周囲には、かつての家々をわざわざ破壊して新たに建てさせたガルムガクス人用の粗そ末まつな住まいや畑などが広がっている。これも連中の尊厳を踏ふみにじり、新たな支配体制を受け入れざるを得ないように追い込むためだ。

　ここから肉眼では見えないが、更さらに外がい縁えんの国境近くには老人や子供をまとめて収容してある。敵軍がヒューマン・ネイションに侵しん攻こうしようとすれば、まずそこを蹂じゆう躙りんするか解放するかが必要となる。

　いわゆる『人間の盾たて』。

　二一世紀の非対称戦争において、軍事力に優まさる側の先制攻こう撃げきを防ぐためのポピュラーな手法である。

　ヒューマン・ネイションは決して強国ではない。その自覚はある。

　純じゆん粋すいな軍事力には自信があるものの、生産力などの社会インフラが脆ぜい弱じやくだ。征臣が指摘した通り、奴ど隷れい待たい遇ぐうで酷こく使しされているガルムガクス人の意欲は低いし、監かん督とく役やくの地球人も絶対的な頭数が足りない。

　戦略的に見た場合、危険なのはこっちが奇襲をかけるつもりで出て行った隙すきに、敵の別働隊に本国を落とされる事だ。いくら相手の動きが読めても、機動力などの限界で対応不能な事態はある。

　ナタリーが欲ほつするのは単なる「勝利」ではなく「支配体制の確立」。本国を攻せめられて拠きよ点てんを失うような事になれば、現在彼かの女じよの下に集っているシャムリーたちが離り反はんする危険も無視できない。

　何しろ彼らの大半は理念に賛同しているのではなく、面めん倒どうな政務はナタリーに任せっぱなしで「貴族」として特権を得られるという利益に群がっているだけなのだから。

「敵に攻め込まれたら、こっちは脆もろい。それよりは相手がお膳ぜん立だてを整えてくれた戦場で押しつぶした方がいいわ。美味おいしいお話もあるしね」

「それなんだけど、信じていいのか？」

　目を閉じ、椅い子すで身体を預ける姉の自信に満ちた説明を聞きながら、ケヴィンも自分の器に酒を注ぐ。

　宣戦布告は正式な文書だが、それとは別に漏もれ聞こえてきた噂うわさがある。

　ヒューマン・ネイションとの合戦に際し、女王自らが前線に赴おもむいて状じよう況きようを視察すると共に兵たちを鼓こ舞ぶ、開戦の号令を飛ばすというのだ。

　遠えん征せい軍ぐんの総指揮官であるガラハンは危険であると反対したが、征臣と京というシェナに近いふたりのシャムリーの奨すすめの上で、シェナ自身が希望したのだという。

「この話、さすがに出来すぎじゃないか？」

　手の中で銃じゆう──己の〈武具〉をくるくる弄もてあそびながらケヴィンが尋ねた。

　小さなリボルバーは、出しっぱなしでも使い手にかかる負担は小さい。

「警けい戒かいは必要だけど、臆おく病びようになる必要はないわ。メルクアルラム王都から舘征臣の飛竜ワイバーンに同乗してシェナがこっちに来たのは間違いないもの。確かに、この目で見たわ」

「この目って言い方が適切かどうか、難しいところだけどな」

　ケヴィンが笑う。

「間違いなくわたしの目よ。この〈天鷲の瞳イーグル・アイ〉は」

　瞼まぶたが開き、ナタリーの青い瞳が露あらわになる。

　シェナの来訪を目もく撃げきしたのはこの両眼ではない。天空に存在するもうひとつの目だ。

〈天鷲の瞳イーグル・アイ〉──そう名付けられた人工衛星こそが彼女の〈武具〉だった。

　ナタリーがガルムガクスに現れたと同時に遙はるか上空に出現した地表監かん視し衛星は、予あらかじめ認にん識しきしておいたいくつかの対象を記き憶おくし、必要に応じて現在位置を呼び出す事が可能だ。新参のシャムリーが強国である射い水みずを倒たおしたと知った時以来、神和住大駕と舘征臣のふたりはマークしていた。

　再び目を閉じる。

　ナタリーの視界が暗くら闇やみだったのは一いつ瞬しゆんだけ。すぐにヒューマン・ネイションを中心とした航空写真が映し出された。

　その中の一点、メルクアルラム軍陣じん営えいへと画面がズームしていく。最大倍率でも人の頭がピンヘッドほどにしか見えないし、アングルが真上なので詳しよう細さいな表情や人相などは判別できない。それでもガルムガクス人は体毛の色がバリエーション豊富なので、頭頂だけでもある程度個人の判別は出来る。

　数日前。征臣が長ちよう距きよ離りを高速で、即すなわち飛竜ワイバーンでこちらへ移動している事を感知したナタリーは、カメラを寄せて確かく認にんしたのだ。その時には、確かにピンクの髪かみの少女が後ろに同乗していた。

　今は屋内にいるらしく探せないが、確かに前線の駐ちゆう屯とん地ちに到とう着ちやくし、ガラハン大将軍が丁てい寧ねいに出で迎むかえたのも目撃した。

　再度〈天鷲の瞳イーグル・アイ〉をズームアウトさせる。

　今度はガルムガクス全土を視野に収める。全土とは言っても、あくまでも既き知ちの東西、そして南というみっつの亜あ大たい陸りくが寄り集まった地図だけだ。

〈天鷲の瞳イーグル・アイ〉も万ばん能のうではない。

　ナタリー自身が意識して「視」なければならないし、情報の記録なども不可能だ。つまり彼女自身が意識しなかったり、寝ねている間はチェックできない。また亜大陸群の上空に静止していて自在には動かせないので、裏側の半球の状態も不明。

　厳密に考えればこの異常な世界が「惑わく星せい」かどうかもはっきりしない。ナタリー自身の認識では確かに〈天鷲の瞳イーグル・アイ〉は静止衛星の機能と形状を有しているが、倍率の関係でガルムガクスの外縁は視野に入らない。ひょっとしたら平へい坦たんな世界の上に得体の知れない奇き妙みような力で人工衛星がつなぎ止められているだけなのかも知れないのだ。

　目を開き、〈天鷲の瞳イーグル・アイ〉とのコンタクトを切ったナタリーの口元に、皮肉めいた冷れい笑しようが浮かんだ。

　東洋史マニアで軍師に憧あこがれ、世界を征せいする王者を陰から踊らせる演奏者になりたかった。だが、せっかくガルムガクスに多数のシャムリーが現れて群ぐん雄ゆうが割かつ拠きよする時代が到来したのに、ナタリーの目に適かなう「主君」はなかなか現れなかった。

　最初に目をつけ、観察していた対象は射水元もと保やす。

　武力は申し分ないし、ガルムガクス人を支配しようという方針は評価できるが、あまりに短たん慮りよな暴君過ぎて将器に乏とぼしい。いわば、董卓や呂布のポジション。一時はその強さで権勢を誇ほこってもいずれ滅ほろぼされるだけ。それに性格的にも、軍師を重用し相応ふさわしい待たい遇ぐうを与あたえてくれるとは思えない。不興を買えば即そく座ざに殺されてしまいそうだ。

　彼を破った神和住大駕と舘征臣のふたりは確かに有望だった。

　しかし、どちらも彼女にしてみれば誤った道を邁まい進しんしているだけ。複数の異なる知的生物が混在する世界をマネジメントする展望に欠けている。そのくせ着実に勢力を伸のばし、ゆくゆくはナタリーにとって厄やつ介かいな障害になりかねない。

　だから彼女は不本意ながら、自身で国を建てる事にしたのだ。

　無い物ねだりには意味がないのだから。

　建国の場所として、東西両亜大陸が接する海かい峡きよう地方を選んだ理由はいくつかある。

　第一に、目を付けていた射水が倒れた以上その近くに留とどまる意味がなくなった事。次に、既き存そんの秩ちつ序じよが強固な東方と混乱が著いちじるしい西部を避さけて足場を固めやすい事。

　そして何より、ここならば亜大陸群全体を「視野」に収められて〈天鷲の瞳イーグル・アイ〉の能力を最大限に発揮できるからだ。もちろん人づての噂も東西両方から伝わってくる。

　大駕と征臣、注目すべきふたりが東西に分かれたのだし、双そう方ほうに目を向けるためにもこの位置取りが望ましい。

「ひとりは常に自らが戦せん陣じんを切り、勝ち続ける事で己の声望を高め、勢力を拡大していく。もう一方は大国の中ちゆう枢すうに潜もぐり込み、その中で地位を高めていく──本当に面おも白しろいシチュエーションよね」

　酒をひと口含ふくみ、風味の乏しさに眉まゆをひそめる。

「このふたりに対たい抗こうできるだけの力があって、なおかつわたしの采さい配はいで動いてくれるような適当な王様がいたら、自分で国を建てる必要なんかなかったのよ。軍師として歴史を観察し、操るっていう美味しいポジションに就きたかったのに」

「いいじゃないか。望むと望まないに拘かかわらず、姉さんにはそれだけの器があったって事だろ？」

　自分の分では満足できず、姉の手からマグを横取りしてケヴィンは一気に残りを呷あおる。

「リーダーってのはビジョンを示して、みんなを引っ張っていくのが仕事だ。神和住大駕も舘征臣も、単純に勝ってこの世界を統一する程度しか考えてない。でも、姉さんは俺おれたち地球人がこっちの世界で百年も二百年も幸せに生きていける道を見せてくれた。だから、多くの人間がついてきてくれたんだしな」

　空のマグをテーブルに置く。

「本当は王様とか将軍とかって嫌いやなのよ。いちばん上のポジションって、頭悪くても務まる癖くせに責任が大きくて失敗すると殺されたりするし。それよりは、権力者を後ろで操る軍師がいいの。ボスが倒されても、その敵に売り込んで生き残るのも簡単だし」

　愚かな国民にイメージを売り込むだけの大統領という名の案か山か子しより、選挙参さん謀ぼうになる方が楽しい。

　政治的主張やポリシーなどは単なる武器。価値観も立場もなく、純粋なテクニックだけで勝利を目指す──善悪を超越したプラグマティックな割り切りこそが、ナタリーの軸じくとなっていた。

「わたしは、死にたくないの。自分が永遠に生きたいなんて始し皇こう帝ていみたいに馬ば鹿かげた事を言うつもりはない。けれども長生きと、自分のファミリーがずっと存続するのを願うのは自然な事だし、実現可能な事よ」

　征臣が指し摘てきした通り、こちらの世界で生まれた次世代に優すぐれた能力が備わる保証はない。血筋が才能を確約するものでないのもわかっている。現に血を分けた姉弟でありながらナタリーとケヴィンは性格も資質も全く異なる。

　それこそ弟にもっと覇は気きや将器が備わっていたら、彼かれを王として押おし立たてて自分がその軍師に収まるというオプションもあったのに。

　これもまた、無いものねだりか。

「だけど、本当にあの男が裏切ってこっちに付くなんて信じていいのか？　姉さんが直々に口説いた時には、あんなに反はん抗こう的てきだったじゃないか、あいつは」

「舘征臣の心理を考えれば理解できるわ」

　出来の悪い生徒を教え諭さとす教師の口調で、ナタリーは弟へ解説する。

　冷静に判断すれば、メルクアルラムの貧弱な鉄てつ砲ぽう隊たいでヒューマン・ネイションに勝てないのは明らかだ。

　彼の飛竜ワイバーンもまた、ヘリ相手には分が悪い。

　空中での機動性や速度では互ご角かくかそれ以上であっても、剣や古典銃じゆう程度しか攻撃手段がない以上、こちらの装そう甲こうを破れない。しかもこの世界では歩兵が機き甲こう部隊に化ける事さえある。

　相手がそれを理解するのを期待したからこそ、ヘリだけを見せた。

　空を飛べるシャムリーは希少だが、地上車両を出現させられる者はそれより数が多い。一〇人の兵員が搭とう載さい可能という機体のスペックを知っていれば、十両の戦車がいきなり最前線に出現する事を征臣は危き惧ぐするだろう。

　実際には戦せん闘とう力りよくのある車両を出現させられるシャムリーは四人だけだが、敵としては最悪の事態を予想しなければならないはずだ。

「ケヴィン。貴方あなたなら独立戦争レベルのマッチロック銃と剣や槍やりだけでこんな軍隊に戦いを挑いどむ？」

　姉の問いかけに、ケヴィンは首を横に振ふる。

「クレイジーだね。だけど日本人ならカミカゼを決行するかも知れないだろ？　姉さんが言うとおり、奴やつらは不合理だ。異世界でチャンスがあっても支配階級になろうとしないくらいにね」

「舘征臣がそこまで愚おろかなら、初歩的とは言え銃じゆう器きを量産してガルムガクス人を武装強化するなんて考えないわ。もっと賢かしこければ、ガルムガクス人に武器なんか与えないんでしょうけど」

　揺ゆれ続ける椅子を止め、ナタリーは座すわったままで背せ伸のびをした。

「彼が裏切るっていうのは、単に戦場でいきなりこっちに合流するとか、自軍に不利な作戦を立てるとかっていうレベルじゃないわ。舘征臣がわたしたちに期待しているのは、視察に来たシェナ王女を殺す事よ」

　ヒュウ──姉の言葉に、ケヴィンは口笛を吹ふいた。

「けど、姉さん。奴は今、その国で結構な要職に就ついてんだろ？　それをフイにして今から俺たちのプランに参加するなんて事はあるのかい？」

「そのためにわざわざ情報を流して、わたしがやりやすいようにしてくれたんじゃない。女王の死を手みやげに、ヒューマン・ネイション内で然しかるべき地位を要求するつもりなんでしょ？　その程度には頭が回る男だからこそ、直々にスカウトにも出向いたんだし。生き残るためには妥だ当とうな判断よ」

　貧弱で原始的な武器しか持たず、しかも征臣が離り脱だつしてもメルクアルラムが諸国をまとめ、この世界の価値観を主導する強国である事は間ま違ちがいない。ヒューマン・ネイションが覇はを握にぎるために最大の敵となるのは間違いないだろう。

　だが、あの国の急所ははっきりしている。

　シェナだ。

　元々が国内諸勢力の都合で担かつがれた無力な小こ娘むすめ。それを征臣らが助け、政敵を排除して女王本来の権力を回復させたという情報は当然掴つかんでいる。この状況を言いい換かえれば、現在メルクアルラム国内にはシェナの対たい抗こう馬ばになりそうな有力者は存在しないという事だ。本人がまだ若く独身で、後こう継けい者しやもいない。

　ならば、シェナが急死すればメルクアルラムは大混乱に陥おちいる。再び内部での権力闘とう争そうが勃ぼつ発ぱつし、外がい征せいの余よ裕ゆうなどなくなるだろう。もちろんメルクアルラムに従っていた他ほかの国々も勝手に動き、相争う事になる。

　征臣が普ふ及きゆうさせた小しよう銃じゆうは、ガルムガクス人同士の殺し合いでなら圧あつ倒とう的てきな力となる。

　ヒューマン・ネイションという異物が強ごう引いんに征せい服ふくを進めようとすれば反発も大きいだろうが、自じ滅めつし、疲ひ弊へいしたところに手を差さし伸べれば支配は容易い。

「あの知ち恵えの回る男が、将軍の反対を押し切きってわざわざ女王を最前線に連れてきてくれるのよ。せっかくこっちの意を読み取って美味しい料理を出だしてくれるんだから、ちゃんと食べてあげない方が失礼でしょ？」

　本当に食欲が抑おさえられないかのように、ナタリーの舌が珊さん瑚ご色の口くち唇びるをなめ回した。







第四章　　埋もれた棘







　旅の商人や流民によって情報が伝わるとは言え、さすがに海峡を挟はさむと伝達は滞とどこおる。

　ヒューマン・ネイションとメルクアルラムの開戦期日をラウフラムの本ほん陣じんが知ったのは、その四日前だった。

「こりゃ厄介な事になったなぁ」

「何言ってんだよ、お前は」

「痛てっ！」

　率そつ直ちよくな感想を口にした毛利は、いきなり大たい駕がに頭を小こ突づかれた。

　参陣じんしたばかりの降将とはいえ、既すでに彼もラウフラムの要人だ。元からの部下は多いし、特異な〈武具〉を持つため戦力としての期待も大きい。

　ギオンから情報を得て以来、ヒューマン・ネイションとメルクアルラムの戦いに介かい入にゆうできるよう準備を進めてはいたが、さすがに日程が厳しい。大駕の天馬ペガサスなら直線距きよ離りを全力で飛べば一日足らずで駆かけつけられるが、他の部隊はそうもいかないからだ。今から出発してもぎりぎりだし、数で劣おとる上に拠点を離はなれて無理な行軍から交戦に入れば、ただ殺されに行くピクニックも同然だ。

「大部隊を編成してる暇ひまはないな。俺と毛利、それから腕うでの立つシャムリーだけで強襲部隊を組んで、連中の戦争に割り込む」

「少数精せい鋭えいで、ゲリラ的に背後を突つくって事だな？」

　大駕の意図はすぐ理解できた。天馬ペガサスほどではないがケルベロスも歩兵よりは足が速いし、毛利自身に加えてもうひとりくらいなら乗せて運べる。他にも〈武具〉自体に機動力のあるシャムリーをまとめて動員すれば、一〇人程度の戦力を二、三日で送り込む事は可能だ。

　単純な数としては心こころ許もとなくとも、能力を考えれば奇襲部隊としては充じゆう分ぶん意味のある数字のはず。

「ああ。俺たちがちょっかいを出している間に、彩あや芽めさんは歩兵部隊を率いて続いてく
れ！　出発は明日の夜明け。そっちの編成なんかは任せる」

「は、はい」

　彩芽の主力部隊も後から追いかけるというより同時に出立し、行軍速度の差で自然と後続部隊になる形になる。こちらが追いついてから本格的な合戦に移行するというより、こちらが優位ならば駄だ目め押おし、劣れつ性せいならば奇襲部隊が無事に撤てつ退たいするための支し援えんが役割だ。

「今回は長距離の遠えん征せいで、おまけに現地に腰こしを据すえるつもりはない。ヒューマン・ネイションを叩たたいたら後はまさ……メルクアルラム軍に任せて引き上げる事になるから、補給部隊や衛生部隊は同行しなくていい。ただし万一に備えていつでも動けるように準備は整えておいてくれ」

「うん。わかった」

　今度は真ま羽うが頷うなずき、彩芽と一いつ緒しよに司令部から出て行った。

「んじゃ、俺は自分の部下にちょっと話つけて来ますよ」

「ああ。頼たのむ。なるべく速くな」

　大駕に言い残し、毛利も席を立つ。

　ラウフラム軍は打ち破った相手を受け入れ、吸収してきたという事だ。どうしても新参は命令系統が不ふ徹てつ底ていで、誰だれの下でどういう任務に就くかという指示が末まつ端たんまで届きにくい。

　毛利軍はつい先日組み入れられたばかりなので、かつての組織がほとんどそのまま残っている。派は閥ばつ化かするのを避けるため、いずれ解体されてさまざまな部署に割わり振られる事になるだろうが、今のところは毛利自身の統とう率そつに任せた方がいいと判断されているのだ。

　今回は毛利が大駕に同行して遠征するため、副官の牟む田たにきちんと後を託たくし、なおかつラウフラム軍に従うように厳命しておいた方がいい。

　何しろこの間まで敵だったのだ。新しい組織に馴な染じむためには真ま面じ目めに働かなくては。

　シャムリーではないものの牟田は強く、人望もある。あいつなら留守を任せても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　ところが、その牟田の姿が見あたらない。

「……どこ行ったんだ？」

　慌あわただしく人が行き交う中をうろうろ歩いていると、ようやく彼の姿が目に止まった。それも、思いがけない場所で。

　女性の宿舎に使っている大きな屋や敷しきの前で他のウーティシオ人とこそこそ話をして、しかも中に入って行ったのだ。

「何やってんだ、あいつは。少しは状況考えろよなぁ」

　思わず苦く笑しようして呟つぶやく。

　ラウフラム軍では彩芽や真羽を含ふくめて二〇人ほどの女性が従軍しているが、彼女たちは仕事で分けられずにまとめて寝ね泊とまりしている。もちろん、原則として男子禁制。

　どんな時でも男が女を求めるのは自然と言えば自然だ。むしろ戦地では本能が強く働く傾けい向こうもあるらしい。毛利軍にはウーティシオ人の女性はいなかったが、ガルムガクスの女性と事実上の夫ふう婦ふとなった者も少なくなかった。

　毛利軍では力ずくの陵りよう辱じよく暴行は厳しく取とり締しまる一方で、恋れん愛あいや結けつ婚こんは推すい奨しようしていた。兵士の不満を抑えるために効果的だと考えたからだ。もっとも毛利自身は色いろ恋こい沙ざ汰たよりも天下取りの方が面白いので独り身のままだったし、牟田も同様だと思っていたが。

「まあ、元上司としちゃひと言注意してやった方がいいな、こりゃ」

　びっくりさせようという軽い気持ちで、ノックもせずにドアを開ける。

「おい、お前ら何やってん……だ？」

　毛利の言葉が詰つまる。

　屋敷の中にいた男は、牟田たち数人だけではない。

　裏口や他の場所からも侵しん入にゆうしていたのか、一〇人ほどの兵士たちが立っていた。

　全員が、武器を手にし、しかも髪や瞳は黒や濃こい茶色。ウーティシオ人ばかりだ。

　一か所に集められた女性は、青ざめた顔で怯おびえている。こちらはガルムガクス人も交じっている。

　左右で髪を結ゆわえた少女──杏あんの肩かたを抱だいて小声で励はげまし続けているのは彩芽。真羽は他の皆みなを守るように男たちに向かって、両手を広げて立ちはだかっている。きっと口唇を結んではいるが、彼女もまた小刻みの震ふるえを完全に抑えられてはいない。

　医い療りよう班はんへ指示を与えに行った真羽がここにいるのは当然としても、彩芽までというのはどういう事か。雰ふん囲い気きからすると、強引に連れ込んだのか。

「まさかこの人数で力ずくとか考えてんのか？　馬鹿な事はすぐに止めろ！」

　毛利が襟えり首くびを掴む。

　体力はあるが牟田は小こ柄がらなので、背の高い毛利がぐっと引き上げる形になる。

「そんなんじゃないスよ。そんな、セコい話じゃないですってば」

　口元を笑えみの形に歪ゆがめて、牟田が答える。

「そんなんじゃないって、じゃあ何なんだ？」

「こういう事、なんスよ」

　毛利の背中から、赤く濡ぬれた剣けんの切っ先が生えた。

　牟田が、いきなり刺さし貫つらぬいたのだ。

　激痛というより、冷たく熱い痺しびれが腹の中心を占せん拠きよする。

　視界から急速に明るさと彩いろどりが失われていく。

「あ……。おま……お前……」

　驚きよう愕がくの表情がどんどん青ざめ、反比例するように床ゆかが赤く染まっていく。

「あんた、そういう人間だから誘さそいがかからなかったんスよ。いいモン持ってんのに、勿もつ体たいねえよなぁ」

　力が急速に抜ぬけて、牟田にもたれかかるしかない。しかし、その身体は無む理り矢や理り押おしのけられる。

　その勢いで剣が抜けた。

　支えを失い、毛利の身体は倒たおれる。

　背に触ふれた床の硬かたさが、この世で最後に感じたものだった。




「きゃあああっ！」

　杏の声をきっかけに、女性たちの甲かん高だかい悲鳴が重なる。

「おい、お前！　動くなっ！」

「どいてくださいっ！」

　兵士の制止を振り切り、真羽は倒れた毛利に駆け寄よった。

「しっかりしてください！　しっかり！」

　声をかけてもほとんど反応はない。僅わずかに一度、瞼まぶたが微かすかに動いたのと、口から鮮せん血けつが溢あふれただけだ。

　牟田は肝かん臓ぞうを狙ねらって突き刺し、更さらに刃はを抜く際に捻ひねって体内の血管をずたずたに裂さき、傷口を広げたのだ。手の施ほどこしようがない、確実な致ち命めい傷しようだ。

　手で滑すべる血が乾かわき、冷えていく絶望的な感かん触しよくに、真羽は口唇を噛かむ。

「貴方たち、何のつもりですか！　何が望みです！」

　鋭するどい視線で射貫く先は、毛利を殺した牟田。顔と名前には覚えがある。将である毛利の側で警護していた近この衛え兵へいで、副官格だったと聞いている。

　屋敷を占拠したのは、元毛利軍ばかりではない。

　一年前、杏と戦う直前に庇ひ護ごを求めて大駕を訪たずねてきた者も交じっている。さすがにその時のリーダー格であり、今は歩兵隊の中ちゆう軸じくを担になっている高たか梨なしは加わっていないようだが。

「安心しな。別に、あんたたちの身体が目当てって訳じゃねえよ。一応、地球人の女にはなるべく手ぇ出さずに連れてこいって言われてるしよ」

　にやにや笑いながら、牟田が頬ほおを掻かく。毛利の返り血が、笑う頬を汚よごした。

　気き丈じように耐たえていた真羽も、背筋にぞくりと冷たいものが這はったような感触を覚える。

　かつて射い水みずに拉ら致ちされた事を、囚とらわれの場所で耳にした女性の悲鳴とそれに続く弱々しい諦てい念ねんの吐と息いきを、思い出してしまったから。

　地球人という言葉にも引っかかりを覚える。少なくとも、ラウフラム軍内ではほとんど使われていない言い方。普ふ通つうは「ウーティシオ人」だ。

「言っとくが、逃にげようなんて思うなよ。こっちの仲間は三〇人からいる。屋敷の外もきっちり囲んでるからな。おい」

　牟田が合図をすると、用意していた縄なわで女性が縛しばられた。ひとりずつ後ろ手に拘こう束そくした上で互たがいの足もロープで繋つなぐという念の入ったやり方だ。

　杏はさっきより更に小さく身体を丸め、小声で「嫌、嫌……」と繰くり返かえしている。彩芽も腕が自由にならないので、抱き寄せて慰なぐさめる事も出来ない。ただ耳元で声をかけ、励ますので精せい一いつ杯ぱいだ。何か動きを見せれば兵士たちが睨にらみ、剣をちらつかせるせいで、それさえもままならない。

「なあ？　人間の女は手ぇ出しちゃ駄だ目めって話だけど、ガルムガクスの方は別だろ？　やっちゃってもいいよな？」

「駄目だ。そういう事やったら、大駕がブチ切れるかも知れないだろ？」

　仲間の懇こん願がんを牟田は退ける。どうやら彼が一応のリーダーらしい。あくまで、この場を仕切るという意味での。

「籠ろう城じようしている分にはバレねえって。いいだろ？」

「いずれ何もかも好き放題になるんだからがっつくなっての。余計な事をするなって言われてるんだしな」

　小さく咳せき払ばらいをしてから、真羽は彩芽に視線を送った。向こうも無言で頷く。

　これだけの会話でも、わかった情報はいくつかある。

　問題は、それをどうやって外に──大駕に伝えるかだ。




　夕暮れの弱々しい光が、街外れの景色を赤く染める。

　一部の──と言っても三〇人以上の数だが──ウーティシオ兵が女性たちを人ひと質じちに立てこもってから、丸一日が過ぎた。

　敵の数は向こうから知らされたのではなく、点呼を取って不在から逆算したものだ。

　自分たちの本気を示すためだろう。相手は毛利の死体をこちらに示したが、他にも殺された者がいるかも知れないので正確な数は不明のまま。

「駄目です。連中は屋敷の周囲に警けい戒かい網もうを張はり巡めぐらせ、気づかれずに接近するのは極きわめて困難。我々が警告を無視した場合は、人質をひとりずつ殺すと」

　部下から報告された事実を、フィルゲンが大駕へ繰り返す。

　フィルゲンが信しん頼らいする元々のラウフラム兵を選せん抜ばつした部隊で遠巻きに屋敷を包囲し、監かん視ししているが、向こうも武装した兵士が互いの死角を補うように見張りに立ち、こちらの不要な接近を許さない。

「何か要求とか出してねえのか？　対話できるのなら、状じよう況きようを見み極きわめたり動かしたりする糸口も掴めるんだが……」

「今のところは何も。食料の要求すらありません」

「そりゃまあ、連中が押さえた場所が場所だからな」

　苛いら立だった大駕は、右手を左拳で打つ。

　女性たちの宿舎は部隊全体のための厨ちゆう房ぼうも兼かねている。元々ラウフラム軍は短期決戦を良しとするために長期戦のための乾かん燥そう保存食の類たぐいは重視せず、簡単なものであっても温かく煮に炊たきした料理を出すのが常だ。その方が兵たちに好評なのである。

　食しよく糧りよう倉庫そのものは別に存在するが、全部隊の一食分であっても籠城した犯人と人質だけなら余裕で数日は保つだろう。

「ここは自分に任せ、貴方は部隊を率いて前線に向かってください。こちらに構い、ヒューマン・ネイションを討うつ機会を逃のがしてはなりません」

「そうもいかねえだろ。連中は俺おれと交こう渉しようするって言ってんだからな」

　フィルゲンの提案を却きやつ下かし、大駕は口くち唇びるを噛んだ。

　問題はそこだ。反乱部隊──便べん宜ぎ的てきにそう呼ぶしかない──は大駕を名指ししながら、具体的な要求は何も出していない。こちらから質問しても、のらりくらりとはぐらかすだけだ。

　大駕がここを離れれば、人質の命が危ない。

　相手の望みが不明だから、どういう手を講じればいいのかもわからないままだ。

　本来ならもう出発しなければならないのに、毛利は反乱部隊の手にかかり、真羽も彩芽も捕とらわれている。まるっきり身動きが出来ない状況だ。

　戦いに介入し、ヒューマン・ネイションを討つ。更にメルクアルラムとも共同戦線から和を結ぶ。千せん載ざい一いち遇ぐうの好機だ。

「自分たちに後事を託せないというのであれば、強きよう行こう突とつ入にゆうして一気に解決しましょう」

「それじゃ人質を見捨てる事になるだろ！　中には真羽や彩芽さんもいるんだぞ！　お前はそれでいいのか？」

　大駕がラウフラムの主となる前、フィルゲンは苦境にある国を支える彩芽に仕えていた。ふたりの関かかわりは長く、絆きずなは強い。

「覚かく悟ごの上です。恐おそらく、彼かの女じよも納なつ得とくしてくれるでしょう。武人として当然の事」

「お前は生きつ粋すいの武人かも知れないが、彩芽さんは違ちがうだろ。彼女は自分の力を自覚して、決心して、身を投じているだけだ」

「以前にもお話ししたはずです。人の上に立ち、忠義を受けるというのは、大義や国のために少数の命を捨てる事を含んでの事なのです。ご決断ください」
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「……嫌いやだ」

　仮に彩芽に「武人」とやらの自覚があるとしても、人質になっている女性の中で実戦部隊に関わっているのは彼女ひとりだ。残りは真羽のように医い療りようや調理、補給などが仕事。もちろん戦争に無関係という訳ではないが、死の覚悟を日常にしている訳ではない。

　いや。フィルゲンにだって「死ぬ事を怖おそれずに戦う意志」は求めても「見殺しにされても受け入れる諦念」「率そつ先せんして死ぬ決意」などは持って欲ほしくないのだ、大駕は。

「何の犠ぎ牲せいも無しに物事が成なし遂とげられるなんて、甘あまい事は言わねえよ。だけどな、取れるモンを全部取る最上の結末にする可能性が少しでも残っている限り、俺はそれを諦あきらめたくない」

　反乱部隊には構わず戦場に向かうのも、犠牲が出るのを覚悟の上で強行制圧するのも、そのどちらも神かみ和わ住ずみ大駕の道ではない。

「では、どうなさるのですか？」

「……」

　フィルゲンの問いに、大駕は言葉を失う。

　実際、このままでは打つ手がないのは事実なのだ。いつもなら作戦の細部は彩芽が考えてくれるのだけど、今回はその彩芽が敵に捕らわれている。

　例えば征まさ臣おみなら、こんな状況で愚ぐ直ちよくに相手の出方を待ったりはしない。

　優先順位を冷静に見極め、最小の犠牲で反乱を鎮ちん圧あつし、重要な戦場へ駆けつけるはずだ。

　いや。それ以前にこんな事態を起こしていないか。

　一度仲間になった者はずっと己おのれの理想に同意し、付いてきてくれると油断していたのは、明らかに大駕の失策だ。

　長年の親友さえ離り反はんすると、経験していたはずなのに。

　組織が大きくなれば内部での立場や価値観の違いも大きくなるし、情勢の変化で人の気持ちも変わる。何より大駕の目が直接届かなくなる。ラウフラムの中にも、自身が直接大駕の考えや人ひと柄がらに触れて賛同したのではなく、元々属ぞくしていた国や集団の方針に従っただけの者も増えていく。

　事件解決のために動員しているのがラウフラム兵中心というのも、自分が釘くぎ付づけになっている間に別の部隊をヒューマン・ネイション攻こう撃げきに差し向けないのも、その事が理由だ。

　疑いたくはないが、女子宿舎の占拠に加わっていない者の中にも反乱部隊の内通者がいるかも知れない。大駕が直接見知って信頼できる者以外は全すべて警けい戒かいの対象だから、動かせる手て駒ごまは限られてしまうのだ。

　連中の主張や要求次し第だいでは、今は命令に従って待機しているウーティシオ人も反乱部隊に賛同するかも知れない。そうなったら抑えきれるかどうか。解決まで長引けばそれだけ大駕の求心力は低下するし、部下の不満も高まる。そして何よりヒューマン・ネイションを攻撃する機会を失う。

「どっちにしろ時間との戦いかよ……。俺は、野球のルールが性にあってんだけどな」

　試合時間という敵味方が共有する条件の中でそれぞれが自己の優位を手にしようとするサッカーやバスケットと違い、野球では「行こう為いの機会」そのものが均等に割り当てられている。

　ストライクをみっつ取られるまで。三人がアウトになるまで。攻せめと守り、それぞれのターンでやるべき事に専念すればよく、プレイの途と中ちゆうにインターセプトやロングパスで攻こう守しゆが入いれ替かわったりはしない。

　そんな都合よく綺き麗れいに整理されているのは、人工的なルールの中だけとわかっている。

　それでも大駕は現実をただ現実というだけで受け入れる事を拒きよ否ひする。

　現実が理想と異なるのなら、現実を変えればいい。変えるべく行動し続けるだけでいい。

　親友を侮ぶ辱じよくする先せん輩ぱいをぶん殴なぐってから、チームを再編したように。

　問題は、ここからどういう手を打つかだ。

　考え込む大駕の視界の隅すみで、何か小さな影かげが茂しげみを揺ゆらした。

「ん？」

　人間の大きさではない。何か小さな動物ほどだが、規則正しい三拍びよう子しのリズム。何かの意図を感じる。

　幸い──と言っていいのか、他ほかの建物の陰かげになって屋敷の周囲を警戒する兵士からは死角になっている。大駕は身を屈かがめて数メートル前進し、茂みに近寄った。

『た、大駕さん。気付いてくれたんだね？』

　草に埋もれるように震えていたのは彩芽の〈参謀本部ヘツドクオーター〉の一体である兎うさぎだった。ただし、いつもよりサイズが小さい。それこそ本物の子こ兎うさぎ程度しかなく、しかも半はん透とう明めいだ。

「お、おいっ？　大丈夫か？」

　慌てて、しかし目立たぬように身を屈めながらそっと抱き上あげる。

〈参謀本部ヘツドクオーター〉四体で一セット。互いが離れる事も、彩芽自身から距離を取るのも不可能ではなかったか。

『中の様子を伝えるのに、少しでも遠くへ行けないかって試ためして……。少しずつ練習したら僕ぼくがいちばん遠くまでいけるみたいで……でも、ここが限界みたいで……』

「わかった！　もう喋しやべるな！　あ、いや。必要な事だけ喋れ！」

　大駕自身シャムリーだから理解できる。〈武具〉に本来の性質以上の事をさせようとすれば使い手の負担が大きい。監視の目を逃れて兎をここまで送り届けるために、彩芽はきっとかなりの消しよう耗もうに耐えているはずだ。

『反乱部隊は全部で三四人。自分たちの判断で動いているんじゃないよ。誰かはわからないけど黒幕がいて、予あらかじめ指示されてたみたい。目的は大駕さんっていうか、ラウフラム軍の足止めをする事。人質は今のところみんな無事だけど、兵士の中にはかなり調子に乗って、自制が効かなくなってる奴やつもいるみたいだから……』

「ＯＫ。それだけわかれば充分だ。ありがとな。お前も、彩芽さんも」

　そう告げると、四分の一しか目鼻がないデフォルメされた顔に満足そうな笑みが浮うかんだように見えた。

　大駕の手の中で兎の重さと姿が消えた。

　恐らく維い持じする彩芽の気力が限界になったのだろう。

「さて……と。これで方針は決まったな」

　いつまでも明確な要求を出ださないのも、足止めそのものが目的なら頷ける。具体的な交渉に持ち込まずにずるずると時間を空費させたいのだ。人質に手を出さないのも、下手な事をしてこちらが激発するのを避さけるため。

　そして、意図がわかれば黒幕が何者なのかも自然と浮かび上がってくる。

　恐らくはヒューマン・ネイションだ。

　メルクアルラムとの戦いに敵対的な第三勢力の介かい入にゆうを嫌きらい、自国体制内での厚こう遇ぐうを条件に反乱をそそのかしたというあたりか。大駕に弓を引き、倒せという要求なら二の足を踏ふむ者も、弱い女性を人質にただ時間を稼かせぐだけなら心理的抵てい抗こうも少ない。

　つまりヒューマン・ネイションは大駕たちが介入しなければメルクアルラムに勝てる、言いい換かえれば、ちょっかいを出されれば勝利は危あやういと見なしている訳だ。

　ならばますます、この状況を解決して出しゆつ撃げきしなければならない。

「サッカーだったら勝ってる側は時間つぶしも戦術なんだろうけどな。あいにく俺は野球選手だっての」

「は？」

「何でもない。独り言だ。まず俺が言って話をする。何かあったら、そっちの判断で動いてくれ」

　フィルゲンに言い残すと、大駕は真まっ直すぐに反乱軍へ向かって歩き出した。

　腰の鞘さやから、剣を抜き放ち敵対の意思をはっきりと示す。

　苦境で立ち止まったり悩なやんだりする事こそ、最も自分らしくない事だ。

　考えろ。熟じゆく慮りよの上で恐れず、最善を尽つくせ。

　そうでなければ──征臣が倒すべき敵としての資格もない。

「ま、待て！　何のつもりだ？」

　見張りに立っている兵士が、腰こしの退けた姿勢で訊ねる。

「俺に用があるって話なんだろうが。だったらさっさと本題に入ろうぜ。そのため、こうやって出向いてきてやったんだ。お前ら三下じゃ用が足りねえ。リーダーっつーか、他人の口車に乗って踊おどらされている馬ば鹿かなボス猿ざるを出せってんだ！」

　敢あえて挑ちよう発はつ的てきな言い方で、語気を強めて命じる。

　相手がのらりくらりと時間稼ぎをする気なら、こっちは何でもいいから刺し激げきして行動を起こさせるのが手だ。

「お、おい。どうする？」

「どうするって言われても……」

　番兵たちは不安な表情でちらちらと、互いの顔と大駕の間で視線を彷徨さまよわせている。

　その反応に、大駕は確信した──勝てる、と。

　士気は低く、命令系統も未整備で誰だれが意思決定をするのかも曖あい昧まい。

　充じゆう分ぶんな準備をして、最大の成果をもたらすように企くわだてられたのではない。ラウフラム軍を乗っ取るのでも割るでもなく、大駕本人を暗殺するというレベルでもない。ただ、足止めだけが目的。

　優先されているのは、タイミングだけだ。

「さっさと話が通じる奴を連れてこいってんだよ！　気づいてるか？　お前らは裏切った先で美味うまい目に遭あえねえぞ。単なる時間稼ぎのための捨すて駒ごまだ。せいぜいがリーダー格の何人かが黒幕のところに逃げおおせるかも知れないが、残りは見殺しになる。嘘うそだと思うなら本人に訊ねてみろ！」

　怒ど鳴なりつけると、反乱兵たちはまた顔を見合わせ、打ち合わせの末にひとりが屋内へと駆かけ込んでいく。

　これは単なる脅おどしではなく、大駕なりに確度の高い推察だ。

　ヒューマン・ネイションがこちらの介入を怖れているという事は、メルクアルラムに勝つとしても容易ではないと考えているのだろう。それなら、征臣たちを打ち破った後でそのまま遠えん征せいし、反乱部隊の救きゆう援えんに来るだけの余よ裕ゆうがあるとは思えない。

　ならば、こいつらの大半は見捨てられる。

　敵であっても、裏切り者であっても、無む駄だ死じには望まない。

　大駕の前には七、八人の兵士が武器を構えて見張っている。ただし、全員が集まってくるような愚ぐはさすがに犯おかさない。大駕ひとりが囮おとりで、人質救出部隊が別に動いている程度は考えているのだろう。

　数の上では優位、しかもラウフラム軍の頂点を倒す好機でありながら、誰も先せん陣じんを切ろうとはしない。

　これが、一昨日までは自軍の兵士だと思うと己が恥はずかしくなってくる。

　何人かは顔の見覚えくらいはあるのだが、素す性じようと名前までは思い出せない。

　ここにいるのが俺じゃなくて征臣なら──大駕は、そんな事を考えてしまう。

　仮に反乱の発生を見過ごしてしまったとしてもひとりひとりの顔と名前、性格や素性まで間ま違ちがいなく記き憶おくしていて、的確な言葉で彼かれらの意志を挫くじき、あるいは誘ゆう導どうして無む駄だなくこのトラブルを解決していたに違いない。

　そんな事を考えているとドアが開き、中からひとりの男が現れた。

「随ずい分ぶんと勝手な事を言ってくれるっスね、王様は。こいつらが単なる捨て駒だなんて。俺が、こいつらのリーダーの牟田だけど」

　かつての毛利の副官は、既すでに抜き身みの長ちよう剣けんを手にしている。

「時間稼ぎしたってヒューマン・ネイションの救援部隊は来たりしねえぞ。彼女たちを解放して、武器を置け。今なら許す……ってのはさすがに無理だが、投とう獄ごく程度で勘かん弁べんしてやるぜ」

　本来の掟おきてなら、反乱行為は例外なく死し刑けいだ。

　それでも大駕は、不要な死を拒こばむ。敵として対し、刃を交えて殺す事を決断して受け入れると同時に、救えるのであればひとつでも多くの命を救いたい。

「……あんたのそういう態度が気に入らねえ奴もいるって話っスよ、俺とか。自分を倒した奴が大物だから、喜んで軍門に下っちゃうって奴ばっかだったら、あんたも楽なんでしょうけどね」

　大駕の言葉を嘲ちよう弄ろうし、牟田はわざとらしく欠伸あくびのふりをする。

「俺が気にくわないから、ヒューマン・ネイションに尻尾しつぽを振ふるのか？」

「ああ、そうっスよ。あんたのご立派な理想とやらは堅かたくって噛んでも噛んでも味がしないんでね。あいつらが提供してくれるのは、俺みたいな俗ぞく物ぶつでも美味おいしくいただけてカロリーたっぷりの、ジャンクフードな幸せなんスよ」

「お前らに最終的な勝ち目はないんだぞ。さっさと人質を解放しろ！」

「やーだね。連中は、引き延ばせばちゃんと救援に来るって約束してくれてんだし」

　これは、半ばは反乱兵たちに向けた発言だ。

「それに、ご立派な王様は女どもを見殺しに出来ないっしょ？　単純な兵力じゃ俺たちを潰つぶすのは簡単でも、今まで手を出せてないもんねぇ。どう考えたってそっちが俺たちを全ぜん滅めつさせるより、中にいる仲間が人質を殺す方が手っ取り早いぜ」

　大駕は奥おく歯ばを噛かんだ。

　挑ちよう発はつし、あるいは譲じよう歩ほし、何とか相手の反応を引き出そうとしたのだが、開き直った牟田には半はん端ぱな交渉は通じない。あくまでも人質を頼たよりに時間の空費という当初の方針を守るという、大駕にとっては最も手て強ごわい反応をしてきた。

　この会話自体が無駄であり、むしろ大駕の方が敵の策に絡からめ取とられている。

「いやぁぁぁっ！」

　その時、屋や敷しきの中から女の悲鳴が聞こえた。

　壁かべ越ごし扉とびら越ごしなので、誰の声かという事まではわからない。

　考えるより先に、大駕の手足が動いた。

　剣けんを振りかぶり、ダッシュする。

　だが、牟田の剣がそれを受け止めた。

　金属音が響ひびき、火花が散る。

「……俺はなぁ、向こうじゃ剣けん道どうやってたんスよ。これでも段持ちでね」

　大駕の打ち込みを手慣れた剣けん捌さばきで押おし返す。

「普通に斬きり合あうだけなら、あんたにも毛利にも負けねえんだ！　だけど、たまたまシャムリーじゃなかったってだけで、こっちじゃ一段低く見られる。これってかなりの理り不ふ尽じんっスよねえ？　不公平すぎるじゃないですか？　生まれつき持ってるモンで全部決まっちゃうなら、自分の持ち物を高く買ってくれるところに行くっきゃねえっしょ！」

「どけ！　中で何か起きてるんだ！」

「こっちは時間稼ぎだけしてりゃよかったのに！　あんたが動いたから！　もう殺しちまうのが早いって事になっちゃったでしょうが！」

　筋の通らぬ恨うらみ言ごとを口走りながら、有段者だけあって牟田の斬撃は素す早ばやい。しかも剣道の形に拘こだわる事なく、修練で積み上げた基き礎その上にガルムガクスで身につけた鋼鉄の刃やいばを使いこなす経験が重ねられた実戦的な動きだ。

　鋭するどく突つきかかり、小さく巧たくみな動きで籠こ手てを狙ねらう。

　低い軌き道どうで膝ひざに斬りかかるのは、剣道にはない技わざ。

　上背がない不利さえも牟田は武器として使いこなしている。

　大駕自身のガルムガクスでの経験と防具が無ければ、致ち命めい傷しようになっていただろう。

　むしろ幸いなのは、牟田の動きが鋭い事で他の反乱兵が半端に手を出せずにいる事だ。

　状況を見たフィルゲンが部下を引き連れて駆けつける。

　数の優位を失い、しかも屋や敷しき内ないの状況もわからない反乱兵のある者は逃にげ出し、またある者は武器を捨てる。

「ちっ！」

　牟田が舌打ちをした。

　せめて傍ぼう観かんしているだけでも大駕にとっては充分な牽けん制せいだったが、それさえ失われた。

　相手の勢いが衰おとろえた一いつ瞬しゆん──それを大駕は見落とさない。

　剣を捨て、一秒にも満たない刹せつ那なに精神を集中する。

　大駕を持ち上げるように白い天馬ペガサスが出現する。嘶いなないて持ち上げた前足を振り下おろす。

「うおっ！」

　咄とつ嗟さに反応した牟田も、高さと重さには対たい抗こうできない。

　守ろうとした剣を弾はじき飛とばした馬の足が、そのまま頭を直ちよく撃げきする。

　顔を掠かすめながら蹄ひづめが着地し、鈍にぶい感かん触しよくが馬上の大駕まで伝わってくる。

　純白の毛並みが返り血で汚よごれる。

「……これが、不公平なんだよ……。デカい奴に変な能力まであるってさぁ……」

　血に濡ぬれた頭で呪じゆ詛そのように言い残し、その場に倒たおれる。

　彼を葬ほうむったのは磨みがいた技ではなく、全く理解も干かん渉しようも出来ない世界の仕組みによって与あたえられるか否いなかが決定するシャムリーの〈武具〉だった。

　死を悼いたみながら、大駕には感傷の暇ひまもない。

　すぐさま天馬ペガサスを消し、大急ぎで扉とびらを蹴け飛とばして屋敷の中へと飛び込み──。




　交渉のために牟田が出て行くと、いきなり残された兵士たちの空気が緩ゆるんだ。

「自分じゃ毛利さんに文句つけてた癖くせに、何だかんだで堅いんだよな、あの人も」

「聞こえたらヤバいぜ」

「大だい丈じよう夫ぶだって。外の声が聞こえないって事は、こっちの話も、漏もれてねえよ」

　彼らが言う通り、外で大駕と牟田が話し合っている事だけは音の感じで伝わってくるが、具体的な会話の内容まではわからない。敵と相対して引き延ばしに専心している牟田は、当然こちらには注意を払はらっていないだろう。

「……外に、ちゃんと……伝わったみたい、ですね」

「うん。だから彩芽さんはそのまま休んでて」

　兵の目を盗ぬすんで途と切ぎれとぎれの声で笑う彩芽に、真羽も小声で返事をする。

　反乱軍内の力関係のせいか、女性たちの周りで直接監かん視しをしているのは毛利戦前後に加わった新参ばかりで、多少なりともラウフラム軍で戦った経験がある者は屋敷の外や出入り口などに配置されている。そのおかげでシャムリーである彩芽に対する警戒が杜ず撰さんだ。

　直接見知っていれば〈参謀本部ヘツドクオーター〉にちゃんとした実体があり、動く事も出来る事を見落とさないだろうが、敵として噂うわさに聞くだけなら、単に「様々な作戦を考案し、指揮を取る能力」でしかないからだ。

　本人から離して遠くまで歩かせるという、今までにない使用法は彩芽の負担が大きかったが、必要な情報は大駕に送った。だからこそ時間稼ぎという敵の意図を挫くべく、行動を起こしたはず。

　後は大駕を信じて、その上でこの状じよう況きようでも自分たちに出来る事がないか──。

　真羽がそんな事を考えていると、敵兵のひとりがこちらを見た。

　まさか気づかれた？　今の話を聞かれた？

　不安は、すぐに違う種類の不安に塗ぬり替えられる。

「な。せっかくだからよ。今のうちにヤっちまわね？」

　その兵士が、隣となりにいる仲間を肘ひじで小こ突づいたのだ。

「おいおい、本気かよ」

　声をかけられた側も笑いながら、しかし粘ねばつくような視線を向けてくる。

「牟田さんは外で話してるし、時間潰しが狙いなんだから当分戻もどってこないだろ？　それに殺したり怪け我がさせたりする訳じゃないし、こいつらだって縛しばられて動けないよりは気持ちよくしてやった方が楽しいって。別に処女が必要って訳じゃないし、牟田さんだってやっちゃったモンは仕方ないって許してくれるよ、きっと」

「まあ、それ言ったら処女って限った話じゃないしな。何人かは、とっくに神和住のお手つきかも知れねえし」

「ま、普ふ通つうはそうするよな。権力あるんだし」

　下げ卑びた笑いに口元を歪ゆがめて、数人の男が値ね踏ぶみするような目を真羽たちに向けた。

　だが、まだ誰も実際には動かない。

　裏切り、かつての仲間を殺し、拘こう束そくした女を前にあれだけの事を口にする連中でも、実際に行動を起こす最初のひとりになるのには抵抗があるのらしい。

　大駕の理想を信じないくせに、外から誘さそわれ、牟田に率いられ、お膳ぜん立だてを揃そろえてもらわなければ謀む反ほんも起こせないような奴らとしては当然か。

「そ、それじゃ、俺おれから」

　最初に声を上げた男が、蹲うずくまる杏に手を伸のばした。

「きゃっ！」

　強ごう引いんに引き起こされた杏が、小さく悲鳴を上げる。

「おいおい。お前ロリコンかよ？」

「い、いいじゃねえかよ、別に。個人の趣しゆ味みだし。それに制服がいいじゃん。ちゃんと人間の女とやってるって感じしてさ。俺、こっちの服装ってあまりそそられねえんだって」

「まあ、こいつだってもう一三、四くらいだろ。中学生なら問題なし。つか初潮来てたらセーフだよな」

「お前、それひでえって」

　言い訳する男に、仲間たちが笑う。

「や、やめなさいっ！」

　真羽は叫さけんだ。

　手足は縛られたまま。自由になるのは口と──心だけ。

「何？　そっちが代わりにやってくれる訳？」

「代わりっつーか、俺はそっちくらいがいいわ。やっぱガルムガクスの女より、同じ地球人の方がいいし」

「あ、俺も彼かの女じよがいい。順番決めようぜ、順番」

「こういうのは早いもん勝ちだろ？」

「えー、ジャンケンか何かで公平に決めようぜ。もし処女だったら、最初のひとりだけ得じゃん」

　さっきまでの奇き妙みような逡しゆん巡じゆんが嘘のように、たがの外れた兵士たちは軽口を叩き合う。

　その間にも、最初の男は強引に杏の服に手をかけた。

「やめ……やめて……」

「おとなしくしろってば！　向こうの国に行ってからも、お前にはいい目見させてやるからよ」

　セーラー服が引きちぎられ、下着と白い肌はだが露出する。

「やめて……やめてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　拒絶の声が絶叫に変わると同時に、杏が男の束縛から逃のがれた。

　腕うでを振り解いたのではない。

　腕が、男の胴から離はなれたのだ。

「ひっ！」

　痛みを自覚する間さえなく放たれた短い驚きよう愕がくが、彼の最後の声になった。

　虚空に出現し腕を切り落とした戦輪チヤクラムが縦に飛び上がり、顔を切り落としたからだ。

　高速で回転する戦輪チヤクラムが何度も往復しながら、既に息耐えた男の身体を細かく細かく切り裂さいていく。

　いや、それは切るというより摺り下ろすと形容する方がふさわしいほどの執拗さだ。

　血と肉にく片へんが屋内に振り撒かれる。

　反乱兵も、人ひと質じちも、誰も区別せずに散布されたもので真っ赤に汚れていく。

　杏は確かに一軍を率いるシャムリーだった。

　だが、彼女は大駕に保護されて以来、一度もその能力を発揮していない。後からラウフラムに加わった中には、彩芽の具体的な能力を理解していないのと同様、杏がシャムリーである事実そのものを知らない者が多いのだ。

「ひ、ひぃっ！」

「わああっ！」

　恐きよう慌こうに駆られた男が剣を抜いて闇やみ雲くもに振り回すが、部屋の広さを一杯に活いかした軌道で飛び回る戦輪チヤクラムの群には命中しない。

　男たちの腕が、首が、切り裂かれ、床ゆかに落ちる。

　既に塗りたくられた赤の上に、新たな赤が溢れ流れ出る。

「いやっ！　いやっ！　やめて、やめて……」

　その赤と異臭の中心で、杏本人は縛られたまま蹲うずくまり、目を閉じ、震ふるえていた。

　今の杏はただ恐きよう怖ふのせいで〈武具〉を暴れさせているだけ。周囲の状況を全く理解していない。戦輪チヤクラムそのものに感覚があるとしても、杏自身が完全なパニックだ。

　事実、男たちは全員倒されているのに戦輪チヤクラムの飛ひ翔しようは止まらない。乱雑に、無秩ちつ序じよに部屋の壁かべや柱までも切り裂いている。

　人質がまだ無事なのは男たちが立っていたのに対して、縛られたまま座すわったり転がされたりしていて、戦輪チヤクラムの軌道と交差していなかったからだ。ただし速度はそのままで徐じよ々じよに高度が下がっているので、それもいつまで保つか。

　それどころか制せい御ぎよ出来ていない戦輪チヤクラムが杏自身を傷つけ、殺す事だってあり得ない事ではない。

「杏ちゃん、止めて！　もう大丈夫、大丈夫だからっ！」

　声を張り上げて叫ぶが、杏の様子は変わらない。

　その時、不意に真羽の手足を縛っているロープが解けた。

「えっ？」

　振り向いた一瞬に、〈参謀本部ヘツドクオーター〉の熊くまと虎とらの姿が見えた。

　彩芽が残った気力を振り絞ったのだ。

　自分自身ではなく、真羽を解放した彩芽の意図はすぐにわかった。

　兎うさぎに無理をさせた上に、無む理り矢や理りもう一度〈武具〉を使えば彩芽自身は満足に動けない。そもそも生身の個人としては運動神経も鈍いし、熟慮は得意でも咄嗟の判断力では譲ゆずるところもある。

　だから、全すべてを真羽に託たくしたのだ。

　急いで立ち上がり──転んで血塗れになる。

　ずっと縛られていた手足は痺しびれて、思い通りには動かない。

　それでも手を突き、膝を使い、転び、もう一度立ち上がり、よろけながら、倒れかけ、また手で支え、歯を食いしばり、膝に力を込める。

　右から戦輪チヤクラムが飛来する。

　何とか身体を捻ひねったが躱かわしきれない。

　頬ほおに、冷たい痛みが走る。

　ぬるりとした感触が滴って首まで届く。

　それでも真羽は足を止めず、うずくまったままの杏に飛びつき、小さく震える全身を覆おおうように被さった。

「もう大丈夫っ！」

「……え……」

　声だけでは無理でも、思い切り抱だきしめた力は確かに杏に届いた。

「落ち着いて！　もう平気！　悪い奴やつらはもういない。いなくなったから！」

「もう……いない……？」

　カラン。

　ピチャン。

　勢いを失った戦輪チヤクラムが床に落ち、溜まった血の海に小さな波を起こして、消失する。

「あ、あた……あたし……あたし、また……。また……？　いっぱい殺しちゃって、こんなに血が……！」

「大丈夫！　杏ちゃんは悪くない！　悪くないの！　あなたは自分を守っただけ！　あなたのお陰かげでみんな助かったの！　ありがとう、ありがとう！」

　抱く腕に更さらに力を込める。

　杏の震えを押さえ込むために。




　──駆けつけた大駕は、ひと目で状況を理解した。

　生きている時の形状を残した腕や足、頭も多数転がっている。しかし肉の薄片と化して床と言わず壁と言わずばらまかれている反乱兵の残骸は、既に人数もわからない。

　人質になっていた女性は全員無事のようだが、ほとんどは壁際で飛散した血にまみれて恐怖に震えているか、それさえ通り越こした放心状態になっているかだ。

　血生臭さの中に混じる異臭は惨殺された兵士の腹から溢あふれた汚物か。それとも失禁した人質のものか。怪け我が人にんを診る衛生班であっても、ここまでの流血には慣れていない。気力を保てなくても当然だろう。

　例外は三人。

　気を失って倒れている壁際で倒れている彩芽と、血の海の真ん中で身を丸めている杏、そして彼女を抱いて必死に落ち着かせようとしている真羽だけだ。

「大駕……くん」

　気づいた真羽が、顔を上げる。

「……ご免な。俺の力不足で、お前を苦しめちまった」

　膝を突き、真羽に代わって杏を抱き寄せる。

「お前は悪くないとか、他人がいくら言っても意味ねえんだよな。お前が、殺したり戦ったりするのが嫌いやなんだもんな」

「違ちがうの……。あたしが、ちゃんと戦ってれば……あたしには出来るのに……。こんなのじゃなく……」

「そんな事言うな！　出来るからって理由でやりたくない事をやらせちまったら、それは上に立ってる奴の負けなんだよ！」
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　確かに杏が冷静に、合理的に振る舞っていれば、事態は簡単に解決した。

　彼女の能力を知らぬ反乱兵たちが油断しているうちに戦輪チヤクラムを出現させ、首筋を切り裂くだけで必要以上に切り刻む事もなく終わっていただろう。

　しかし杏は己おのれに備わった、人を害する能力を振るう事を怖おそれた。

　力を持つ者にはそれを正しく使う義務がある、制御する責任がある──それはひとつの考えだ。

　だが、一歩間違えばそれは「無力な弱者」が気軽に、無責任に、他者に苦難を押しつける事を正当化する。

　必要な能力を持つ者の心を外圧で変えるよりも、為そうとする意思を持つ者が力を勝ち取る方が正しいはずだ。

　そのために、望まぬ力が必要とされる非常事態の発生を防ぐ。

　即すなわち、平和で安定した世界を作り出ださねばならないのに。

　歯を食いしばる。

　反乱部隊の意図は挫いた。人質の命は助けた。

　それでも、これは大駕の敗北だ。

　戦いたくない人間の手を、返り血で濡らしてしまったのだから。

　どういうきっかけでこうなったかはわからないが、タイミングを考えれば杏が戦輪チヤクラムを発動させなければ人質の何人かは反乱軍の手にかかっていたはずだ。

「俺が……俺が弱いから、杏を苦しめちまった。ごめんな」

　詫びの言葉を繰くり返かえし、震える頭をそっと手で撫でる。

　だが、そこまでだ。

　二度とお前を──望まない人間を戦わせたりしない。

　誓う事は簡単だ。

　だが、保証は出来ない。

　現に、叶えられなかった。

　そして何より、もうひとつの約束のために今は行動を起こさなければならない。

　再び見えるという、親友との約束のために──。

「フィルゲン、悪いが後始末を頼たのむ！　彩芽さんも倒れているから、お前にしか任せられない。俺は、戦場に向かう」

「了解しましたが、部隊は？」

　毛利が殺された上に、反乱の後始末を考えると他のシャムリーやウーティシオ人を安易に動かす事は出来ない。最悪、牟田とは別口で大駕の背を撃つために懐かい柔じゆうされている者がいるかも知れないからだ。

「俺が、単騎で突っ込む」

　天馬ペガサスだけなら、まだ間に合う。

「危険すぎます！」

「この騒ぎで時間を失った。もう最適のタイミングは逃しているかも知れない。今、やるべきは充じゆう分ぶんな戦力を整えてのこのこ遅刻で駆かけつける事じゃねえ。俺ひとりでも急行する事だ。奇き襲しゆうで一瞬相手の目を逸そらすだけ……いや、最悪はヒューマン・ネイションの戦力や戦法をこの目で確かめるだけでも！」

「……わかりました。そこまでのご理解した上のお覚かく悟ご、しかもご自身でしかなし得ないのであれば、信じて託すのもひとつの忠義。反乱の後始末、治安の回復など安心してお任せください。それと、ご武運を」

「おう」

　屋敷を飛び出し、再び天馬ペガサスを顕けん現げんさせる。

　離り陸りくしようとした時──。

「待って！」

　白い後足に、真羽がすがりつく。

「もうひとりくらいは乗れるんでしょ？　だったら、わたしも一いつ緒しよに！」

「真羽、お前……」

「征臣君に会うのなら、わたしも立ち会う！　だって、三人が幼なじみなんだもん！」

　熱を帯びた真まっ直すぐな眼まな差ざしが、大駕を見上げる。

　手に武器を取って殺し合う力も、意思も真羽にはない。

　しかし、他の方法での「戦い」からは決して逃げない。

　例えば、大駕と征臣と一緒にグラウンドには立てないから、マネージャーとして必要な知識や技術を身につけたように。ガルムガクスで医い療りようを学んだように。

　尊重すべきは──意志だ。

「わかった。乗れ！」

「ちょっと待って。杏ちゃん、これ」

　振ふり返った真羽が自分の上着を脱いで、杏の肩かたにかける。

「もうこれしかないけど……。しばらく我が慢まんしてね」

　その言葉に、杏は小さく頷うなずいた。

　差し出されたのは、ガルムガクスの衣服だ。

　杏が大切にしていたセーラー服は、もう引き裂かれて繕うのも難しい。だから、この服を受け入れるしかない。

「じゃあ行ってくるね。今すぐは無理だけど、きっと杏ちゃんの望みが叶うよう、わたしも頑がん張ばってくるから」

　中ちゆ途うと半はん端ぱな慰めでも、強くなってこの世界に順応しろという叱しつ咤たでもない。

　杏に与えられるのは、元の世界へ帰れるという希望だけだ。

「行こう、大駕くん」

「おう！」

　真羽が伸ばした手を取り、力任せに引き上げる。

　鞍にかかる重さが増えたのを感じる。

「飛ばすぞ。しっかり捕まってろよ！」

「うんっ！」

　真羽の両腕が腰こしに回される。

　華きや奢しやで、決して力強いとは言えない腕だ。

　しかし大駕はこの腕が蓄えてきた物を、成し遂とげてきた事を、血とともに流れる意志を知っている。

　駆け出し、大地を蹴けり、翼つばさを羽ばたかせ、ふたりを乗せた天馬ペガサスは飛翔した。







第五章　　決戦の時







　平原の周囲に広がる鬱蒼とした森の上空を、黒い翼を広げた飛竜ワイバーンが大きな弧を描えがいて悠々と飛んでいく。

　通告された開戦日、既すでに平野の両側には両軍が陣じんを構えている。

　ヒューマン・ネイションは地球人の正規兵がシャムリーと一いつ般ぱん兵合わせて七〇人程度。例外的に引っ張り出したガルムガクス人の兵奴が約一五〇人。対するメルクアルラム軍は八〇〇人を超こえる。単純な数だけで見れば三倍以上の兵力差がある。

　この両軍が激げき突とつするであろう平野ではなく、その外周の森林上空をゆっくり巡るような軌跡を飛竜ワイバーンは描いている。

　下からでは十字に似た飛竜ワイバーンのシルエットしか見えないが、あれにはメルクアルラムの若き女王シェナ・ルラ・メルクアルが同乗しているはずだ。

　女王自らが最前線に訪おとずれるというのは異常事態だが、空を飛ぶ手段も空まで攻こう撃げきを届かせる手段もほとんど存在しないのだから普通に考えれば危険はない。

「まあ、普通ならな」

　平原の西側──ヒューマン・ネイション側に近い森の中、木々の間からそれを見上げる男は呟つぶやいた。

　与あたえられたのはごく簡単なミッションだ。だが、油断せず万ばん全ぜんを期しておきたい。そのためには標的の速度や運動性を観察し、把は握あくしておくべき。

　飛竜ワイバーンがこちらへ接近してくるのは、ナタリーの想定の内だ。こちらが動くのは充分に引きつけてから。何しろ飛竜ワイバーンの主は、こちらに「空を飛ぶ手段」「空中で戦う手段」があるのを知っているのだから。

「このあたりでいいか……」

　木々の疎らな、開けた場所を見つけて男は頷いた。滑かつ走そう路ろが不要でも人間の身ひとつのサイズではないのだ。何度もの実戦で己の〈武具〉に必要な広さは体感している。全長約一四メートル、ローターの回転直径は一二メートル。

　木立の中の広場の中央に立ち、男は意識を集中した。網のように光が広がって形成された局面的なボディに暗灰色のテクスチャが張り付き、実体と化していく。出現した二・四トンの重量によって、着陸脚きやくのタイヤを受け止める地面がぐっと窪む。

　回かい転てん翼よくが轟ごう音おんと同時に激しい風を巻き起こし、落ち葉を舞わせ、枝を揺らす。

　異世界に顕現したパンテル汎用ヘリは暗い森の中に着陸痕を残し、垂直に飛び上がった。

　普段なら後部のキャビンに他のシャムリーを乗せ、ロケット弾だんによる対地攻撃で敵軍の陣形を崩してから強行着陸、仲間を下ろして再び上じよう昇しようして支し援えんという戦術がパターンだが、今日は空中戦だ。

　虚空に躍おどり出でたパイロット──シャムリーはガラス越しの視界に黒い飛竜ワイバーンを捉えた。背には騎手である少年と、その身体にしがみつく長いピンクの髪かみを持つ少女が乗っている。

　ヘリの出現を目にした飛竜ワイバーンは、僅わずかに首を巡らせた。

　だが、一目散に逃にげたりはしない。

　男はにやりと笑うと、二〇ミリ機き関かん砲ほうのトリガーを押おし込んだ。

　重いモーター音と同時に銃じゆう弾だんが吐はき出される。

　直ちよく撃げきはしない。

　飛竜ワイバーンから一〇メートル以上も離れた場所を通過しただけだった。

　あくまで威い嚇かく射しや撃げきで充分という指示を、ナタリーからは受けている。

　シェナは確実に殺さねばならないが、征まさ臣おみは生かしておきたい。征臣自身もこちらの意図を汲んでいるだろうから、それなりの反応をするだろうと。

　女王による閲兵のため、派は遣けん部隊は後ご詰づめを置かずに全軍が集結している。士気を高めたままヒューマン・ネイションと交戦し、撃げき破はするという目論見だったのだろう。

　だが、そこで女王が死に、自軍を指導してきたシャムリーが裏切ったらどうなるか？

　混乱し、当惑する軍隊を揉み潰つぶすなど容易たやすい。

　飛竜ワイバーンが急いで逃げないという事実が、ナタリーの読みの正確さを裏付けている。

　ならばこちらとしては征臣が事故を装ってシェナを墜つい落らくさせられるよう、ちょっと脅おどしてやるだけでいい。これから大規模な戦せん闘とうがあるし、出来れば弾だん丸がんは温存したい。銃じゆう撃は控ひかえて、ニアミスで吹き飛ばされたようにするのがいいか？

　そう考えて近寄っていくのに合わせ、飛竜ワイバーンが急角度でターンしてパンテルのコクピットに迫る。

　何のつもりだ？

　パイロットは疑念に首を傾げた。

　こちらの世界の剣けんでは強化ガラスのキャノピーは突つき破れないだろうに。

　ローターが巻き起こす風を受けながら、飛竜ワイバーンがぴたりとコクピットの真横に付く。その風で、シェナの頭が飛んだ。

「な──？」

　いや。それは錯覚。

　実際に激しい風に舞い飛んだのは頭ではない。ただ薄うす紅べに色の長い髪だけ。

　変装用のウィッグが消えた後、風に晒さらされて乱れるのは真っ直ぐに切りそろえられた黒髪。

　少女は脚だけで自らの身体を支えて、征臣の腰に回していた両腕で構えを取る。

　左手には特異な装そう飾しよくを施ほどこした弓が、弦を引き絞る右手には矢が出現する。

　まさか──。

　パイロットの顔は、驚愕の表情で固定された。

　キャノピーの強化ガラスを貫かん通つうした矢が、彼かれの眉み間けんに深く突き刺さったからだ。

　シャムリーの死によってヘリの機体は幻まぼろしのように滲んで消しよう滅めつし、虚空に残された当人の亡骸が重力に引かれて真っ直ぐに落ちていく。




「Ｎｏ！」

　ヒューマン・ネイション本ほん陣じん。

　遠い空で落下するパイロットを目にして、ナタリーは母語で叫さけんだ。

　あり得ない。

　征臣はこちらの意図を汲んだのではないか。

　女王の来訪も、単騎での巡察飛行も、全てはヒューマン・ネイションに参じて己の生命の保障を得るための布石ではなかったのか。

「……まさか、わたしの裏をかいて填はめた？　味な真ま似ねを……っ！」

　思わず親指の爪つめを噛かむ。

　ナタリーは征臣の選せん択たく肢しを巧たくみに減らし、思考を操あやつったつもりだった。彼が、自ら判断したつもりでこちらの意に添って動くように。

　しかし、征臣はそれを読み切っていた。その上で策に乗せられたかのように振る舞う事で逆にナタリーを誘ゆう導どうし、貴重なヘリをおびき寄せて撃墜したのだ。

「ね、姉さん？」

　屈辱に肩を震わせる姉の姿に、傍かたわらのケヴィンが声を掛かける。

「……大だい丈じよう夫ぶ。ヘリを失ったのは痛手だけど、まだ負けた訳じゃないわ。航空支援が使えない場合の戦術も、ちゃんとここには入っている」

　口元から手を離し、指先でこめかみをとんとんと叩たたく。

　こっちの意を汲んだと見せかけるためでもあるのだろうが、敵が今全軍を揃そろえている事に変わりはない。ならばこの機に殲せん滅めつするまでだ。

　新鋭の小しよう銃じゆう部隊、ガラハン大将軍、そして三人のシャムリー──メルクアルラムの主力を撃破してしまえば、東亜あ大たい陸りくを制せいするのは容易だ。実際の戦闘を避さけつつ、こちらの戦果を宣伝するだけで怯えた国々が膝ひざを折るようにもなるだろう。
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「車両部隊は〈武具〉を起動して！　銃を使える者はいつもの通りのフォーメイションで乗車。ケヴィン、貴方あなたもよ」

「ＯＫ、姉さん」

　ケヴィンの両手に、装飾されたリボルバーが出現する。それをくるくる回した後で空のホルスターに放ほうり込んだ。

　背後に出現していたＡＧＦサーバル──ドイツ製軍用四駆車の、オープントップになった後部座席に飛び乗った。




「ヘリだけみたいね。相手が横着して他のシャムリーを空挺していれば、一気に戦力を削れたのに」

「最悪の駒を予定通り潰せた。それで充分だろう」

　弓を射た少女──京みやこの不満そうな声を制して、征臣は飛竜ワイバーンの首を自軍への帰路に向けた。

「それにしても、貴方の読みがぴったり填まったわね」

　他の兵力が同乗していないのも、あのヘリが「差し出された女王の首を取るだけの簡単な任務」と考えていた──つまり征臣の計略に誘導された証だった。

　ナタリーの価値観ならば、征臣がシェナを差し出すと推測する。

　京でさえ問い詰めれば、女王を犠ぎ牲せいにする事は困難ではあっても不可能ではないと答えるのだから。

「……自分が賢いと思いこんでいる卑ひ怯きよう者の考えなら、大体手に取るようにわかるさ」

　自嘲気味に征臣は呟いた。

　こちらの手持ちの戦力で、普ふ通つうに戦えば汎用ヘリを落とすのはまず不可能だ。大型のカタパルトを製作して網や大型の狩猟錘紐ボーラを飛ばす事も考えたが、時間が足りない上に相手の運動性を考えれば成功率は低すぎる。

　それに何より、ナタリーに気づかれる。

　確証はないが、彼かの女じよの〈武具〉は偵てい察さつ衛星の類たぐいか、そうでなくても広く情報を収集する何かだ。正確な地図を描き、遠方の出来事も視し認にんする能力。

　攻城兵器を組み立てたり運んだりすれば発見され、準備が整う前に先制攻撃で潰される危険が大きい。パンテルはロケット弾も装備しているし、戦闘車両を使うシャムリーだっているだろう。

　だから唯ゆい一いつ可能性がある策として征臣が選んだのは、ヘリ単機をおびき出して至近距きよ離りから京の矢で射殺すというものだった。

　ガルムガクス製の小銃では防弾の風防は突き破れないが、〈武具〉である弓矢は下手な銃じゆう器きを遙はるかに上回る威い力りよくを持っている。距離が近ければ鋼板にさえ突き立つのは既に確かめていた。

　王都から連れてきたのはシェナではなく京。ナタリーの〈武具〉を警けい戒かいして、向こうを発つ時からずっと変装させてきた。このワンチャンスを確実に掴つかむために。

「ちょっと、見て！」

　後方を見ていた京が叫んだ。

　征臣も振り返る。

　砂塵を上げ、平原を四台の車両が前進している。

　距離があるため細部まではわからないが、一台が軽装そう甲こうの四駆車、二台が装輪装甲車、そして残る一台は主力戦車だ。

　性能に任せて突出するような愚ぐは犯おかさない。左右に二台ずつ分かれ、随伴する歩兵と一緒に進軍している。

　その歩兵も、全員がウーティシオ人だ。なめし革を基本に要所を金属板で補強した鎧よろいと、頭部全体を覆おおう兜──というよりヘルメットを装備している。武器は槍やりかボウガンが基本。得意な形状の剣や斧おのはシャムリーか。

　そして、最前列で固まって歩いているのがガルムガクス兵。こちらは最低限の革鎧さえ身につけておらず、武器も剣や槍ではなくただの棒だけを持っている。男女が半々、明らかに戦意もないのに後方から槍や剣で脅され、時には車両からの機き銃じゆうで前進を強いられている。

　ヒューマン・ネイション軍の約半数による進軍だ。

「……何なの、あれ？　戦力にはならないでしょ？」

「こっちの武器が小銃だって知っているからな。弾を浪費させるだけでも有効だ。罠わなを踏ませたり、使い道はいろいろある。女性を交ぜているのは、こちらの戦意を挫くじくためだろうな」

　強制的に駆り集めた兵士の逃亡を防ぎ、突とつ撃げきや死守など危険な任務を強制するために後ろから脅しつけ、従わなければ殺す督戦隊という発想は珍めずらしくない。オスマントルコや王制のフランスにも存在したし、旧共産圏のものは有名だ。

　しかし、まともな装備さえ与えず盾たて代わりに使うというのはあまりに醜しゆう悪あくだ。

　伝統的なガルムガクスの戦士階級から剣を取り上げたヒューマン・ネイションが数で圧あつ倒とう的てきなメルクアルラム軍と戦うために、自ら原則を破ってガルムガクス人を前線に動員したのだ。

「合理的だな。目先の都合だけの、反吐が出そうな合理性だよ、ナタリー・アーバネッド」

　唾だ棄きすべき名前を吐き出すと。征臣は方向転てん換かんした飛竜ワイバーンを急がせる。

　柵さくを立て、陣を組んで敵を待ちかまえているメルクアルラム軍の上空にたどり着くと、旋せん回かいしながら大声で叫ぶ。

「ガラハン将軍、当初の案を使います！　全軍、後退させて森の中へ！」

「ヘリコプターとかいう奴やつは落としたのだろう？　敵にはシャムリーもいるが兵力はこちらが三倍だぞ？」

　野戦であれば、地力に優まさる側は下手な策を講じずに真正面から当たるのが常道だ。下手に森の中に逃げ込んだりすれば、数の多さ故に移動もままならなくなってしまう。普通に考えれば下策中の下策だ。

「数の問題じゃありません！　こっちの武器は通じない。我々の方が、弱いんです！」

　視界も移動も不自由な場に誘さそい込むのは、劣れつ勢せいな側なら常套手段となる。

「しかしだな」

　ガラハンが反論しようとした時、間近で爆発が起きた。

　轟音が耳を聾する。張り裂けそうな鼓膜が、辛かろうじて無数の悲鳴や怒号を受信する。

　吹き飛ばされた土砂が雨のように降ふり注ぐ。

　敵の戦車砲ほうだ。

　直撃ではなくかなり手前への着弾だったが、兵士たちは恐きよう慌こうを起こした。中には爆風を受けて倒たおされ、負傷した者もいる。

「慌てるな！」

　闇やみ雲くもに逃げようとする兵士たちの眼前に、翼を広げて立ちはだかる。

　飛竜ワイバーンの咆哮が恐きよう怖ふを更なる恐怖で強ごう引いんに抑え込む。

「こんな時のために、事前に伝えた第二案です！　怖おそれるな！　この程度の戦力は予想し、準備してきたはず！　僕ぼくが敵を牽けん制せいして時間を稼かせぐ。ガラハン将軍の指示に従って森の中へ後退、反撃体制を立て直せ！」

「う、うむ！　全軍後退！」

　ガラハンが号令し、兵士たちが列を組み直し、駆け足で森の奥おくへと下がっていく。

　それを見て、征臣は再び空に舞い上がった。

「悪いな。君にも、手伝ってもらう」

「そんなの、最初から承知してるわよ。わたしと、貴方の仲でしょ」

　背中で、京が笑った。

　こちらの小銃でもガルムガクスで主流の革鎧なら容易に貫通できるが、金属で補強された鎧が相手では効果も減じてしまう。それでも数に頼たよった斉射なら防御の薄い部分にも当たるし、充分なダメージを与える可能性もある。

　だが、問題は交戦距きよ離りだ。

　相手の武器が剣や槍なら、二〇〇メートル近い有効射程の小銃で一方的に先制攻撃が可能だが、現代の戦車砲は三〇〇〇メートル程度の射程を持っている。シャムリーの〈武具〉であり、訓練された砲手が撃っている訳ではないせいで多少精度が落ちるとしても、密集しているこちらは格好の的だ。

　一五倍の差というのは、話にならない格差だ。

　しかもこちらの武器では、敵の兵器に対して絶対にダメージを与える事が出来ない。ＭＢＴや装甲車はもちろん、四輪駆動車の「軽装甲」というのも戦車砲やミサイルに対して有効ではないというだけで、機銃レベルの対策としては充分なのだから。

　随伴歩兵になら有効だろうが、相手はガルムガクス人を弾たま避よけに使ってこちらに無む駄だを強しいている。

　ならば、主力部隊が撤てつ退たいして作戦準備を整えるために、少しでも時間を稼ぐのが征臣の役目だ。

　進撃を続けるヒューマン・ネイション軍の上空へたどり着く。

　高度は一〇〇メートル以上を維い持じ。

　征臣が飛竜ワイバーンの身体を大きく傾かたむけると、京はいちいち指示を待たずに弓を出現させ、矢を放つ。真上からなら、人間の壁かべも無視できる。

　正確に敵の歩兵──チェーンソウを手にしたシャムリーの首筋を射貫き、一撃で絶息させる。彼女の能力でもガラスや薄い鉄板を貫つらぬくのが限界だ。装甲車両を狙ねらうような無駄な真似は最初からしない。

　四輪駆動車──ドイツ製のＡＧＦサーバルの後部に搭とう載さいされた12・７ミリ重機関銃が火を噴き飛竜ワイバーンを狙うが、征臣は小刻みな機動でそれをかわす。

　四台の車両はどれも強力だが、上方への攻撃力は低い。それこそＡＧＦの車載機き銃じゆう程度だ。他ほかの車両にも上部に機銃は搭載されているものの、構造上取れる仰角に限界がある。

　もしも射い水みずのような対空自走砲がいたら、さすがに征臣でも足止め役を躊躇した。

「てめえっ！」

　やはりＡＧＦの後席、さっきのガンナーの隣となりにいたケヴィンが二丁拳けん銃じゆうを抜いた。

　即そく座ざに、上空へ向けて弾丸が発射される。

　咄とつ嗟さに回避運動したが、一発が飛竜ワイバーンの翼を掠めた。

「くっ！」

「大丈夫？」

　苦痛に顔を歪ゆがめる征臣に声を掛けながら、京は攻撃の手を緩めない。不自然な体勢からケヴィン目がけて矢を射る。

　しかし、ボクシングのスウェイめいた動きで向こうもそれを避ける。

　視界素通しの飛竜ワイバーンに密着して騎き乗じようしている征臣と京は状じよう況きよう判断を共有出来るが、向こうは後席に乗ったふたりの状況をドライバーは完全に把握するのは難しい。その隙すきを狙った攻撃だったのだが。

「ほらほらぁっ！　どうしたぁっ？」

　ケヴィンの右手の銃が一いつ瞬しゆん消失し、すぐさまもう一度実体化した。二射分タイミングをズラし、左でも同じ現象が起きる。

　彼の〈武具〉は装飾されたリボルバーで具体的な実銃を模したものではないが、装弾数は六発程度だ。

　しかし〈武具〉は一度消して再度出現させれば初期状態に回復するという性質がある。これを利用してリロードしているのだ。事実上無限の弾倉を備えているのに等しい。

〈武具〉は大きく複雑なほど使い手の消しよう耗もうが激しく、出だし入れを繰り返せば負担が大きくなるが、片手で持てる拳銃というのはその点で効率に優れている。しかも二丁を巧みに使う事で攻撃を途と切ぎれさせない。

「無理をするな。少しでも戦力を削って、進行速度を抑おさえられれば御の字だ」

「わかってる！　そっちこそ無茶をしないで」

　ケヴィンの銃撃をどうにか避けながら、続けざまに数発矢を放つ。

　標的は、敵軍先頭に近い正規歩兵の足や腰こし。

　殺さない事で負傷者本人だけでなく、その救助や看護を担当する人間の手を煩わせる事でより戦力を削り、敵軍の行動を阻害する狙そ撃げき兵の基本戦術だ。今回の場合、少しでも行軍スピードを落とす目的もある。

　しかし、ヒューマン・ネイション軍は全く混乱もせず、怪け我が人にんを速すみやかに助け起こすと僅かに速度を下げた装甲車内に待避させる。

　敵の〈武具〉はＣＭ－32「雲豹」と、パンデュールⅡ。どちらも八輪駆動の装甲車で兵員の輸送能力を持つ。特にパンデュールⅡは武装よりも搭載量を優先したＡＰＣアーマード・パーソナル・キヤリア仕様なので、一〇名を超える兵士が搭とう乗じよう可能なのだ。

「最初から兵士を詰め込まず、回収のために空けてあるという事か」

　運用の巧みさに舌打ちする。

　こちらに大した攻こう撃げき力はないのだから、装甲車のスペースは歩兵を前線まで安全に運ぶよりも、負傷者の回収などに活用した方がいい。極力ウーティシオ人を死なせない事が、ナタリーの構想実現のためには必ひつ須すなのだから。

　その時、また弾丸が飛竜ワイバーンに当たる。ダメージが征臣に伝わる。今度は尾おだ。痛みに、頬ほおが強こわ張ばる。

「……これは一旦下がるしかないか」

　額から滲にじみ落ちる汗が目に入りそうになり、征臣は眉を歪める。

「こらぁっ！　逃げるんじゃねえ！　待てっての、このチキン野郎が！」

　ケヴィンの罵倒と銃じゆう声せいを聞きながら、飛竜ワイバーンは一気に高度を上げて撤退した。




「クソっ！　ちょこまかと飛び回りやがって」

　毒づくケヴィンの目の前に、森が近づいてきた。樹木の密度はかなり疎らで、ルートさえ選べば戦車でも通れそうな気配はある。特にこちらの一〇式は車体前部にドーザーブレードを装備しているので、障害物を薙ぎ倒し、押しのけながら前進するのはお手の物だ。

「けどな、そのまま進軍するほど、姉さんは馬ば鹿かじゃねえんだよ」

　にやりとほくそ笑むのに呼応するように、部隊唯一のＭＢＴである一〇式戦車の一二〇ミリ滑腔砲が吼えた。

　放たれた榴弾が炸裂し、木々を薙ぎ倒す。

　雲豹のグレネードマシンガンもそれを支援。爆風で森を切り開いていく。

　敵が森へと後退した場合、通れそうなところを素す直なおに通れば罠や待ち伏せの危険が増す。こちらには充じゆう分ぶんな火力があるのだし、自力で道を切り開き、相手を追い立てながら進軍する事──これも事前にナタリーから授けられた方針だ。

「さあ、行くぜ！　楽しい七面鳥撃ちの時間だ！」

　メルクアルラム兵を見つけて、ケヴィンはトリガーを引いた。放たれた銃弾は敏速に、正確に、無む慈じ悲ひに標的の眉間を射貫く。

　狩りの標的はひとりだけではなかった。

　右に、左に、長槍を構えた兵士が木陰かげから半身を見せていた。

「けっ！」

　ケヴィンは舌打ちする。

　剣よりはまだ間合いが長い分ましだが、槍の歩兵でＡＦＶに対たい抗こうできるはずもない。こちらの随伴歩兵を相手にするつもりにしても、接敵前に機銃の餌食になるだけ。

　逃にげ遅れたのか、時間稼ぎの殿軍のつもりなのか。いずれにせよ、何の意味もない無駄な行こう為いだ。こっちもガルムガクス人の兵奴を立てて敵の弾だん薬やくを浪費させようとしているが、こっちの銃器は全すべてが〈武具〉なので単純な弾切れはあり得ない。勿もち論ろん濫用すれば使用者は消耗するが、それでも戦力差は明らかだ。

　ナタリーは高い評価を与あたえているようだが、舘たて征臣というのも存外無能な愚将なのではないか？

「まあ、ほとんど無害っつーても無視する訳にもいかねえよな」

　ケヴィンの言葉通り、ＡＧＦサーバルやパンデュールⅡの12・７ミリ重機関銃が木々を薙ぎ倒すついでのように歩兵を肉にく片へんへと変えていく。雲豹から放たれたグレネードが轟ごう音おんを上げて爆発し、森そのものを破は壊かいしていく。

「前方注意！　落とし穴が掘ってあります」

　先行する随伴歩兵のひとりが大きく手を挙げた。

　上に被せてある偽装の土や枯れ葉を槍でかき分けると、直径五メートルほどの穴の上に薄い板が渡されてある。車両でもはまる程ほどの大きさだ。

「けっ。小賢しい事を」

　車両の機動力だけに任せて突出していたら引っかかったかも知れないが、こっちを仕切っているのはナタリーだ。ちゃんと歩兵を同行させ、充分に警戒している。

「どうしますか？　このまま進んでいきますか？」

　ＡＧＦを運転するシャムリーが尋たずねる。

　前線での指揮、判断はケヴィンの仕事だ。

「そうだな。無理するつもりはないが、追えるところまでは追おうぜ。もちろんこの手の罠を警戒しながらだ。叩けるチャンスを逃す事はないって、姉さんも言ってたしな」

　森の奥は決して車両に有利な環かん境きようではないが、相手も大人数。地の利を活かそうとすればバラバラに散開して逃げるのが関の山だろう。それは数の利を自ら捨てているも同然。この機に各個撃げき破はで全ぜん滅めつさせてやろう。

「野郎ども、前進だ！　ガルムガクスの猿さると、それに味方する愚おろか者ものたちに、俺おれたち人間の偉大さを思い知らせてやろうぜ！」

　おおーっ！

　号令と同時にケヴィンが大きく手を振ふると、ヒューマン・ネイションの歩兵たちが大きく声を上げる。同時に、ＡＧＦ以外の三台の車両も僅わずかにスピードを上げる。

「おい、何か焦げ臭くないか？」

「確かに」

　最初に気づいたのは、歩兵たちだった。

「気をつけろ！　火攻ぜめかも知れねえぞ。合図したら、全員車両に乗れるだけ乗っかれ！　全速で後退するぞ！」

　ケヴィンが命じる。

　これも予想済み──というよりは今回に限らず定番の注意事項だった。

　強力なＡＦＶにガルムガクスの兵力で対抗するのなら、まず考えられるのは落とし穴と火だ。舘征臣が射水元もと保やすのツングースカ対空自走砲を倒した際にも、やはり火を用いたという。

　装甲した車両に対して中世レベルの火攻めなどさほど有効でもないとはいえ、シャムリーが受けるダメージを考えればまるっきり無視する訳にもいかないし、一いつ緒しよにいる歩兵にとっては火は充分に危険だ。いざとなれば装甲車内に収容するだけでなく、車両の上に乗れば一いつ斉せいに移動できる。

　全軍でなく半数だけで攻撃するのも、輸送力の限界を考こう慮りよしたからだ。

　勿論地球人の正規兵だけで、当然兵奴は見捨てる。

　だが、ケヴィンが恐おそれた赤い光や熱気などはなかなか感じられない。

　ただもうもうとした煙だけが四方八方から流れてくる。

　意図的に燃えにくいものを混ぜてあるのか、煤が多く色が濃こい。

「まさか……最初から狙いは煙幕の方か？」

　ある程度の対ＢＣ戦も想定している他の戦せん闘とう車両とは違ちがい、ＡＧＦはあくまで偵察用の高機動車。ケヴィンが搭乗しているタイプは後部はオープントップの吹きさらしだ。視界の広さを重視してこれを指揮車にしているのが裏目に出た。

「撤退する！　歩兵は全員車両に乗っかれ！」

　燻されて涙を流す目を拭い、咳込みながらケヴィンは命じた。

「くそったれが！　煙幕張って逃げたって、結局こっちを倒す方法がねえんだから単なる時間稼ぎにしかならねえだろうが！　どうせ撃たれて死ぬ七面鳥なら下らねえ小細工なんかやめて、おとなしく死ねってんだ！」

　激しい悪態は英語だったので、周りの兵士たちには意味は通じていない。ＡＧＦの後部にも、元々の二名に加えて四人が、肩かたを寄せ合って搭乗している。方向転換し、さっきまでの進軍ルートを逆走していく。軽装甲で四輪の分、小回りやスピードや四台の中でＡＧＦが最も優れているし、この状況ではきちんと隊列を組む意味も薄い。

　だが、煙に紛れてＡＧＦめがけて駆かけ寄る者があった。

「何だぁっ？」

　反射的に銃じゆうを撃ったケヴィンだが、涙で視界が滲んだせいもあって一撃で仕留めるには至らなかった。肩に弾だん丸がんを受けながら迫る男はＡＧＦ目掛けて何かを放ほうり投げた。

「くっ！」

　素す早ばやく反応したケヴィンの銃じゆう弾だんが投擲されたもの──陶器の壺を割る。

　飛び散った中身が彼かれの顔や、ＡＧＦの車体を濡らした。

　どろりと粘ねばつく油の臭いが鼻を突つく。

「やべえ！　撤退しろ！　ここから離はなれろ！」

　ケヴィンの命を受け、ドライバーは全力でＡＧＦを走らせる。

　視界不十分の混乱の中、随伴させているガルムガクス人をふたりほど撥ね飛ばしたが構う事はない。どうせ消耗品だ。

　予想外の事態にあっては速やかに後退して状況を報告、その上で新たな指示を仰あおぐというのがナタリーからの厳命なのだから。




『どうなってんだよ！　これは！』

　ＣＭ－32雲豹のシャムリーは閉ざされた視界の中で叫さけんだ。濃密な煙の中に、紅蓮の光が瞬き揺ゆれるのがいくつも見える。それどころか既すでに「自分」の装甲の上でさえ火が燃えているのを感じる。生身に裸火を当てられるのとは違ってジリジリと炙られる程度だが、不快なダメージである事に変わりはない。

　粘性の高い油を標的に付着させて火を点ける、対装そう甲こう兵器を持たない側が戦車に対抗するための古典的な手段。第二次大戦でパルチザンが用いた火炎瓶と同じ。

　歩兵を随伴させたのはそういう攻撃を防ぐためでもあるのだが、動きが制限される森の中に誘い込まれた上で、煙幕という単純だが効果的な手段との組み合わせでこちらの思おも惑わくは崩くずされてしまった。

　既にガルムガクス人の兵奴どもは列を乱し、壁の役割さえ果たせていない。口元を布で覆うだけで煙に耐たえて必死で肉にく薄はくする敵軍戦士は小しよう銃じゆうを乱射し、槍で突撃し、車両の上に乗ったヒューマン・ネイション兵を引き剥はがしていく。

　こちらは駆動音を消せないから、煙の中でも向こうが目標を見誤る事はない。

「くそっ！」

　車体の上に乗ったヒューマン・ネイションの兵士も槍で突き返し、ボウガンを放って抵てい抗こうするが、数は向こうが上だ。潰つぶしても潰しても、仲間の死体を踏み越こえて波のように押おし寄せ続ける。

　そこへまた壷が投げつけられ、飛び散った油に着火される。

「ひぁっ！」

「ぎゃあああっ！」

　燃える兵士が車上から転がり落ちる。メルクアルラム兵が反撃も恐れずに飛びかかり、容よう赦しやなく槍やりの穂先を突き立てる。

　ガガガガガガガっ！

『このクソ猿どもがぁぁっ！』

　近くでは、屋根に乗せていた仲間を潰された一〇式が怒いかり狂い、二種の機銃で敵兵を赤い汚物へ変えている。パンデュールⅡは歩兵を収容して後退を始めているようだが、それが出来ない主力戦車は敵兵殺しに専念しているのだろう。

　軽快な機動性を持つＡＧＦサーバル、圧倒的な破壊力と防御力の一〇式、輸送能力に長けたパンデュールⅡ──三台の僚機に比べればこの雲豹は中ちゆ途うと半はん端ぱな存在だが、彼は自らを切り込み役と任じていた。

　この世界では無敵と呼んでも構わない装そう甲こうに加え、戦車には劣おとるものの使い勝手のいい火器を装備している。本来の定員を超えて乗り込ませた一一人の兵員の安全は確保したも同然だし、ここは逃げるより戦車と一緒に敵を始末する方がいい。

『どうせ周りはガルムガクスの猿ばっかだ。ぶっ飛ばしちまおうぜ！』

　やはり炎を乗せたまま、森の奥へと走りながら雲豹は右に左に四〇ミリグレネードマシンガンを乱射した。放たれた擲弾が爆発して木々を倒し、敵も味方も生者も死者も区別せずに肉片へと変えていく。

　味方といってもガルムガクス人だ。構わない。

　装甲目標に対する効果はやや劣るが、一キロ以上の射程を持ち、爆発物をばらまいて面的な制圧を行う武器は歩兵殺しにはもってこいだ。

　圧あつ倒とう的てきな力を持ちながら敵の罠わなに填められた屈辱、楽勝のはずの戦いが思い通りにならない焦燥が、装甲車を加速する。

　だが──。

『おあっ！』

　楔状の鼻先が急に落ち込み、ガクンとつんのめる。

　車内に収容していた兵士たちが慣性で前方へと放り出されたのが体感として理解できる。否、既に「前方」ではなく「下方」だ。

『落とし穴？　今さらかよ！』

　単純な罠に嵌められた屈辱で、頭の中が沸騰する。

　歩兵が随行していれば発見できたはずだが、地球人は車内に収容したし、ガルムガクス人どもは見捨ててしまった。おまけに煙幕だ。

　最初に回避した小さめの落とし穴は、囮おとり。

　罠は見破ったと誤認させるための。

　穴の深さは一〇メートル強。雲豹の車体全長を超える。雲豹の車体は一〇〇度以上に傾き、屋根を穴の壁面にもたれさせた状態だ。八輪駆動もタイヤが宙に浮いていては意味がない。もちろんこれでは武装も使用不能。車体上部に設置されたグレネードマシンガンは雲豹自身の重さを受けて半壊してしまった。

「かかれいっ！」

　声が聞こえる。

　確か、メルクアルラムのガラハンとかいう将軍だ。

　敵兵が荷車で運んできた岩が、穴の中へ投げ入れられる。

　ガゥンっ！

『うぐっ！』

　強烈な衝撃が鋼鉄の車体を揺るがす。実体を維持しきれず、一瞬だけだが装甲車の姿が半はん透とう明めいになってぶれる。

「ひっ！」

　収容されていた兵士のひとりが恐きよう怖ふに駆られ、仲間を踏み台にして今や上部となった後部ハッチを開けて脱出しようとする。

　しかし、油をまぶした枯れ枝を有刺鉄線で束ねた塊が次々と投げ込まれ、火が放たれた。

　兵士は鉄の棘とげに動きを封じられる。足あ掻がく間にも衣類や髪かみに引火する。含まれた水分の膨張で皮ひ膚ふが裂けて焼け焦げ、脂肪が気化する音と悪臭が車内に充満する。

　それを、シャムリーは体感していた。

　開けられたハッチから熱と煙が車内に流れ込む。本来のキャパシティを超えて詰め込まれた歩兵が半ば閉鎖された焦熱地じ獄ごくの中でもがく。熱で直接受けるダメージ以上に酸素の欠乏、燃焼によって生じる窒息性の気体、喉のどと肺に進入する煤煙が、速やかに人間を殺す。

　耐えきれず意識が途切れ〈武具〉の車体が消失する。

　穴の中に積み上げられた死体の中で、どれがシャムリーなのかは区別不能になっていた。




『に、逃げたのはケヴィンたちと……俺だけか？』

　仲間が続かないのに気づいて呟つぶやいたパンデュールⅡのシャムリーはぶんぶんと頭を振って己おのれの言葉を打ち消した。

　これは逃げたのではない。予定通りの行動。当初の命令に従っただけだ。決して自分が臆おく病びようなのではない。

　一〇式や雲豹とは違ってこのパンデュールⅡは装甲兵員輸送車ＡＰＣ。

　機関銃も装甲もガルムガクス人相手には万ばん全ぜんの装備だが、あくまで役割は味方を無事に運び、送り届ける事だ。無理に戦う必要はない。しかも今は車内に収容するだけでなく、屋根の上にも歩兵を乗せているのだから。

　装甲車は小回りの面で汎用高機動車であるＡＧＦには劣るため、方向転てん換かんに手間取ったパンデュールⅡは先に転進したはずの仲間を追いかける。

　しかし煙幕のせいもあって視界が悪く、思い切って速度を上げられない。ライトの光に煙をまさぐらせ、慎重に進んでいく。

「急げよ！　こっちは煙いん……わぁっ！」

　外の兵士の叫びで、シャムリー本人も気づいた。

　退路の先、前方に炎のカーテンが立っている。

　尖らせた杭を組み合わせた柵さくが燃えていたのだ。

　こちらが奥おくへと進行していく間に、メルクアルラムの別働隊が罠を仕し掛かけていたのか。

　思わずブレーキをかける。

　振り落とされそうになった車上の兵士たちが懸けん命めいにしがみつく。

　装甲車なのだから、むしろ速度を上げるべきだった。幅はばの狭い火の幕など簡単に突っ切きれる。

　だが、彼には咄嗟の危難に対処する経験値が不足していた。強力な〈武具〉に守られた圧倒的な優位しか知らないのだ。

　ガズッ！

　スピードの落ちたパンデュールⅡを、強烈な衝撃が挟はさむ。

『ひぎっ！』

　先を尖らせた丸太を乗せた台車が左右から走ってきたのだ。

　もちろんメルクアルラム兵による人力だ。

　そのまま留まって剣けんを抜ぬき、屋根から転げ落ちたヒューマン・ネイションの兵士の喉を突き刺さす。

『わぁああああっ！』

　恐怖に駆られ、重機関銃を作動させる。転げ落ち、まだ生きている味方兵士に当たるのも構わず、左右の敵兵を掃そう討とうする。

　その屋根に、不意に重みが加わる。

　生き残った味方が再度上ったのかと思った。

　しかし、次の瞬間激しい振動が車体に加わる。

『痛ぇぇっ！』

　指を折られたような激しい痛みが走り、身体のどこともつかない部分で留まっている。

　搭とう載さいされている機関銃が切断──いや、破砕されたのだ。

「逃げてきたのがこいつで助かったぜ。さすがに俺でも、大砲ほう積んだ戦車が相手じゃちょっと苦労しそうだからよ」

　車体に乗った男が宣言する。

　機械部品を強ごう引いんに組み合わせたような大剣──メルクアルラムのシャムリー、桐きり枝え迅じんだった。

「てめえら、こっちの武器は戦車には通じねえと思って安心してたんだろうが、シャムリーの〈武具〉なら話は別なんだぜ」

　迅の手の中で、機械剣が激しく振動する。

〈武具〉は使用者の本質や無意識を反映して具現化すると言われているが、装甲車のように「現物」を引き移した物はその性能や性質に縛しばられる。

　例えばこの「無意識から生まれたパンデュールⅡの幻まぼろし」が時速三〇〇キロで爆走したり、空を飛んだりするのは不可能だ。

　ならば、本物が存在しない〈武具〉は？

　科学的にはあり得ない翼つばさで竜が飛ぶのならば、機械を強引に寄せ集めた剣が超常の性能を発揮するのも──あり得るのか！

「行くぜぇっ！」

　高らかに宣言すると、迅は機械剣をパンデュールの前部──操縦席の位置に突き立てた。

『ひ、ひぃいいいっ！』

　車体と一緒に、己の生命力そのものが削り取られていく。

　耐えきれず装甲が貫かん通つうした直後に、シャムリーの頭そのものが木っ端微塵に粉ふん砕さいされた。




「どうするの？　逃げたジープを追う？」

「いや。それよりもまず確実に森の中の敵を潰した方がいいだろう。味方の損害も小さくはないはずだ」

　飛竜ワイバーンの背中、下方から立ち上る熱気と煙にむせかえりながら征臣は京に答えた。正確には脱出したのは「ジープ」ではなく別の車種なのだが、それを訂正している余よ裕ゆうはない。

　パンデュールⅡの消失と同時に地上に投げ出された敵兵も、即そく座ざに迅の機械剣がまとめて引き裂さいた。ケヴィンたちが乗ったＡＧＦは既に遠ざかり、ヒューマン・ネイション本陣じんへと帰き還かんしつつある。

　多大な犠ぎ牲せいは覚かく悟ごの上だが、不要な損そん耗もうは避さけたい。

　首尾よく囮作戦でヘリを潰したとして、地上部隊をどう攻こう略りやくするか。

　確率から考えて、多くのシャムリーを抱かかえるヒューマン・ネイション軍に機き甲こう車両タイプの〈武具〉が複数存在する可能性は高い。初歩的な小銃が通用しない以上、有効なのは火炎と攻城兵器的な大がかりな仕掛けだけだが、それを命中させるためにはまず随伴する歩兵と、相手の速度を何とかしなければならない。

　考えた末に征臣が見いだした糸口は「複数の車両があっても、連れん携けいは難しいのではないか」という事だった。

　ナタリーの〈武具〉が人工衛星だとしても、地表監かん視し能力はあっても通信能力は備わっていない。電波まで操れるなら、ヘリを呼ぶ時にホイッスルを吹き鳴らす必要はないのだから。

　戦車や装甲車のシャムリーにしても、本来ならば操縦手や砲手など複数のクルーで動かすべきものを「己の肉体の延長」として動かしているのなら、通信や僚機とのデータリンクなどは上う手まく行えないのではないか？

　そもそも無線機が備わっているかどうかさえ怪しい。

　だとすれば、必要な兵種を必要なだけ揃えられないというレベル以前に、現代兵器としての最適な運用は不可能。高いスペックを別にすれば単なる「ばらばらに動くトーチカ」でしかない。視界を封じ、混乱に叩き込めば性能を発揮するのも難しくなるはず。

　ナタリーがどれだけ優すぐれた戦術、戦略、政略を持っていたとしても、それをリアルタイムで前線部隊に伝えられないのなら宝の持ち腐れ。元々弱い連携を完全に断ち切り、一台ずつ孤こ立りつさせ、各個撃破すれば──。

　希望的な観測を元に作戦を立てるのは禁物だとわかってはいる。それでも、その一点に征臣は勝機を見いだしたのだ。

　敵を森の奥に引き込んだのは、いくつもの理由がある。

　敗走を偽装して相手の慢心を誘う。相手の機動性を少しでも削ぐ。ナタリーから引き離して音や手旗などによる指示を伝えにくくする。

　そして、落とし穴や破城槌車の存在を少しでも隠蔽する。

　ナタリーの〈武具〉が監視衛星の類なら、真上からの視界が通りにくい場所でなら罠を仕掛けておく事も出来るはず。王都からずっと京に変装させたままだったのも、敵の「視覚」がマルチタスクでないのなら、多少なりとも囮の効果があると判断したからだ。効果が曖あい昧まいでも、打てる手があるなら全て打つ。

　そして相手が砲撃を仕掛けながらも森へ入ってきた事で、征臣は自分の推測が的中している事を確信した。

　必勝を期すなら、追い立てたりせずに森の外から戦車砲で蹂じゆう躙りんすべきだったな──敵将への厳しい評価を、征臣はわざわざ声には出さない。

　装甲を過信したのか。それとも部下の嗜虐性を満足させるためか。あるいはヘリを撃墜されて冷静さを失ったのか。

　あるいは、己の頭脳に溺れて敵の力量を見誤ったのか。

　その時、森の奥から一両の車体が姿を現した。

「……最も面めん倒どうな敵が残ったか」

　一〇式戦車だ。

　味方がやられた事で逆に冷静さを取とり戻もどしたのか。パンデュールⅡを止めた程度の障害物や武器では陸戦の王者たるＭＢＴには大したダメージは与あたえられないし、くっきりと残るキャタピラ痕を逆にたどれば落とし穴に嵌る事もない。

　しかも敵陣から折り返してきたＡＧＦサーバルが、一〇式に接近して併走を始めた。後部にはケビンと機関銃手の他ほかに、ナタリーが自ら騎き乗じようしている。

　作戦の失敗を知り、自ら前線で指揮を執とるつもりか。

　征臣が命じるより早く、京が自らの判断で矢を射かける。

　しかし、二台の車載機き銃じゆうとケヴィンの銃弾が一斉に飛竜ワイバーンを狙ねらった。

「くっ！」

　伸のびてくる火線を、飛竜ワイバーンを大きく傾かたむける事で辛かろうじて回避する。

　発射寸前に体勢が乱れた矢はナタリーを直ちよく撃げきする事なく、一〇式の上面装甲に弾かれた。

　戦車の弱点が上と下で、京の〈武具〉が普ふ通つうの弓矢を超こえる威い力りよくを持っているとしても、さすがに通じるものではない。

　慌あわてて高度を上げる。

　こちらの矢も届かなくなるが、相手の攻こう撃げきを避ける事を優先しなければ。

「どうするの？」

「決まってる。何とかして、今日この場で勝負を決しなければならないが……」

　京の問いへの歯切れの悪い回答が、征臣の苦く悩のうの表れだった。

　国力の差を考えれば、強力なシャムリーを三人潰したのを充じゆう分ぶんな戦果とし、痛み分けで撤てつ退たいするというのも妥だ当とうな判断ではある。

　確かにこちらの損害も大きい。装甲車を潰すために味方にも多大な流血を強いた。それでもこちらは本国や同盟国にまだ多くの兵士を残しているのに対し、ヒューマン・ネイションの戦力は任意に入手する事が出来ない。

　こちらの世界に現れるのも、能力が発現するのも全すべて運任せだ。

　しかし、大国メルクアルラムが率いる連合軍の大部隊が、ヒューマン・ネイションを倒たおせなかった、引き分けだったという事実を残すのはまずい。ナタリーはそれを広く喧けん伝でんして回るだろう。

　日和っていたシャムリーがこの結果を聞き、ヒューマン・ネイションに加わるのが最も手っ取り早い戦力補充だ。

　やむを得ない事だったとは言え、メルクアルラム軍が他国のシャムリーに対して厳しい姿勢を取っていた事も、ヒューマン・ネイション参加の動機となる。

　来訪者だけで国や軍を組織し、ガルムガクス人を隷属させるというナタリーの構想そのものが通用せず、敢えなく敗北した──この世界の歴史書に、簡単な一文で記録させなければならない。

「……よし」

　征臣は深追いを諦あきらめ、飛竜ワイバーンの首を巡らせた。

　向こうが逃にげの一手に走らないなら僥倖。

　こちらも部隊の掌しよう握あくと再編に取りかからなければ。

　しかし、ガラハンから受けた報告は征臣の表情を曇らせた。

　覚悟していたとは言え、兵士の半分近くが死亡や重傷で、戦せん闘とう不能になっていた。取り残され、運良く生き残ったヒューマン・ネイションの兵奴がこちらに加わって戦いたいと申し出てくれたが、それでも五〇〇人にも届かない。

　常識的に考えれば、壊かい滅めつと言っていいレベルの損害だった。

　辛うじて救いだったのは、小銃部隊の損害が少なかった事だ。

　砲撃や銃撃に巻き込まれた者もいるが、人も兵器も八割程度が残っている。整列している中にはゼートの姿もあった。泥どろと煤でまみれた顔の中で、瞳ひとみだけが何の汚よごれもなく敬意と憧憬の視線を征臣に向けている。

「決死隊に志願したのは、代々の戦士が多かったからな。命を懸けるは我らが義務、今こそ報恩の時と言っておったわ」

　ガラハンが状じよう況きようを説明した。

　戦車や装甲車に肉薄して火炎瓶を投擲したり、岩や丸太をぶつける部隊の生還率が低い事は、元から想定済みだった。だからガラハンは任命ではなく志願を優先したのだが、望んで参加したのはほとんどが伝統的な戦士階級の出身者、それもシャムリーに祖国を荒らされ、メルクアルラムによって解放された地域の者だったのだ。

「そうですか……」

　この世界に根付く緩ゆるやかな身分制を肯こう定ていする訳ではない。しかし、その中にある種の美風や美徳が根ざしているのも確かだ。

「で、どうすんだ？　これから、連中にとどめを刺すんだろ？」

　機械剣を肩かたに担ぎ、迅は不敵に笑う。彼かれが生き残り、先頭に立って戦い続けた事も味方の士気を高め、作戦を成功させたのだ。

　しかし、既すでに向こうはこちらの策を知った。

　罠も使い果たした。既に油の壷さえ残っていないのだ。

「向こうはまだ四輪駆動車と主力戦車を残しています。正直、こちらの武器は戦車の装甲には通じないでしょう」

「俺おれの〈武具〉でもか？」

　迅の質問に、征臣は首を振ふった。

　撃げき破はしたパンデュールⅡの装甲は、あくまでも機銃の徹甲こう弾だんに対たい抗こうするためのものだ。主力戦車の正面装甲は同等の敵──即すなわち戦車砲との戦いを想定している。防御力は文字通り桁違ちがいだ。

「でも、舘様なら何とかしてくれますよね？」

　小しよう銃じゆう部隊の中から呼びかける声は、ゼートのものだった。士官が咳せき払ばらいで不規則発言を窘める。

「正直、かなり苦しい戦いになります」

　ゼートから目を逸そらし、征臣は隣となりのガラハンに顔を向ける。

「しかし奴らを取り逃がせば、勢力を拡大して再起する恐おそれがあります。敵の首しゆ魁かい、ナタリー・アーバネッドが前線に現れている今を逃す手はありません」

「うむ。それは同意だ。残った我わが軍の総力を挙げて──否、死力を尽つくして戦うに異存はない。そして舘殿どのの戦略眼が優れているのにも今いま更さら疑いはないわ。そうであろう、皆みなの者！」

　ガラハンの声に、兵士たちが拳を、剣を、銃じゆうを高く掲かかげて歓声で応える。

　征臣の隣では、京が意味ありげな微び笑しようを浮かべている。

「……わかりました。では──」

　一度息を吸い込み、溜まった物を吐はき出すように征臣は部隊に方針を告げた。

「ようし。メルクアルラムの、否、ガルムガクス人の誇ほこりと意地を見せつけてやろうではないか！」

　ガラハンの号令に従い、再編された部隊が走り出す。

　ゼートが去り際に振り返り、征臣に笑え顔がおを向けた。

「わたしたちも、行きましょう」

「……ああ」

　肩を叩たたく京に答え、征臣はまた飛竜ワイバーンを舞い上がらせた。

　上空から見ると、やはりヒューマン・ネイション軍は一〇式戦車と少数の歩兵だけを突出させ、平原の中央へ進出させていた。

　ナタリーは本ほん陣じんで、ＡＧＦサーバルの後部に弟と同乗している。基本は後方から指揮を執り、必要に応じてすぐに前線へと飛び出せる態勢だ。機銃とケヴィンとで飛竜ワイバーンによる上空からの強きよう襲しゆうに備える意味もある。

　対するメルクアルラム軍は部隊を少人数に分け、固まらないように大きく左右を迂回して前進。敵陣へと少しずつ接近していく。

　一〇式は停止したまままず砲塔を左側へ向け、主砲を放った。

　着弾。

　炸裂。

　爆音と土煙が上がり、数人の兵士が吹き飛ぶ。砕かれた肉にく片へんが、土や石と一いつ緒しよに雨のように降ふり注ぐ。

　それでも、被ひ害がいは数人──片手で数えられる程だ。メルクアルラム軍は充分に間を離して分散しているので、一度の砲撃で撃破できる人数は少ない。

『クソがっ！』

　罵倒し、戦車が次の標的へ砲口を向ける。

　次弾もまた、同じ程度の戦果を挙げた──同程度しか挙げられなかった。

　これが、征臣の立案した作戦だった。

〈武具〉と言えど、無限に戦い続けられる訳ではない。火砲を使えば、シャムリーの気力や体力も削られていく。だから敵が戦車に頼たより、長ちよう距きよ離りからの砲撃を続けるのなら、こちらは兵力の分散によって、敵弾を浪費させる。

　非対称戦争において、テロリストやゲリラを相手にする大国の正規軍が抱えるジレンマと同じだ。

　携けい行こう式のミサイルなどで歩兵の攻撃力は大きく向上した。ミサイルランチャーや強力な爆発物を抱えて潜む敵兵を戦車で殲せん滅めつするのは、単純な戦果で考えれば優勢であってもコストパフォーマンス的には厳しいし、近すぎる目標には主砲は使いづらい。テロリストを二、三〇人殺してもその過程で戦車が一両破は壊かいされれば赤字なのだ。

　攻撃力を上げるのに比べて防御力を安価に引き上げるのは難しいから戦車の値段はどんどん高騰するし、弾だん薬やくのコストさえ無視は出来ない。

　装そう甲こう車の設計思想が「ミサイルを搭載して戦車を撃破可能な、より安価な兵器」から「軽快な機動性と、機銃および低コストの火砲によって、高価な戦車を繰くり出さなくてもゲリラを駆除できる兵器」へとシフトしているのも、それが理由だ。

　大損害を受けても、数の上ではまだメルクアルラム軍が優位。

　ならば敢あえて兵力を分散させ、敵に砲ほう弾だんの無む駄だ遣いをさせる。

　無意味な消しよう耗もうの末に、最後にこちらが残れば勝ち──ガルムガクス人を弾避けにするナタリー以上の非道な案。味方の犠牲を覚悟するどころか、最初から的になって殺される事を強制する戦術だった。

　パンテルや雲豹、パンデュールⅡの様子から考えれば、ヒューマン・ネイション軍のシャムリーは性能差を活かした圧勝が多く、己の〈武具〉耐久性や武器弾だん薬やくの消費について限界を極めるような経験をしてないのだろう。

　ならば、今がチャンス。

　相手が一〇式の能力を完全に把は握あくした上で攻撃と退たい却きやくを繰り返かえすようになったら、手の打ちようがない。

「……正気の沙さ汰たじゃないな、これは」

「だけど、有効よ」

　自嘲する征臣に、京が告げる。

　これもまた、優先順位の問題だ。

　征臣自身が選択した。味方の生命よりも、ナタリーの野望を挫くじく方が重要であると。

　しかし、危険すぎる賭かけだ。

　敵が力尽きる前にこちらの戦力が壊滅すれば、一巻の終わりなのだ。

　征臣自身も少しでもダメージを与えるべく上空から岩を落としてみるが、やはり大した効果はない。

　二度の砲撃で効率の悪さに気付いたらしく、一〇式の動きが止まった。

　そこへ、ＡＧＦで駆かけつけたナタリーが命じる。

「主砲を使う必要はないわ！　機銃掃射と、キャタピラで片付けなさい！」

　左に大きく腕うでを振って進路を指示すると、ＡＧＦ自身は逆方向へ走っていく。

「くそっ！」

　征臣は即座にＡＧＦを追う。京も意図を察して弓を放つが、ケヴィンの銃撃を躱かわしながらでは狙いが定まらない。飛竜ワイバーンを狙うのはケヴィンの二丁だけ。車体に搭載された機関銃は別の兵士が水平気味に構えている。

　その銃口で、マズルフラッシュが小刻みに瞬いた。

　銃じゆう弾だんがメルクアルラム兵を薙ぎ払う。戦車砲のように爆風や爆音でエネルギーを浪費する事はない。無駄のない攻撃が極きわめて効率的に、人間を死体へ変えていく。

　防御面では戦車が陸上兵器の王者だが、歩兵を駆除するだけならば軽装甲の四輪駆動車でも充分。ここは対戦車ミサイルや地雷が普ふ及きゆうしていない世界なのだから。

　戦車の方も同様だ。威力の大きすぎる主砲の使用を控え、砲塔に同軸じくで装備された七・六二ミリ機関銃で攻撃。これは元々敵の戦車ではなく、歩兵などの非装甲目標を効率的に破壊するための──まさにこの戦場で駆く使しすべきものだ。

「ひっ！」

　悲鳴を上げながら、しかしメルクアルラム兵は無駄な抵てい抗こうはせず、出来るだけ離はなれようとする。

　小銃や刃は物では刃向かうだけ無駄。ひたすら逃げ回って、相手に無む駄だ弾だまを使わせる方が有効──征臣が事前に指示した事だ。

　しかし、一〇式は機銃弾さえ惜しみ、エンジンを唸らせて前進する。

「散れ！　左右に分かれろ！」

　自らも懸けん命めいに走り、森へと駆け込みながらガラハンが指示を飛ばす。

　兵士たちも必死に走るが、複合装甲で覆おおわれた巨きよ体たいは時速七〇キロをマークする。

　歩兵が逃げ切れるものではない。

　触れられたメルクアルラム兵は衝撃で倒れ、そのままキャタピラに蹂躙される。不整地を走るための鋭するどい爪つめと四〇トンを超える車体は、人体をいとも容易たやすく破壊する。通過した後に残されたのは死体というよりも、ぐちゃぐちゃに潰れた赤い汚お泥でいだ。

　一〇式に対抗する手段はない。

　ならばせめてＡＧＦだけでも──ナタリーさえ仕留めれば！

　味方を犠牲にするのは、織り込み済みだったはずだ！

　再度標的を変えた飛竜ワイバーンは平原を横切ってＡＧＦへと接近する。向こうは装甲がなく、ナタリーが吹きさらしだ。戦車に比べればまだしも対抗の余地はある。

「──とか思ってんだろうが、甘あまいんだよぉっ！」

　しかし、ケヴィンの二丁拳けん銃じゆうが接近を許さない。飛竜ワイバーンを操あやつるのに専念しても、避けるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

「何とか狙えないか？」

「無理よ！」

　京が短く答えた。

　弓は拳銃と違い、放つために両腕どころか全身の連動を必要とする。本来なら飛竜ワイバーンに騎乗し、征臣と密着するような苦しい姿勢で矢を射るのさえ難事だ。ヒューマン・ネイションが進軍中に上空から狙そ撃げき出来たのは、相手から反撃されず飛竜ワイバーンも速度を抑おさえているという条件だから可能だったのである。

「このままではジリ貧だ。少し、無理をする！」

「任せるわ。貴方あなたになら！」

　質問でも確かく認にんでもなく宣言だったが、京は異を唱えない。

　飛竜ワイバーンが急きゆう上じよう昇しようし、急降下する。

　速度は重力に任せ、翼は盾たて代わりにする。

「はっ！」

　嘲あざけるような声を発し、ケヴィンが拳銃を連射する。

「くっ！」

　堪えても短い悲鳴が漏もれた。

　弾だん丸がんはカバーしようとした翼を掠め、征臣自身の上腕を抉ったのだ。

　激痛が飛竜ワイバーンの軌き道どうをブレさせた。

　ぎりぎりのタイミングで京が放った矢もナタリーを貫つらぬく事なく、ＡＧＦの屋根に突つき刺さっただけ。

　錐揉みする飛竜ワイバーンは更さらに降下を続け、地面に激げき突とつ──する寸前に辛うじて体勢を立て直し、両脚あしの爪で地面を引っ掻かいて制動する。

　急停止で衝しよう突とつを回避したという事は、止まっているという事。

　即ち、格好の的だという事。

　急いで飛び上がろうとするが、傷の痛みが征臣の集中を乱した。

「舘殿を守れ！」

　生き残っていたメルクアルラム兵が駆け寄り、ケヴィンと飛竜ワイバーンの間に割って入る。銃を持つものはそれを撃ち、少しでも相手を怯ませようとする。

「逃げてください！　貴方が、僕ぼくたちの希望なんです！」

　再装そう填てんしながら、征臣に背を向けたまま叫さけんだのはゼートだった。

　それが最後の言葉だった。

　次の瞬間、彼の額にはケヴィンによる弾痕が穿うがたれていた。

　仰向けに倒れた少年の顔には、何かを成し遂げた満足の笑えみが浮うかんでいる。

　僅わずかに口くち唇びるを噛み、征臣は飛竜ワイバーンを上じよう昇しようさせてケヴィンの射程から逃のがれる。

「ごめん、当てられなかった」

「いや、僕のせいだ。僕の判断も、機動も甘かった」

　詫びる京に答える。

　平原の左右、どちらでもメルクアルラム兵は打ち倒され、生き残りは少数だ。

　ゼートだけが特別ではない。犠ぎ牲せいにすると、優先順位を下げると決めたいくつもの命のひとつに過ぎないはず。たまたま名前を知り、言葉を交わした事があり、共感できる境きよう遇ぐうを持ち、目の前で自分の盾となったからと言う理由で特別扱あつかいするのは不当で無意味な感傷だ。

　舘征臣は、己おのれにそれを禁じている。

　禁じているはずなのに、胸に痛みを感じる。

　自分を信じ、期待を寄せた若い命を踏ふみにじる事を、自分は選んでいる。

　それとは違う、不可能に思えても最小の犠牲で理想を達成しようとする道を邁まい進しんする者がいるのを知りながら。

　駄だ目めか。

　これが限界か。

　多くの兵士は、ゼートは、全て無む駄だ死じにだったのか。

　自分の力だけでは足りない。

　もしもここに──。

「征臣────っ！」

　その声は、幻聴としか思えなかった。

　しかし、誤認でも妄もう想そうでもない。

　純白の天馬ペガサスに跨またがった勇者が飛来した。

　絶対の危機を、恐きよう怖ふを、絶望を、諦てい念ねんを打ち砕きながら。

「真ま羽う、下りろ！」

「う、うんっ！」

　森へと飛び込んで高度を下げるが、速度は落とさない。その馬上から、真羽は茂しげみに向かって飛び降りた。綺麗な着地は出来ない。身体を丸め、低木の枝をクッションにして転がる事でどうにか受け身を取る。

　再度加速した大たい駕がはヒューマン・ネイションの本陣へと突っ込み、長ちよう剣けんを振るう。

　恐きよう慌こうに陥った兵士たちを次々に切り伏せ、蹄ひづめで打ち砕き、そのまま一〇式へと向かう。

「京！」

「わかったわ！」

　征臣も地上すれすれを飛び、飛竜ワイバーンを傾ける。京が背を離れ、片かた膝ひざを突く姿勢でふわりと地面に降り立ち、すぐに移動して敵の攻撃を避よける。

　再上昇する寸前、征臣は手を伸ばしてゼートの小銃と弾薬入れを拾い上げた。急角度で進路を変え、平原を横断して戦車へと向かう。

「征臣！」

　呼びかける。

「大駕！」

　答える。

　白と黒の翼つばさが交差し、空に螺旋を描く。

『何だぁ？　今さらか？』

　仰角を取りやすい砲ほう塔上の12・７ミリ機銃が急迫する飛竜ワイバーンを狙う。

　だが、これは囮おとりだ。

　飛行能力の高い飛竜ワイバーンは機銃の動きを見てから素す早ばやく高度を下げ、爪の先で地表を擦りながら銃弾を躱す。

　征臣に敵の目が向いているうちに大駕が敵の真上へ接近し、長剣を大振りで叩き付つける。

　砲塔は正面装甲と並んで最も厚い装甲が施された部位だ。いくら〈武具〉であっても剣けん如きが通じるはずはない。

　狙ねらったのは、機き銃じゆうそのものだ。
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　精密な部品で構成された重機関銃は大駕の斬撃に耐たえられず、リベットやスプリングを弾けさせて沈ちん黙もくした。

『げ？』

　有効な武器を失った一〇式は速度を上げ、残った火力を活用すべく砲塔を旋せん回かいさせた。

　しかし、既に飛竜ワイバーンは同軸じく機き銃じゆうでは狙えないほどの高さに上昇していた。

　代わりにさっきまで機銃を攻こう撃げきしていた天馬ペガサスが真正面を通過する。慌あわてて砲口をそちらに向けようとするが距きよ離りが近すぎるため角速度が大きく、追つい尾びが間に合わない。

『クソが……おわっ！』

　悪態を吐く暇ひまも無かった。

　今度は死角から回り込んだ飛竜ワイバーンの前ぜん肢しが同軸機銃の銃じゆう身しんを掴み、飛行速度も勢いに乗せてねじ曲げた。

　一方が敵の意識を引きつけている間に、まず速い標的に強く上空も狙える機銃を潰つぶす。その後囮役と攻撃役を入れ替かえて新たな隙すきを作り出だし、同軸機銃も破壊する。

　単純だが、素早く飛べるふたりの連れん携けい無しには不可能な作戦だ。

　もっとも大駕は第二の攻撃まで明確に意識していた訳ではない。主砲や上部機銃に比べ、同軸機銃は目立たず、そんな武装がある事を知らない者も多い。

　大駕が読み取ったのは戦車の構造ではなく、征臣の意図。

　囮役を務めた飛竜ワイバーンが今度は戦車に近づくのを見て、何かを狙っている事だけは悟った。

　だから今度は自分が敵の前に飛び出して目を引いた──と、征臣は理解した。

　大駕が己の心を読み取った事を確信したのだ。

「このデカブツ、後はどうする？」

「後は任せても大だい丈じよう夫ぶだ！　もう一台を潰す！」

「わかった！　あれに乗ってる女がヒューマン・ネイションのボスだな？」

　今度はしっかりと言葉で伝え合い、戦場を横切る。




『待て……っ！　逃にげるんじゃねえよ……つ！』

　一〇式のシャムリーが叫ぶ声は、喘あえぎ混じりになっていた。

　戦いが長引いた上に、車体の一部が破損した事で急激にダメージが襲ってきた。

　しかし反撃するにも、主砲は空飛ぶ標的には向かない。

「お前の始末は、俺が任されたんだよ」

　砲塔の上で、声が響ひびく。

　天馬ペガサスと飛竜ワイバーンを追っていた間に、迅が背後から接近して上っていたのだ。

　メルクアルラム本来のシャムリー、そして通常の剣や小銃よりも大きな破壊力を持つ機械剣の使い手。

　彼は征臣の指示で自らを温存するため、分散した囮部隊には加わらずに平原外がい縁えんの森の中を移動していたのである。

　爆風の煽りを受けていくつかの擦り傷が刻まれ、汚よごれてはいるが、動きは万ばん全ぜん。

　そして歩兵を伴わず、機銃を失った戦車は敵の歩兵の接近に弱い。完全に張りつかれてしまえば、抗う術はほとんどないのだ。

『て、てめえっ！』

　残った唯ゆい一いつの手段──速度で振り下ろそうと一〇式は右へ左へ、激しく車体を走らせる。

　だが、迅は巧たくみなバランス感覚に加えて左手で上部機銃の残骸をホールドする事で身体を支え、右腕一本で機械剣を高々と掲げた。

　歯車の塊が起動し、振動する。

「せやっ！」

　気合いと同時に振り下おろされた機械剣が、砲塔のハッチに命中する。

　ゴリゴリと不快な音が奏でられ、赤い火花が飛び散る。

「さすがに一撃でバチンって訳にはいかないけど、ちゃんとそれなりに効いてるよな、これって」

　楽しげに笑い、迅は何度も何度も〈武具〉を振ふり下ろし続ける。

　強きよう靭じんさを誇る戦車の装甲板が抉られていく。

　既すでに速度も落ち、車体を維い持じするのが精一杯だ。

「そーらよっ！」

　ガリッ、ガボッ！

　遂に穴が空いた。同時に、戦車そのものが消失した。

　運転していたシャムリーが、慣性に押されて転げ倒たおれる。地上戦の王者を操っていたのは痩せて貧相な若者だった。

「はぁ～。これじゃ戦車のままの方が倒し甲が斐いあったじゃん。ま、仕方ないけどさ」

　同じ状態からよろけもせずに着地した迅は、面めん倒どうくさそうに敵シャムリーへと近づいていく。

　転んだままの男は迅を見上げ、ガチガチと歯を打ち鳴らす。震ふるえのせいで、命いのち乞ごいの言葉さえも紡げない。

「さんざん殺したんだ。負けた時に殺される覚かく悟ごは出来てるって事にするぜ」

　ヴンッ！

　剣そのものの振動と、振り下ろされた風切り音が重なって重苦しいコーラスを唄う。

　それが、鎮魂曲となった。




「ナタリー！　ナタリー・アーバネッドぉっ！」

　怒いかりを込めた声で呼び、天馬ペガサスが迫る。

「何な故ぜ？　どうして神かみ和わ住ずみ大駕がここにいるの？」

「姉さん、伏ふせてろ！」

　驚く姉の頭を押さえつけ、ケヴィンが拳銃を撃つ。

　それを、大駕は翳した剣の腹で受け止めた。

　もちろん銃弾の速度に反応したのではない。

　銃じゆう口の動きを見て、相手の狙いを読み取ったのだ。

「馬ば鹿かなっ！　死ねっ！　くたばれっ！」

　罵声を浴びせながら更に銃を連射する。今度は大駕も完全に防げた訳ではない。

　一発が天馬ペガサスの後ろ脚を削り、一発が大駕の太ふと股ももを掠めた。

　しかし、その程度で空中を突とつ撃げきする馬の勢いは止められない。

　しかももう一騎の飛竜ワイバーンは、より高い軌道から旋回しながらこちらを狙っている。

「お前が馬を止めろ！　俺おれはあっちのドラゴンを落とす！」

　隣となりの機銃手に命じ、ケヴィンが天を仰あおぐ。隣で機銃手が倒れる。

「何？」

　倒れた項には矢が突き刺さっていた。

　先に飛竜ワイバーンから下り、森に逃れていた京の仕業だった。機関銃が向こうを向いた隙に狙撃したのだ。

　同時に、征臣の小しよう銃じゆうがケヴィンの左肩かたを射貫いた。

　衝撃で手から離れた瞬間、リボルバーのひとつが消える。

　両手の連携が破れ、隙が生じる。

「だぁありゃああああああぁぁっ！」

「はぁああああっ！」

　重なる叫び。

　全力で突進してきた天馬ペガサスがＡＧＦの車体を蹴け飛とばし、揺ゆらいだ瞬間に飛竜ワイバーンが主のない機銃を掴つかんで加速する。

　馬の体重は約五〇〇キロ。三トン強のＡＧＦサーバルに比べれば軽いが、加速して運動エネルギーを得れば一方的に当たり負けする差ではない。衝突で生じた揺れに乗じるように引けば──車体は横転する。

「きゃっ！」

「うぉっとぉっ！」

　後部からナタリーとケヴィン、それに銃手の死体が投げ出される。

　倒れた衝撃がダメージになってＡＧＦも消失し、シャムリー自身がぶつけた肩を押さえて地面に転がっていた。

　ケヴィンは立ち上がり、砂の入った目を擦って標的を探す。

　その必要はなかった。

　既に天馬ペガサスが目の前に戻もどってきて、高々と剣を振り上げていたのだから。

　後ろ脚はＡＧＦのシャムリーを踏みつけ、仕留めている。

「おぅっ！」

　トリガーを引くより速く、白刃が振り下ろされた。

　ケヴィンの顔が、真っ二つに断ち割られた。

「小賢しい仕し掛かけ、ありがとうよ。おかげで噂うわさだけじゃなく、お前らがぶっ倒すしかない下司の悪党だって俺自身の経験で確信できたからな」

　もう一度剣を大きく振って、大駕は血を払はらった。

「そ、そんな！　ケヴィン……」

　放ほうり出された弾はずみで遠くまで転がっていたナタリーは、弟の死に青ざめる。

　振り返ると、そこに飛竜ワイバーンが──征臣の姿があった。

　立ち上がる事も出来ず、膝ひざで這はって近寄る。

　征臣も地に下り立って彼かの女じよを出迎える。

　その態度に、ナタリーの歪んだ顔に笑みが浮かんだ。

「た、助けて！　お願いよ！　これからはメルクアルラムに……いいえ、貴方に忠誠を尽つくすわ！　軍師として忠実に仕えてあげる！　貴方ならわかるでしょ？　わたしの〈武具〉は絶対に役に立つわ！」

「知っている。監かん視し衛星だろう？」

　縋すがり、哀願するナタリーを征臣は冷たい目で見下ろす。

「そ、そうよ！　この世界で唯一の正確な地図！　気象！　遠隔地の状じよう況きようをリアルタイムで把は握あく！　わたしにしか出来ない！　わたしなら出来るの！　あなたを王様にしてあげる！　わたしが望むのは自分の命だけ！　いい取引よね？」

　興奮するナタリーの言葉は英語に変わった。

　いや、先に征臣の方が日本語で話しかけた彼女に英語で応じたのだ。

『Ｉ　ｋｎｏｗ』と。

　万一他人の耳に入っても、即そく座ざには意味がわからないように。

「だが、要らない。確かに衛星は欲ほしいけれど、君を生かしておくリスクとは釣り合わないからな」

「！」

　棘とげを持つ飛竜ワイバーンの尾おが、ナタリーの腹に深々と突き刺さった。

　そのまま捻ひねって空気を入れ、強ごう引いんに引き上げ、また押おし下げ、傷口をずたずたに広げていく。

　骨に守られていない腹部は狙うに容易い大きな的だ。しかもこの棘には毒がある。傷口から流れ出る血は、既にどす黒く変質していた。

「……な、何故……？　どうして……？」

「君の構想はある意味で合理的だ。それは評価する。ただ、その合理性の中で得られる安全や快楽の中では、笑え顔がおになれない人を知っている。彼女にそんな人生を送らせるのを、僕は拒きよ否ひする。それだけの事だ」

　やはり英語で、呟つぶやく。

　倒れ込むナタリーに聞かせるためというより、むしろ独り言に近かった。
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　既に彼女の意識はないだろうから。

　征臣の身体を返り血でべっとり汚して、ナタリーの亡骸はずるずると地面へ崩れ伏した。

　その死体は血の気を失って漂白されるどころか、染み渡る毒によって茶と紫の斑模様に変わっていく。

「それに……僕に玉座は似合わない」

　振り返り、己の〈武具〉を見上げる。

　飛竜ワイバーン──王ではない者のために作り出された、伝説を持たない邪悪な怪かい物ぶつ。

　神話の御代から英えい雄ゆうの乗騎である天馬ペガサスとは違ちがう。

　戦いは終わった。

　いや。ヒューマン・ネイションという勢力が滅んだだけだ。

　相争い、競うべき者たちは、まだこの場に残っている。







終章──そして、約束の戦い







　倒すべきヒューマン・ネイション──ナタリー亡き後、血臭と硝煙の残る平原。

　天馬ペガサスの騎士と飛竜ワイバーンの戦士が対峙していた。

「征まさ臣おみ、久しぶりだな」

「大たい駕が……」

　自然に笑う大駕に対し、征臣は漉きたての紙めいた無表情。

「来るとは思わなかったよ……。いや、違うな。君なら駆かけつけるかも知れないと考え、連携すればもっと効果的に戦えたかも知れないのに、大駕の力無しで勝とうとしていたのかも知れない」

「気にすんなよ。別にお前を助けた訳じゃねえ。ヒューマン・ネイションは俺にとっても許せねえ敵だったからな。こいつらに国を奪われたガルムガクス人が俺のところに助けを求めてきた。だから、俺は俺でお前の置かれている状況に便乗させてもらった。それだけの話だ」

　にこやかに笑い、届かない距離でも開いた右手を差さし伸のべる。

「……安心したよ、大駕。約束を守っていてくれて」

　征臣の口元に笑みが浮かんだ──口くち唇びるという鞘さやの隙間から白はく刃じんが覗くような、新月刀シミターめいた冷たく鋭するどい笑みが。

「約束？」

「ああ、そうだ。再び会う時まで絶対に堕だ落らくも挫折もせず、倒すに相応ふさわしい存在であり続けると。相変わらず大駕は強くて、正しくて──傲ごう慢まんだ」

　空気が揺らぐ。

　飛竜ワイバーンの翼が大きく羽ばたき、砂塵を巻き上げながら上昇する。

「征臣！」

「来い、大駕！　僕も約束を果たす──お前を、倒す！」

　漆しつ黒こくの飛竜ワイバーンを追い、純白の天馬ペガサスも天空目がけて駆け上る。

　速度に優まさる飛竜ワイバーンが上空で旋回し、天馬ペガサスの到とう着ちやくを待つ。

　生き残ったメルクアルラム兵たちが集まり、大駕を追って銃口を上に向ける。

「止めなさい。無む駄だよ！」

　兵士たちを制したのは京みやこだった。

　小銃の威い力りよくはまだ低く、上方へ向けての射しや撃げきは威力も正確さも足りない。しかも万一届いたとしても流れ弾が征臣に当たる恐おそれもある。

　誰だれも手出し出来ない空の戦場で天馬ペガサスと飛竜ワイバーンが──大駕と征臣が向かい合う。

「どうしても戦わなきゃ駄目なのか？　今日だって俺とお前で力合わせてヒューマン・ネイションの連中を倒したじゃねえか！　もう一度一いつ緒しよにやっていく事はできないのか？」

「無理だ」

　熱い叫さけびに、即そく答とうが返る。

「僕ぼくは大駕のやり方を認めない。そっちはどうだ？　僕はこの戦いだけでも、沢たく山さんの敵を殺した。殺させた！　敵だけじゃない。味方であるメルクアルラムの兵士にも、命を捨てるような戦いを強制した！　こんな人間を、神かみ和わ住ずみ大駕は許すのか？」

　両腕うでを広げる。

　黒衣なので目立たないが、征臣の身体は血塗れだ。

　たった今殺したナタリーの返り血は勿もち論ろん、無数の人間の血が染みついている。

「なら、もうひとつの約束も果たしてやる。お前が間ま違ちがった事してるなら、俺がぶん殴なぐって目ぇ覚まさせてやるってな！」

「やってみろ！　僕を討うつだけの正しさを自負するなら！」

　迫る飛竜ワイバーンが口を開き、牙きばを剥き出しにする。

　大駕の長剣が迎むかえ撃うつ。鋼と牙が打ち合わされ、一いつ瞬しゆん火花が散る。

　剣が押し込まれるより先に飛竜ワイバーンの首が引っ込み、代わりに全身の反転によって振るわれた尾の先せん端たんが天馬ペガサスの脇わき腹ばらを狙う。

　だが、天馬ペガサスは片方の翼だけを畳たたんで全身をローリングしてそれを躱す。

　速度では劣おとるが、小回りの精密さでは天馬ペガサスも負けていない。

　連続攻撃を阻まれた征臣は、安全な距離を開く。

　征臣自身の武器はありふれた剣。しかも騎竜の際の邪じや魔まにならないように細く軽いものを選んでいる。腕わん力りよくも向こうが上となれば、身長と同等の刃渡りを持つ大駕の〈武具〉と斬きり合あうのは圧あつ倒とう的てきに不利だ。

「なるほどな。俺とお前の喧けん嘩かじゃなくて、天馬ペガサスと飛竜ワイバーンの勝負に持ち込む気か？」

　手綱を引き、間合いを維持しながら大駕が問う。

「体力勝負で、大駕と真正面からやり合うほど無謀じゃない」

「ずるいじゃねえかよ。そっちには爪つめも牙も、尻尾しつぽの先の毒もあるんだろうが」

　軽口と共に大駕は笑った。

　邪気を含まない、真まっ直すぐな笑いだった。

「生まれ持ったものが不平等なのは、摂理だ。大駕自身に無数の天佑があるのと同じでね。だけど、天馬ペガサスは本当に大駕に相応しいよ。自身が獰どう猛もうな強さを持っている訳じゃ──」

　言い終えるよりも早く、飛竜ワイバーンが真っ直ぐ天馬ペガサスに迫る。

　爪と剣による同時攻撃。

　鋼の打ち合う響き。

　精密な剣を剣で打ち返し、大振りの爪はまた馬体を捻って避けたのだ。

「──ない。だからこそただ英雄を飛ばす翼という側面が鮮やかに際立つ」

　突撃の勢いを殺さずにそのまま距離を開き、振り返かえって征臣は告げた。

　天馬ペガサスに敵を裂く牙があれば、敵を焼き尽くす炎ほのおの息い吹ぶきがあれば、駆る者の英雄性は目立たない。騎手自身の強さではなく、強力な怪物を御しているだけと見なされる。

「英雄か。正直、柄じゃねえよ。俺だって、完かん璧ぺきじゃねえ。数え切れないくらいの敵を殺してきたし、助けられなかった味方もいる。命だけじゃねえ。心を、気持ちを守りきれなかった奴やつもな！」

　征臣の表情が、一いつ瞬しゆん強こわ張ばる。

　大駕の口から放たれた、敗北と弱さの告白。

「だけど誰かが英雄って役目を引き受けなきゃならないってのなら、俺は手を挙げるぜ。世界を救うとか、そういうご大層な話じゃねえ。目の前に俺の力で助けられる奴がいるのなら助ける。見える範はん囲なら走っていく！　何より真ま羽うだ。誰かが〈統一者〉にならなきゃ真羽を元の世界に帰せないんだろ？　だったら、お前と俺が争ってる暇なんかねえ！　それとも俺を倒して、お前が〈統一者〉になるのか？」

「僕は、統一など──しない」

　征臣が反論した。

「ガルムガクスは、圧倒的強者が善良な救世主である事を前提に歴史を重ねてきた。だが、それはもう崩壊したテーゼだ。シャムリーが戦乱を治め、世を救う事に頼たよりきってきたから現状がある。だったら、ガルムガクス人自体が強くなり、全すべての人間、数多の国が互たがいに相手の力を恐れながら慎重に行動せざるを得なくなる、動的な安定を構築する。殺し合いという行こう為いを、一部の独どく占せん物ではなく万ばん人にんに開放するんだ！」

「……お前、本当にそれでいいと思ってんのか？」

　大駕は問い詰め、急迫する。

「そうやってこっちの世界に危険なモンをばらまいて、それで俺たちが帰った後はどうするんだ？」

　剣けんと剣が激げき突とつし、空中で鍔つば迫ぜり合いが起きる。

　互いの剣が擦れ合う。

　大駕が一寸押し込めば征臣がその力を凌ぎ、受け流す。

　逸らされて体勢を崩くずされながら、大駕は征臣の技わざを受け止め、強引に支える。

「〈統一者〉になれば帰き還かんできるなんて保証はない。帰れるとしても、成し遂げたシャムリーひとりだけかも知れない。だったら、僕はこの世界を作り替かえる。真羽ちゃんが──生きていける世界に。たとえ、僕や大駕が途と中ちゆうで命尽きたとしてもだ！」

「帰れるかも知れないだろ！　俺たち三人一緒に！　それに他の人たちも！　可能性があるなら、最高の結末を目指さないでどうすんだよ！」

「それは大駕のような強者の理り屈くつだ！　僕は弱者として最悪を怖おそれ、それに備える！」

「お前や俺みたいな人間ならこっちでも生きていける。だけど、そうじゃねえ奴だっているんだ！　戦ったり殺し合ったりする事を、どうしても受け入れられない人間がな。本当に弱いっていうのはお前じゃなくて、そういう連中だろ？　そいつらが帰る道を探さなきゃいけないだろうが！」

　まるで打ち合わせをしていたように、天馬ペガサスと飛竜ワイバーンが同時に離はなれる。

　銃も届かない距きよ離りでありながら、ふたりの声は奇き妙みようなほどはっきりと響く。

　誰もが口を紡ぎ、その会話に聞き入っていた。

　ああ──真羽は思い出だした。

　このふたりは、バッテリーなんだ。

　最良のパートナーであっても肩を並べているのでも、背中を預け合っているのでもない。

　常に正反対の方向を見つめる間柄。

「本当に強えのは俺じゃない。お前だ！　ただ生まれつきの強さじゃねえ。傷ついて──さんざん傷つけられて、それでも前見て、上見て、進んで行こうとする奴の方がよっぽど本物なんだ！」

　剣の切っ先を下ろし、大駕は叫ぶ。

　武器以上に、言葉こそが征臣を殴りつける拳だった。

「お前はずっと俺の事を凄いって言ってたけど、俺に言わせりゃお前の方がよっぽど凄い奴なんだよ。お前は、もっと自分を誇ほこっても──許してもいいんだ！　自分自身の足りないところとか、完璧じゃないところとかを！　その上で出来る事、やった事に胸を張っても構わないだろ！」

「そうだよ、征臣君！」

　真下から真羽も叫ぶ。

「征臣君と大駕君は、違うんだよ！　違うから、互いに補い合えてきたんだよね？　だったら、こっちでもそれでいいじゃない！　みんなが帰れる手段を一所懸けん命めいに求めて、それが駄だ目めだってわかったらこの世界でずっと生きているようにすればいいよね？　矛盾や対立じゃないよ！　力を合わせて、両方を目指そうよ！」

　敢あえて決別した征臣に対して残酷で、脳天気な主張であるのはわかっていた。それでも真羽は、肺の中の空気を絞り出すように声を張り上げた。

　剣を持たない真羽も、言葉でなら征臣を斬りつける事も、つかみかかる事も出来る。

　戦いを望んだ征臣への真羽に可能な、これが精せい一いつ杯ぱいの誠意だった。

　ふっ。

　征臣の口元に笑えみが浮うかんだ──さっきよりも更さらに冷たい笑みが。

「それを堂々と言えるのが、お前の圧倒的な強さなんだよ。強くて、正しくて、傲慢な、エースの言葉。本当の英雄の言葉なんだ」

「ああ、そうさ！　俺は傲慢で、無神経だよ！　だから無神経な馬鹿らしく、出来るかどうかもわからねえ理想を振りかざすさ！　そういう人間にしか出来ない事があるからな！　だから俺に出来ねえ事をやる、傷ついても強くあろうとするお前が必要なんだ！」

　再び、剣を構える。

「お前は俺の敵だって言ったよな？　だけど俺はお前と別れて以来、ずっと敵だった奴をぶっ倒たおして味方に引き入れてきたからな。お前に対しても同じだ。敵になるってのは、永遠に憎にくみ合うって事じゃねえ。もう一度手を取り合うために、お前を倒す！」

　右手に手綱を握にぎり、左手に剣を掲かかげて、一直線に飛竜ワイバーンへと迫る。

　しかし、飛竜ワイバーンは受けない。

　天馬ペガサスと交差する軌き道どうではなく、下へと向かう。

「だったら大駕──お前にも僕と同じ資格をくれてやる。大切な人を理り不ふ尽じんに、無意味に奪われても自暴自棄にならない自信があるのなら、その境きよう遇ぐうを！」

「待て！　征臣！」

　叫ぶ。

　だが間に合わない。

　既すでに数手前から征臣は狙ねらっていたのだ。

　大駕の注意を自分に引きつけながら間合いを調整し、一気に真羽へと迫れる位置関係を確保する事を。

　飛竜ワイバーンが急降下する。

　黒い皮ひ膜まくの翼つばさを畳み。

　唾液に滑ぬめる牙を光らせ。

　有毒の尾を激しく震わせ。

　立ちすくむ水みず沢さわ真羽目がけて。

　どこかで誰かが、悲鳴を上げる。

「真羽────っ！」

　大駕の叫びが響ひびく。

　飛竜ワイバーンの牙は──真羽の頭を噛み砕かずに、開かれたままで止まっていた。

　少女の膝は震ふるえている。だが瞳ひとみは真っ直ぐに、間近に迫ってきた征臣を──幼なじみの若者を見据すえていた。

「どうして……逃にげない？　目を閉じない？」

　着地した飛竜ワイバーンの両脚あしの爪は地面を抉るほど深く食い込んで突とつ撃げきの勢いを強引に、だが完全に制動していた。

　その背から、征臣が震える口くち唇びるで問いかける。

「怖かったし、びっくりしたし……足は逃げたがってた。だけど、心は逃げたくないって。だって……信じてるから、征臣君の事を」

　強張ってはいるが、真羽ははっきりと笑顔を作った。

「ずっと会ってないのにか？　一年もあれば人は変わる！　別れたあの時だけじゃない。僕は何人もの人間をこの手にかけてきた人殺しだ。必要とあれば誰でも殺す！」

「会ってないのは一年でも、その前一〇年以上も一緒だったんだよ。わたしも、大駕君も。もちろん征臣君の事、何もかも理解してるなんて自うぬ惚ぼれた事を言う気はない。だけど、何にもわからない訳でもないもの」

　真羽の言葉を、征臣はただ黙だまって聞き入るだけだ。

「必要なら誰かを手にかける──征臣君がそういう人間なのは知ってるよ。だけど必要もないのに、感情だけでそんな事をする人じゃないし、好きでやってる訳でもないと……わたしは思ってる。多分、大駕君も同じ。間違ってる？」

「……」

　征臣は無言で、拳を握りしめる。

「征臣君、お願い。もう一度考えてみて。本当に大駕君と戦わなきゃいけないの？　今日、そうしたみたいにふたりで力を合わせて何かを成し遂げるのは、もう無理なの……？」

　飛竜ワイバーンが僅わずかに口を閉じるだけで確実に絶命する体勢のまま、真羽は訴うつたえる。

「今の戦いだってそうだよ。征臣君が真っ先に飛び上がったのは、他の人の手が届かないところで大駕君とふたりだけで決着をつけたかったんでしょ？　本当になりふり構わずにただ勝てば──敵として殺せばいいと思ってるのなら、そっちには味方がいるんだもの！」
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「……僕は……」

　口くち唇びるを噛かむ征臣の顔に、真羽の手がそっと伸びる。

　間近で見るその手のひらは、征臣が知っているかつての彼女と同じではない。交戦していないはずなのに、服は赤茶色に汚よごれている。すっかり乾かわいているから、ここに駆けつける以前に浴びた血か。白い手はいくつもの傷やかさつきで覆おおわれている。

　過酷な世界で刻まれてきた、彼女なりの戦いの記録だ。

　真っ直ぐで純じゆん粋すいな眼まな差ざし。

　征臣が思わずそれから目を逸そらした事が──僥倖だった。

　無意識の産物である飛竜ワイバーンは征臣の意思より早く翼を広げ、飛来する矢からふたりを庇う。

　一瞬遅れて、征臣が真羽を抱き寄せる。

　皮膜を貫つらぬいた矢が征臣の肩かたの筋肉に深々と突つき刺ささる。

「征臣君っ！」

「征臣っ！」

　ふたりの呼び声が重なる。

「……大……丈夫だ。致ち命めい傷しようじゃない」

　答える声は苦痛に震えてはいるが、明瞭だ。

「何すんだよ、京ちゃん！　あの女は、別に関係ないだろ？　武器も持ってねえし！」

　第二矢を放とうとする京の肩を、迅じんが力ずくで押さえる。

「そうだぞ、慈じ恵けい院いん殿どの。敵に容赦しない事と、武器を持たぬ女を殺すのは異なろう。それは武人の振ふる舞いではない」

　ガラハンの叱しつ責せきに、京の顔が歪んだ。

「女というのなら、わたしも同じよ！　女というだけで保護されるのも、軽かろんじられるのもわたしは認めない！　誰にも！」

　すっ！

　京のしなやかな脚が疾った。

「およっ？」

　力に頼らない巧たくみな足払いで迅が転ばされ、再び京の両腕が自由になる。

「その女が征臣の良心で、未練だというのなら、今ここで殺さなきゃいけない！　貴方あなたがわたしと共に覇は道を進むために！」

　迅を振り払い、京が弓を引き絞る。

「止せ！　京！」

「てめえっ！」

　征臣の制止よりも早く、大駕が動いた。

　天馬ペガサスの羽ばたきで一気に距離を詰め、手にした大剣で京へと斬りかかる。

　振り下おろされた刃を、征臣が止めた。

　速度に優る飛竜ワイバーンで大駕を追い越こし、大駕の剣を受け止めたのだ。

　力負けした征臣の剣が弾き飛ばされたが、おかげで大駕もぎりぎりの距離で刃を止めるのに成功する。

　白刃を挟んで、ふたりが間近に向かい合う。

　切り裂こうとするのも容易。

　握あく手しゆをするのも容易。

　しかし、大駕も正臣も動かない。

　ただ真っ直ぐな瞳でお互いを見つめるだけだ。

「やっぱり君は変わらないな、大駕」

　征臣は笑った。

　脳裏によぎるのは、中学時代の野球部の出来事。

　征臣の姉を侮ぶ辱じよくする先せん輩ぱいたちをいきなり殴り倒したあの事件だ。

　英えい雄ゆうでありたいと願い、自分の正しさを信じ、他人の犠ぎ牲せいをよしとせず──しかし大切なものを守るためには躊躇わず力を振るう激情。

　理詰めで己おのれを悪と定義しなければ非情にもなれない征臣とは違ちがう、感情と倫りん理りと行動の率そつ直ちよくな調和。

　果てしない羨望と耐えられぬほどの嫉妬を抱かずにはいられない、蒼天の中央から放たれる恒星の如き光。

　だが──と征臣は自覚する。

　夜に跳梁する魔物だって太陽無しには存在出来ない。陽光を浴びればその身を焼き尽くされる者であっても、昼の暖かさに育まれた命を襲わずには生きられないのだ。

「だから、今日はこれでお別れだ。大駕が大駕である限り、僕が僕であろうと続ける限り、いずれまた戦う事になる。だからその時まで──」

「ああ。曲がったり、挫けたりしねえよ。何度でも何度でも、お前の挑ちよう戦せんを受けて立ってやるさ」

「そういうところが大駕だよ。自然に、自分が胸を貸す側でいるつもりなのがね」

　一瞬きょとんとした後で浮かんだ大駕の合図を苦く笑しように、ふたりは距離を開く。

　征臣の腕には、京が抱かかえられている。

「ガラハン将軍、撤てつ退たいを。兵士も弾だん薬やくも消しよう耗もうしきっている。ここでラウフラムのシャムリーと戦うのは危険に見合いません」

「お、おう！　承知した」

　見上げた飛竜ワイバーンに答え、ガラハンは生き残りの兵士たちに命令を出し、助かりそうな負傷者を救護させる。

「……わたしを、許すの？」

　腕の中で京が訊ねる。

　その声は、彼女らしくもない後悔と羞恥で湿っていた。

「僕たちは共犯者なんだろう？　だったら、優先順位の問題でしかない。君は生かしておいた方が役に立つ。……僕らは似合いの共犯者だよ」

　真羽を殺せなかった征臣と、殺そうとした京は。

「俺おれたちも、帰るぞ」

　大駕も、真羽の手を引っ張り上げて抱き寄せる。

　強く、逞しい腕の中。真羽の方も大駕の胴に両腕を回す。

　互いの身体に染みついた土と、汗と、血の臭いが入り混じる。

　それは戦乱のガルムガクスで生きてきた──生きていく証。

「やっぱり、また戦う事になるの？」

「ああ」

　大駕の視線は、訊たずねる真羽を見てはいない。征臣が飛び去った空を、それから帰るべきラウフラムの方角に向けられた。

「真羽の言う通り、俺とあいつが目指しているのは相容れないんじゃなくて、ひと纏まとめに出来るもんなのかも知れない。だけど人間がやってる事だからな。理屈で上う手まくいくかどうかって事だけじゃない。俺と、あいつ、それぞれが納なつ得とくしなきゃならないからな」

「うん。そうだよね。大駕君も征臣君も、ただ英雄とか宿敵っていう役割だけじゃない。気持ちがあるんだもんね……」

　明確な意思を持って戦うという事は、個としての我と無む縁えんではいられないという事。

　多分、ふたりから目を逸らさず、行く末をしっかりと見据えたいというのも、真羽の義務であり、責任であり、同時にエゴだ。

「だから俺もあいつも、それぞれの理想を果たすまで戦い続けるさ。この世界で安心して暮らしてあっちに戻る手段を探るのにも、厄やつ介かいな障害はあるだろうからな」

　ヒューマン・ネイションは倒したが、人々を脅おびやかす存在は残っている。

　ガルムガクスという世界の全容も解明出来た訳ではない。

　為なすべき事、為したい事、為さねばならぬ事はまだいくらもある。

　命があり、意思があり、行動がある限り、相克を完全に避さけるのは不可能だろう。

　ただ衝しよう突とつと決裂は同義ではない。

　ぶつかるのは、触れあう事の一形態なのだから。

　いつの間にか暮れかかり赤く染まった空を、白い天馬ペガサスが飛ぶ。黒い飛竜ワイバーンが進む。それぞれの足場を目指して。

　まだ、その途みちの末は誰だれにもわからない。








（俺は天剣を掲げ／僕は飛竜と征く　第一部　完）









あとがき







　まずは今まで応おう援えんしてくださった読者の皆様に、お詫わびしなければならない事がふたつあります。

　ひとつは当初の発売予定から一か月遅れてしまった事。

　そして、『天剣／飛竜』がこの第三巻で残念ながら「とりあえずの完結」という事になってしまった事です。

　スケールの大きな物語を目指しながらこうなってしまったのは、ひとえに作者である私の力不足が原因と言わざるを得ません。

　その上で「完」でも「未完」でもなく、「第一部完」という中途半端な表ひよう記きにしたのは私の我わが儘ままです。あとがきから先に読む方のために詳細は伏ふせますが、たまたま葛西が綴つづらなくなっただけで彼ら彼女らの物語はまだ続いていくのだ──そんな風に考えていただければ幸いです。

　勿論、何らかの機会に恵まれたのなら、私も著述者としての役目を再開するに吝やぶさかではありませんが。




　さて何度か述べてきた通り、本作は畳たたむための逃げ道を考えずにひたすら風呂敷を大きく広げていくという方針で進めてきたので、いきなり残り一冊で終わらせねばならんという事になって結構悩みました。

・前巻のラストからいきなり途中経過をすっ飛ばし、いきなりラストエピソードに持っていく『レ○ズナー方式』

・普通に続きの話を書いて、最後に今後予定していた展開をだーっと一気にナレーションで語ってしまう『ガルビ○ン方式』

・凶暴で手に負えない災害である〈嵐〉が暴れ回って、全部の国が滅ほろんでエンドの『バ○ディオス方式』

・何やら大いなる力が発動して作品世界全体を飲み込んでしまう『イデ○ン方式』

　これら様々な方法を検討し、結局はまあどれでもないというか部分的に折せつ衷ちゆうしたというか……な形になりました。

　そのためいろいろと「後々のために張っておいたけれど、結局活用できなかった布ふ石せきとか伏線」がてんこ盛りになってしまったのは残念ですが、一応この一冊で出来る限りのベストを目指したつもりです。




　最後になりましたが、今時男ふたりが主人公の上にノープランで突っ走るという無む謀ぼうな企画に助力してくれた担当のＮ女史、タイトなスケジュールの中で素晴らしいイラストを仕上げてくれた黒くろ獅じ子しさん、そして印刷製本流通などで本作が世に出るために力添えしてくださった多くの方に感謝します。

　そして読んでくださった貴方に改めて最大限の感謝を。

　次回作でまたお会いしましょう！








二〇一二年四月　　葛か西さい　伸しん哉や


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




葛西伸哉先生／黒獅子先生
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